
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　石造りの広い通路がどこまでも続く、ヒンヤリと冷たい空気の漂ただよう地下迷宮に、少女の朗ろう々ろうとした声が響き渡る。

「炎よ、放たれ、焼やき尽つくせ、『火炎球フアイア・ボール』」

　女エルフの魔術師・ルーファの握にぎる杖つえから、小さな火の玉が撃ち出され、彼女に襲いかかろうとしていた小鬼ゴブリンの頭を吹き飛ばす。

　魔物──魔力の塊かたまりにすぎないゴブリンは、光の粒子となって砕くだけ散ちり、ルーファの体に吸い込まれていく。

　それによって、彼女の霊れい気きが少し高まるが、強くなった事を喜んでいる暇ひまはない。

「ゲキャッ！」

　味方が倒されたのに怖おじけもせず、別のゴブリンが奇声を上げて、ルーファに跳とびかかろうとする。

　だが、彼女の前に滑すべり込こんできた女ドワーフの重戦士・ガーネットが、左手の大おお盾たてでゴブリンを吹き飛ばした。

「ちぇいっ！」

　さらに右手のメイスを振り下ろし、よろけたゴブリンの頭をかち割る。

　また一体、魔物が光となって消え去る。だが、目の前に広がる何十体という魔物の群むれは、一向に減った様子がない。

　そして、彼女達の左右と背後は迷宮の石壁。つまり逃げ場のない行き止まりであった。

「くそっ、これも全てお主ぬしのせいじゃぞっ！」

　ガーネットが背後の幼おさな馴な染じみを怒ど鳴なりつけると、ルーファは不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「失礼な。『警報アラーム』の呪じゆ文もんで魔物を集め、一気に強くなるという私の作戦は、完かん璧ぺきに成功しています」

「確かに完璧じゃな……こっちが全滅しなければの話じゃがのうっ！」

　魔物を集めたところで倒し切れなければ、絵に描かいた餅もちにすぎない。

　そう叫さけびつつ、再びゴブリンを殴り倒すガーネットに、ルーファは不敵な笑みを返す。

「ふふふっ、安心なさい。こんな事もあろうかと、城の倉庫から『火炎嵐フアイア・ストーム』の魔ま札ふだを盗んでおきました」

「威い張ばるでないわ！　じゃがこのさい仕方ない、早はよう使うのじゃ」

「ふふふっ……部屋に置き忘れてしまいました」

「このアホォォォ───っ！」

　鞄かばんを漁あさって青い顔をするルーファに、ガーネットは絶叫を浴あびせながら、三度ゴブリンをメイスで殴り倒す。

　そんな彼女の息は激しく乱れて、既すでに体力の限界が見え始めていた。

「くっ、こんな所で終わってしまうのか……」

　ジリジリと迫る魔物の大群を前に、ガーネットの口から絶望が漏もれる。

　その後ろで、ルーファは毅き然ぜんとした顔で腹をくくった。

「仕方がありません。二人揃そろって全滅するよりは、一人だけでも逃がしましょう」

「お主、まさか──」

「私が責任を取って逃げますので、貴方あなたは死んでも時間を稼かせいでください」

「普通逆じゃろっ!?」

「貧弱なエルフの魔術師ごときに、時間稼ぎなんて不可能に決まっているでしょう！」

「逆ギレすんなやっ！」

「それとも、女エルフはゴブリンに蹂じゆう躙りんされてろと言うのですか、官能小説みたいにっ!?」

「やかましいわっ！」

　脳のう味み噌そピンク色なルーファの尻しりを、ガーネットは残り少ない体力を振ふり絞しぼって蹴けり飛とばす。

　そんな二人の漫才を前に、ゴブリン達も困惑して立ち尽くしてしまう。

　──余よ所そは知らんけど、うちらは魔力の塊やから、生物的な肉欲とか皆かい無むなんやけど……。

　──ゴブリンと見たらすぐに性犯罪者扱いする風潮、ホンマに勘かん弁べんして欲しいわ。

　──オークさんと一緒に訴うつたえるで！

　そんな会話が聞こえてきそうな顔で、一瞬戦闘を忘れるゴブリン達の姿に、ルーファは瞳ひとみを輝かせた。

「今ですっ！（ダッ）」

　立ち尽くすゴブリン達の横をすり抜けようと、一心不乱に走り出す。

　しかし、神は悪を見逃さなかった。

　ガッ！

「へぶあっ！」

　石いし畳だたみの段差に足を取られて、ルーファは顔面からスライディングをかます。

　そして、コケた間ま抜ぬけなエルフを、ゴブリン達がゆっくりと取り囲んだ。

　──……殺やっとく？

　──せやな。

　呆あきれ顔で頷うなずき合あい、一いつ斉せいに錆さび付ついた短剣を振りかぶる。

「何やっとんじゃ、このアホ姫っ！」

　ガーネットはブチギレながらも、幼馴染みを助けようと走り出し──凄すさまじい怖おぞ気けを覚えて本能的に屈かがみ込こんだ。

　その瞬間、通路を埋うめ尽つくすほどの黒い閃せん光こうが、ゴブリン達の胴体を両断し、彼女達の頭上を通り過ぎた。

「……はっ？」

　呆あつ気けにとられるルーファ達の前で、通路を埋め尽くしていた何十体という魔物全てが、一撃で真まっ二ぷたつになって四散していく。

　濃厚な魔力が体内に流れ込んできて、目め眩まいがするほどの力を感じながら、ガーネットは黒い閃光が飛んできた通路の奥に目をこらす。

「今のは、剣術か……？」

　彼女達のような迷宮に潜もぐる者達──冒険者は、『霊気』という神秘の力を宿している。

　その力による様々な『術』が使えるからこそ、一般人では到とう底てい歯が立たない、恐ろしい魔物とも戦えるのだ。

　身体能力を強化する『体術』から、呪文によって様々な現象を引き起こす『魔術』。そして、剣に霊気を乗せて放つ『剣術』。

　前衛に立つ冒険者であれば、剣術の一つや二つは身に着けている。

　ただ、普通は剣の切れ味を上げる程度であり、長大な霊気の刃やいばで何十体もの魔物をまとめて薙なぎ払はらうなど、尋常の技ではなかった。

「まさか六階級冒険者？　じゃが、そんな猛も者さがどうして地下一階なんぞに……」

　命が助かった喜びよりも、深い困惑に包まれるガーネット達の前に、それは音もなく姿を現した。

　迷宮の闇やみに溶け込む漆しつ黒こくの鎧よろい、鮮せん血けつのように赤い大剣、そして目元すら窺うかがえない、悪魔を模もしたフルフェイスの兜かぶと。

　全身から滲にじみ出でる膨ぼう大だいな霊気は、まるで悪魔が翼を広げたかのように、黒い陽炎かげろうとなって空間を歪ゆがませている。

　鎧の中身は果はたして人間なのか。本物の悪魔が入っているのではないか。

　そんな禍まが々まがしい鎧騎士の名を、ルーファ達は知っていた。

「暗あん黒こく騎き士し……」

　迷宮の死神、阻はばむ者、全冒険者の怨おん敵てき。

　それを見て生きて帰ってきた者は一人もおらず、屍しかばねとなって帰ってきた者達が蘇よみがえり、絶望と共に語った姿だけが伝えられている、伝説の殺さつ戮りく者しや。

「…………」

　強大すぎる死を前にして、もはや抗あらがう気持ちすら湧わいてこず、ただ呆ぼう然ぜんと見上げるルーファの前に、暗黒騎士は足音も立てずに歩み寄ってくる。

　そして、死を宣告する首なし騎士デユラハンのように、ゆっくりと彼女を指さして──

「見えてる」

　転んだ時にスカートが捲めくれ上あがって丸出しになっていた、ルーファの白いパンツを指摘してきた。

「「…………」」

　パンモロ・エルフと暗黒騎士の間に、気まずい沈黙が流れる。

「……何じゃこれ」

　ガーネットの呆れ返ったツッコミだけが、静まりかえった迷宮の中に響いていく。

　これがアホ姫──ゴルドー帝国の第七皇女・ルーファと、暗黒騎士──の皮を被った田舎いなか者もの・アルバの出会いであった。
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「凄すごいな」

　僕は目の前に広がる巨大な城壁を見上げて、感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらす。

　故郷の田舎いなかを出て一ヶ月、ようやくゴルドー帝国の首都に辿たどり着ついた。

　苦労した分も相まって、帝都の姿がより荘そう厳ごんに見える。

　人口二十万人といわれる広大な街を、背丈の十倍もある高い城壁がグルッと囲んでいるのだ。

　しかも聞いた話によると、城壁は全部で九つもあるという。

　魔術などの力を使ったとしても、いったいどれほどの時間とお金が費ついやされたのか、想像しただけで目め眩まいがする。

「流石さすがは大陸の覇は者しやたる千年帝国だ」

　一つの国家が滅ほろびずに千年も繁はん栄えいを続けてきたなんて、少し疑わしく思っていたが、これだけ立派な城壁を見せられては信じるほかない。

「ここなら間違いない」

　確信して頷うなずく。僕の夢を叶かなえる場所はここしかない。

　僕の夢──それはズバリ、都会の一等地にマイホームを建てる事だっ！

　といっても、ド田舎な故郷が嫌いというわけではない。

　男として生まれたからには、自分の力でどこまで行けるのか、一度は試ためしてみたくなるものだろう。

　かといって、自分が神話のような英雄になれると信じられるほど、夢見がちな子供でもない。

　そこで現実的な目標として立てたのが、都会の一等地に家を建てる事であった。

　師匠も「男なら一国一城の主あるじを目指せ」と言っていたし、自分の力で家を持てたなら、一人前として胸を張っても許されるだろう。

「よし、頑張るぞ！」

　僕は改あらためて気合いを入れると、城門に向かって歩き出す。

　早朝は人の出入りが激しくて混こむという話を耳にしていたので、昼過ぎに到着するよう時間を合わせたのだが、それが功こうを奏そうした。

　長い行列で待たされる事もなく、僕は城門を潜り抜け──ようとした瞬間、大勢の門番に囲まれてしまった。

「えっ？」

　僕は戸と惑まどって立ち止まる。まさか……通行税を払はらえという事かっ！

　くっ、長旅で残り少ないのだけど、そういう事なら仕方がない。

　僕が黙って腰のポーチに手を伸ばすと、門番さん達が急に怒ど鳴なり声ごえを上げた。

「う、動くなっ！」

　いや、動かないと通行税が払えないんだけど……。

　困って固まっていると、門番さん達の上司らしき、高価そうな鎧を着た中年男性が歩み出てきた。

「失礼だが、貴き殿でんは何者か？」

　上司さんは顔中に汗を浮かべながら、妙みように険けわしい表情で尋たずねてくる。

　……暑がりなのだろうか？　まだ春先だというのに帝都の日差しは強いから仕方がない。

　この鎧に冷暖房の魔術が備そなわっていなければ、僕も汗だくになっていた事だろう。

　暑い中、お勤つとめご苦労様です──と心の中で激げき励れいしながら、僕は質問に答える。

「冒険者」

　正確に言うと現在は無職で、これから冒険者になるのだが、これくらいの見み栄えは許されるだろう。

　数多あまたの危険な魔物と共に、莫ばく大だいな富を生み出すダンジョン・深き迷宮。

　そこに潜る冒険者となるために、僕は数ある都会の中からこのゴルドー帝国を選んだのだ。

　貴族のような領地も、大商人のような手しゆ腕わんもない田舎者が、都会の一等地に家を建てられるだけのお金を稼かせごうと思ったら、これしか方法はない。

　幸い、僕は爺じいちゃん達や師匠に鍛きたえられてきたので、腕うでっ節ぷしだけは自信がある。

　頑張って何年か働けば、きっと家を建てられると思うのだ。だから──

「迷宮は、どこだ」

　逸はやる気持ちを抑おさえられず、僕は一歩前に出る。

　すると、門番さん達は神[image: ]い狼フエンリルでも見たような顔で、僕に槍やりを向けてきた。

　……何な故ぜだろう。旅に出てからというもの、時々妙に疑われるというか、怖がられている気がする。

　これが兵士もいない田舎の村ならまだ分かる。全ぜん身しん鎧よろいと大剣で武装した男が急に現れたら、それはビックリするだろう。

　けれども、ここは数多の冒険者が集つどう大都会だ。鎧姿の男なんて珍しくもないだろうし、怖がる理由がないと思うのだけど……。

「迷宮は、どこだ」

　不思議に思って内心首を傾かしげつつ、僕は同じ言葉を繰り返して、また一歩前に踏み出す。

　すると、門番さん達は一いつ斉せいに後ずさって道を開けてくれた。

「門を潜って、右の道だ」

　上司さんも大粒の汗を流しながら、そう教えてくれる。

　よかった、「失うせろ田舎者め！」とか言われたらどうしようかと……。

　僕は兜かぶとの中で安あん堵どの溜息を漏らしながら、ようやく城門を潜り抜ける。

　ゴルドー帝国よ、僕はついに都会へ来たっ！

　と興奮していたのに、そこに広がっていたのは賑にぎやかな街並みではなく、何もない寂さびしい平野であった。

　……えっ、騙だまされた？

　僕は愕がく然ぜんとして背後を振り返る。

『た、隊長、あれは何ですかっ!?　あの姿はまるで──』

『私にも分からん。だが、迷宮に挑む冒険者だと名乗った以上、追い返す事はできない』

『し、しかしっ！』

『帝国は冒険者の力で繁栄した国だ。だから、冒険者ならば種族や生まれを問わず誰でも受け入れると、帝国法にも明記されている。たとえそれが悪魔であろうともな……』

　門番さん達に説明を願おうと思ったのだが、何やら忙しそうに話し合っており、声をかけられる雰ふん囲い気きではない。

　う～ん、どういう事だろう。まだ開発が進んでいない空き地なのかな？

　考えても答えは出ない。諦あきらめて迷宮に向かおう──あっ、そぅだ！

　僕は思い直して、平野の先にある二つ目の城壁に目を向ける。

　その先にはきっと、思い描いてきた都会の街並みが広がっているのだろう。遠くにお城の先端らしき物も見えているし。

　目標である一等地の下見もしておきたいし、迷宮の前に街を見てこよう！

　僕はそう決めて、第二の城門に向かって意い気き揚よう々ようと歩き出した。





　　　　[image: ]






　ゴルドー帝国の国民達は、帝都の街並みを『千年の大木』と誇ほこらしげに語る。

　白く輝く帝城を中心として、円状の城壁が九つも広がるその光景が、上空から見下ろすと樹木の年輪に見えるためだ。

　最初は国とも呼べない小さな町だったものが、迷宮の噂うわさを聞いて人々が集まり、住居が増えるのに合わせてそれを守る城壁も増築されていった。

　その結果が年輪城壁リングス・ウオールであり、ゴルドー帝国千年の証あかしとして、国民の誇りとなっている。

　旅人からも人気の観光スポットであり、より内側の古い城壁に自分の名前を記念に刻きざもうとしては、衛兵に見つかって罰金を取られている姿がよく見られていた。

　ただ、そんな年輪城壁も良い点ばかりではない。外敵から国民を守るための盾たてだった壁が、今や国民を貴き賤せんと貧ひん富ぷで仕分ける境界線となっているのだ。

　中心の帝城を一区として、二区は皇族の邸宅、三区は上級貴族の屋敷といったように、内側にいくほど高貴で金持ちの住まいとなり、逆に外側へいくほど貧乏人の住居と、明確な線引きがなされている。

　そんな帝都の最も外側である九区、通称『街外れ』に深き迷宮の入り口があった。

　元々は安全のために街から離れており、かといって行ゆき交かうには遠すぎない、丁度良い場所にあったのだが、千年も続いた拡張によって城壁の内側に取り込まれてしまったのだ。

　一応街の中でありながら、迷宮の入り口周囲には何もない。

　地下深くへと続く階段を、千年前から守る石造りの祠ほこらと、それを見張る番兵達の兵舎だけが、ポツンとうら寂しく建っている。

　万が一、迷宮から魔物が溢あふれ出だしてきた時の対策であるが、帝国千年の歴史において、そのような事態が起きた事は一度たりともない。

　そのため、迷宮の入り口に立つ二人の番兵は、今日も今日とて暇ひまを持もて余あましているのだった。

「ここからが傑けつ作さくでな。銀貨五枚の格安で若い女を抱けるってんで、ディックの野郎はまんまとその娼しよう館かんに入っちまったんだ。それで出てきたのが、なんと自分の母親だったんだよっ！」

「はははっ、それ冗談でもキツいですよ」

　中年番兵の下品な話に、若い新米の番兵は上手く愛想笑いを返す。

　三日前に同じ話を聞いたばかりだが、無駄に遮さえぎって職場関係を乱すほど彼も馬鹿ではない。

「いやいや、冗談でもなくマジでよ。ディックの野郎は悲鳴を上げて──おっと」

　遠くから人影が近づいてくるのに気がついて、中年番兵はお喋しやべりを中断して背を伸ばす。

　だが、それが見知った冒険者達だと知ると、すぐに砕くだけた調子で話しかけた。

「よお、ブルック。この前の蘇そ生せい代だいは払い終えたのか？」

「馬鹿野郎、それをこれから稼ぎに行くんだよ」

「ははっ、無理してまた借金が増える方に銀貨一枚賭かけてやるよ」

「言ったな？　無事に帰ってきてやるから覚悟してやがれ」

　ブルックと呼ばれたリーダーらしき剣士を先頭に、五人の冒険者達が迷宮に続く長い階段を下りていく。

　その背中を見送りながら、新米番兵は感心の声を上げた。

「凄いな、本当に冒険者全員の名前を覚えているんですね」

「といっても、パーティーのリーダーくらいだがな。たとえばさっき蜥蜴人リザードマンの戦士がいたろ？　あいつの名前がどうにも覚えられなくてな」

「人間には言いづらい名前の種族もいますからね」

　噂のリザードマンがエウストレプトスポンディルスという、舌を嚙かみそうな名前だというのを彼が知るのは、もう少し後の事である。

「でも、リーダーの顔と名前を覚えるだけでも大変じゃないですか？」

「まあな。ようやく覚えたと思ったら、辞やめちまう奴もいるしよ」

　その中にはもちろん、限界を感じて引退した者だけでなく、迷宮の中で全滅して不幸にも死体が回収されず、蘇生魔法が受けられずに消滅ロストした者も含まれている。

「まぁ、俺くらいのベテランになると、すぐに辞めちまう奴は顔を見ただけで分かるがな」

「はー、流石は先輩ですね」

　新米番兵は本音半分、ゴマすり半分で褒ほめ称たたえる。

　それに気を良くした中年番兵は、ニヤリと楽しそうな笑みを浮かべた。

「何なら、次に来た冒険者が何日で辞めるか賭けるか？　勝った方に金貨十枚な」

「勘かん弁べんしてくださいよ。冒険者じゃあるまいし、金貨十枚なんて賭けられません！」

　新米番兵は本気で悲鳴を上げる。

　冒険者であれば一日で易やす々やすと稼げる金額だが、ただの番兵に過ぎない彼にとっては、一ヶ月分の大事な給料である。気楽に賭けられる金額ではない。

「はははっ、冗談だよ冗談。金貨一枚に負けといてやる」

「それでも大金ですよ……」

　逃がさないとばかりに肩を摑つかまれて、新米番兵は溜息を漏らす。

「なら銀貨一枚でどうだ？」

「それくらいなら、まぁ……」

　晩飯と酒を奢おごる程度の金額だ。安月給の番兵には無視できない金額だが、職場の人間関係を悪化させないための必要経費としては仕方がない。

　渋しぶ々しぶと頷いた新米を見て、中年番兵は嬉うれしそうに口くち笛ぶえを鳴らす。

「そうこなくっちゃな！　おっ、丁度良く見かけない奴が──」

　こちらに向かってくる人影に気づいて、嬉しそうに声を上げていた中年番兵の顔が、見る間に凍こおりついていく。

　いったい何事かと、新米番兵もそちらを窺うかがい──闇を目にした。

「ひぅっ」

　喉のどが引きつって情けない悲鳴が漏れるが、普段ならからかってくる中年番兵も笑ったりはしない。その余よ裕ゆうもなく硬直している。

　数多の冒険者を見てきたプロの番兵ですら恐怖で固まるほど、それはあまりにも邪悪な鎧騎士であった。

　漆黒の鎧から瘴しよう気きのような暗黒の霊気が漏れ出して、一歩踏み出す度たびに地面がひび割れて土煙が舞まう。

　悪魔を模もした禍まが々まがしい兜の目は、血を求めるかのように怪しく輝いていた。

　背せ負おった真まっ赤かな大剣が振るわれれば、彼らの体など触れただけで両断されるだろう。

「あっ、あぁ……」

　死が具現化したような化け物を目にして、新米番兵は逃げる事もできずに震ふるえ上あがる。

　そんな無ぶ様ざまに怯おびえる彼らの前に、漆黒の鎧騎士は音もなく歩み寄り──ペコリと軽く会え釈しやくをすると、迷宮の中に入っていった。

「えっ？」

　新米番兵は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をしながら、階段を下りていく鎧騎士の背中を見送る。

　その横で、中年番兵が大げさに息を吐き出した。

「ぶはぁー……な、何だったんだありゃっ!?　まるで噂に聞く──」

「えーと、冒険者ですよね？」

「あんな奴、俺は見た事もねえぞっ!?」

「じゃあ、新人ですか？」

　そう問いかけると、中年番兵は先程の醜しゆう態たいを誤ご魔ま化かそうと、大おお仰ぎように鼻を鳴らして笑った。

「はっ、馬鹿を言うんじゃねえ。あんな霊気を放てる奴は、六階級の冒険者にだってそうはいねえぞ」

　千年間も冒険者達が挑いどみ続つづけながら、深き迷宮の底はいまだに知られておらず、現状人類が到達したのは地下六階までとなっている。

　六階級冒険者とはその地下六階に到達した者の事であり、間違いなく人類の最高峰に立つ英雄であった。

　たった一人の六階級冒険者が、千人の兵隊を壊滅させたと言ったら、むしろ「二千人の間違いだろ？」と訂正されるくらい、その実力は周知されている。

「じゃあ、今の人は六階級の猛者だと？」

「間違いねえ。お前も一度、六階級の本気を見てみれば分かる」

　中年番兵は冷や汗を拭ぬぐいながら説明する。

「普段は霊気を抑えているからな、六階級といっても常人とそうは変わらねえ。だが、一度戦闘態勢に入っちまったらもう台風みたいなものだ。俺達みたいな凡人じゃ立っている事もままならねえ」

　何も知らぬ者が聞いたら大げさだと笑うかもしれないが、先程の死神みたいな霊気を浴あびた今となっては、新米番兵も頷くしかない。

　ただ、彼はどうしても疑問が拭えなかった。

「あの人、素人しろうとだと思うんですが」

「はぁ？　馬鹿も休み休み言えってんだ。あれが素人って面つらかよ！」

　兜で顔が見えなかったじゃないですか──というツッコミを辛からくも呑のみ込こんで、新米番兵は己おのれの分析を口にする。

「でもあの人、クランバッジを着けていませんでしたよ？」

　ゴルドー帝国には大小様々な冒険者の一門クランがある。

　多い所では三十人以上、小さい所でも十人くらいは集まって、所属する冒険者同士で助け合っていた。

　先輩から新米に冒険の心得を教えたり、魔物の情報や迷宮の地図を交換したりと、クランに所属する事で得られる利益は多く、会費などの義務を負ってでも入る価値がある。

　何故ならクランに所属していれば、迷宮の中で全滅してもすぐに救助が来るという、最大のメリットがあるからだ。

　どれだけ手て練だれの冒険者であっても、疲ひ弊へいして帰還する途中に魔物の不意打ちを受けたりと、全滅する危険性をゼロにはできない。

　だからこそ、自分達の死体を回収し、寺院に届けて蘇生魔法をかけてくれる、頼れる仲間が必要なのだ。

　クランの仲間に「今日は三階の西側を回ってくる。夜には帰るから」とでも言い残しておけば、全滅して帰って来られなかった時、即座に別のパーティーが探しに来てくれるという塩あん梅ばいである。

　なので、熟練から新人まで冒険者は必ずクランに加入して、その証であるバッジを目につく所に着けていた。

　クランに入っていないのは、自分は死なないと慢まん心しんしている愚おろか者ものか、何も知らないド素人くらいであろう。

「だから、あの人は素人なんじゃないかと」

「馬鹿を言ってんじゃねえよ」

　中年番兵は呆れ果てて、新米の頭をポカリと叩たたく。

「あんな悪魔じみた素人がどこの世界にいる？　金貨百枚を賭けてもいいね」

　じゃあ賭けます──と言いそうになったが、新米番兵は十ヶ月分の給料よりも、職場の空気を守る方を選んだ。

「だいたい、素人が冒険者になろうと思ったら、まずは訓練所に放り込まれるだろうが」

　西の大門から入って南東に進むと、この迷宮入り口に着くのだが、反対の北東に進むと冒険者を鍛えるための訓練所がある。

　普通はその訓練所で何ヶ月も鍛えてから、ようやく迷宮に挑むのだ。

「見た事ねえか？　戦場跡で拾ひろってきたとしか思えねえ、オンボロの鎧と剣を身につけた田舎者が、門番に案内されて訓練所に向かうのをよ」

「いえ、俺は実家が東門側なので生あい憎にくと……」

　世間知らずを恥じる新米に、中年番兵はこんこんと説教するように語る。

「一いつ攫かく千せん金きんを夢見るそんな馬鹿がよ、毎年何千人も集まって来るんだよ。だが、九割九分は一週間も保もたずに音を上げて、田舎に逃げ帰っちまうのさ」

　それくらい訓練が厳しいのだが、脱落させてやるのはむしろ教官の優しさであった。

「吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌う英えい雄ゆう譚たんなんかを聞いていると、迷宮の魔物を倒すのなんて簡単だと勘違いしちまうだろ？　だが実際はまるで違う。初めての冒険で二割は死ぬと言ったら分かるか？」

　町で一番の神童と称えられた青年が、訓練所で血を吐くような特訓を積んでも、死ぬ時はあっさりと死ぬ。それが深き迷宮なのだ。

　凡人が夢見て挑んでも、後に残るのは蘇生費用という重い借金だけだろう。

「俺もな、若い頃に訓練所へ行った事があるからよく分かる」

「先輩、冒険者を目指してたんですかっ!?」

「あぁ、そこで嫌というほど才能の差を見せつけられた」

　中年冒険者は遠い目をして、過去の苦い思い出を振り返る。

「俺が教官に打ち倒されてのびている横で、教官から一本を取っちまうような天才が、地下二階にも行けず挫ざ折せつして辞めちまった」

「そんな事があったんですか……」

「ただ、一階級なんて冒険者としては底辺でも、俺ら凡人からすれば雲の上だからな。そいつは帝国軍に好待遇で迎えられて、今や西門を預かる隊長に出世しているぜ」

　さぞ給料も良いのだろうと羨うらやんでから、中年番兵は真顔に戻って告げる。

「分かったか、迷宮ってのはそんな所なんだよ」

「…………」

　想像もつかない過か酷こくな世界で、黙だまり込こむしかない新米の肩を、中年番兵は重々しく叩いた。

「そんな天才ばかりが集まる冒険者の中で、さらに選えりすぐりの鬼才だけが六階級になれるんだ。それとタメを張れる今の化け物が素人のわけがねえだろ」

「でも、バッジが」

「お前が見落としたか、鎧の中にでも仕し舞まってたんだろ」

「……はい、そうですね」

　理路整然とした中年番兵に言い返せず、新米番兵は渋々頷き返す。

　ただ、納得した素そ振ぶりを見せながらも、彼は伝説的な冒険者の名言を思い浮かべていた。

　──常に『当たり前』を疑え。学んできた知識と異ことなろうとも、目の前にあるものが事実だ。

「そういうわけだ。お前も人を見る目を磨みがいておかねえと、俺みたいな番兵のプロにはなれねえぞ？」

　偉そうにドヤ顔を晒さらす先輩に、「それダサいですよ」と真まっ当とうなツッコミを入れるほど、新米番兵も世間知らずではない。

　ただ、その後もうるさく賭けを迫ってくる中年番兵を見ていると、「さっきの金貨百枚、巻き上げておけば良かったかな」と少しだけ後悔するのだった。
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「今日からここが職場か」

　長い階段を下りて深き迷宮の地下一階に立った僕は、感かん慨がい深ぶかく辺りを見回す。

　人の手によって作られたのかと思うくらい綺き麗れいな石組みの迷宮は、濃厚な魔力の光によって淡あわく照てらされており、少し故郷を思い出させる。

「松明たいまつがいらないのは助かるな」

　消しよう耗もう品ひんがかさむと出費も増える。夢の一軒家を建てるためにも節約は大切だ。

「それにしても残念だったな……」

　先程の事を思い出して溜息を吐つく。街の中に入ろうと第二の城門に向かったら、門番さんに追い返されてしまったのだ。

　理由を尋ねると、円形の城壁によって九つに分けられた区間のうち、冒険者が出入りできるのは一番外側にある九区だけなのだという。

　最初は不満に思ったが、よく考えれば当然の配はい慮りよだ。

　剣や鎧で武装した恐ろしい冒険者が入ってきたら、戦う術すべを持たない一般市民の皆さんが怯えてしまう。

　特に魔術師なんかはどんな悪さをするか分かったものではない。

　爺ちゃんのように魔術で姿を消して、女湯を覗のぞくような不届き者が現れるだろう。

　その話を耳にした婆ばあちゃんの手によって、爺ちゃんは逆さ磔はりつけの刑に処しよされたのだが、魔術師の犯罪を見破るのは本来とても難しい。

　そんなわけで、治ち安あん維い持じのために冒険者は街の中に入れないのだそうだ。

　冒険者用の宿屋や酒場、武器防具屋といった施設は全て九区にあるので、生活に困る事はないそうだが、夢の都会を目の前にしながら入れないとは何とも口くち惜おしい。

「多額の寄付金を納おさめるか、冒険者を引退して帝国軍に入隊すれば、通行と移住の許可証が貰もらえるそうだけど……」

　軍人になって人と戦うのは気が進まない。となると、結局は迷宮で大金を稼ぐしかなかった。

「土地代に建築費、それに加えて寄付金か……全部で金貨十万枚くらいかな？」

　考えただけで溜息が出る。そんな大金をはたして稼ぐ事ができるのだろうか。

　いや、悩んでいても仕方がない。まずは行動あるのみだ。

　僕は気持ちを改めて、迷宮の奥へと進んでいく。

「それにしても大きいな」

　両手を広げた大人が十人は並べるくらい広い通路が、先も見えないほど奥まで続いている。

　魔物さえ出なければ、大勢が暮らす地下都市として使えそうだ。

　僕は興味深く迷宮を観察しながらも、奇襲を受けないように壁を背にし、足音を殺して歩き続ける。

　そして、十字路を右に曲がって少し進んだ所で、ついに魔物の姿を捉とらえた。

「三体、小型犬人コボルトと大型犬人ノールか」

　犬のような頭をしており、成人男性の半分くらいしか背丈がなく、粗そ末まつな槍を構えているコボルトが二体。

　同じく犬の頭をしているが、背丈は成人男性と同じくらいで、片手剣と円盾を装備しているノールが一体。

　婆ちゃんの書庫にあった図ず鑑かんで見知っていたが、実物を目にするのはもちろん初めてだ。

　僕は緊張しながらも背中の大剣に手をかけ、足音を殺して忍び寄る。

　漆黒の全身鎧が薄闇に溶け込んでいるからだろう、魔物達はこちらに気がついた様子もない。

（流石は爺ちゃん、良い鎧を作ってくれたな）

　何より、全身がバリッと尖とがったデザインが超格好良いっ！

　光こう沢たくのないマットブラック一色という渋さも素晴らしい。

　僕は爺ちゃんに心から感謝しつつ、床を蹴って駆け出すと、背後からコボルト二体の胴体を横一文字に薙ぎ払った。

「ギャッ!?」

　ようやくこちらに気づいたノールが、慌あわてて片手剣を構えようとするが遅すぎる。

　僕の放った上段からの幹から竹たけ割わりを受けて、犬頭から尻尾の先まで真っ二つになった。

　──この俺が手も足も出ないなんてっ!?

　とでも言いたそうな顔をして、ノールは光り輝く粒子となって四散した。

　コボルト達も光となって消え、静寂が戻った通路の中で、僕はゆっくりと息を吐き出す。

「勝てたか」

　爺ちゃんや師匠と何度も手合わせをしてきたし、実戦に近い戦闘訓練も行ってきたが、やはり少し緊張してしまった。

　早くこの感覚に慣れようと決意しながら、僕は魔物達が消えた床に目をこらす。

「おっ、これだ」

　ノールが立っていた辺りに小さなガラス片のような物が落ちており、僕は嬉々としてそれを拾い上げた。

　魔物とは大気中の魔力が凝縮して生まれるエネルギー体のようなもので、知能はあるが肉体を持った生物ではない。

　そのため、倒すと今のように四散してしまい、持っていた装備などもまず消えてしまう。

　ただ、高密度に圧縮された魔力が物質として残る事がある。それがこの魔石だ。

　希少で美しいため宝石としても価値があるが、魔力のこもった道具──魔導具の材料にもなるため、高値で取引されているらしい。

「でも、これは安そうだ」

　ノールから採とれた魔石は麦むぎ粒つぶのような小ささで、色も濁にごった灰色である。

　婆ちゃんが持っていた魔石はスイカくらい大きくて、七色に輝くとても美しい物だった。あれとはとても比べものにならない。

「だが、これは大切な一歩だ」

　自分の手で初めて稼いだお金の元だ。これでもう無職とは言わせない。

　僕は胸を張って魔石を腰のポーチに仕し舞まった。

「よし、次に行こう」

　気合いを入れ直すと、足音を殺して再び前へと進む。

　しかし、また十字路を曲がり、扉を見つけて部屋の中に入ってみたりもしたが、魔物の姿はなかなか見つからなかった。

「倒し終わった後だったか？」

　迷宮から魔物が尽つきる事はないと聞くが、一度倒した魔物がすぐに湧わくという事もないだろう。

　僕が来た道は他の冒険者が先に通って、魔物を狩り尽くした後だったのかもしれない。

「失敗したな、別の道を行くべきだった」

　とはいえ、これも一つの良い経験だ。迷宮の構造を覚えるためにも、まずは行ける所まで進んでみよう。

　そう決めて真まっ直すぐな通路を歩いていくと、前の方から喧けん噪そうが響いてきた。

「何だ？」

　不ふ審しんに思った僕は、足音を殺しながらも急いで前に進む。

　すると、曲がり角の前で大きな魔物と戦う、五人組の冒険者が見えてきた。

「いや、六人組か」

　魔物の後ろで鎖鎧チエインメイルを着た青年が倒れ込んでいる。

　頭から血を流してピクリとも動かないが、目をこらすと体内の霊気が微弱ながら循環しているのが分かる。

　良かった、気絶しているだけで死んではいないみたいだ。

　とはいえ、戦線に復帰するのは難しいだろう。残った五人もそれが分かっているようで、顔に焦あせりが浮かんでいる。

「助けに──いや、待て」

　駆け出そうとした足を止めて、僕は考え込む。

　横から飛び込んで手負いの魔物を倒すなんて、獲え物ものをかっさらうマナー違反だと怒られないだろうか？

　まずは「手助けしましょうか？」と確認の声をかけて……いや、戦闘の真っ最中に集中を乱すような真ま似ねをしたら、彼らがより窮きゆう地ちに追いやられてしまうだろう。

「くっ、どうしたらいいんだっ！」

　こういう時のマナーを教えてくれる、冒険者の訓練所でもあれば良かったのだが、そんな都合の良い場所があるわけない。

　僕がいくら世間知らずの田舎者だって、それくらいは分かる。

「しかし、このままでは……」

　僕が悩んでいる間にも、五人組は大きな魔物のタフさに押され始めている。

　見捨てて去る事なんてできないが、かといって割り込みのマナーが分からない……そうだ！

「手助けしたと悟さとられないように、魔物を倒せばいい」

　我ながら名案である。真の親切とは相手に悟られぬようするものだしね。

　僕は大剣の柄つかに手をかけながら、迷宮の闇に紛まぎれてこっそりと戦場に近づいていった。
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　愚鈍な巨人トロール──泥どろのような色の肌をした、背丈が人の二倍以上もある肥ひ満まん体たい型けいの巨人で、動きは遅いが力が強く、皮ひ膚ふが厚く痛覚が鈍にぶいため恐ろしい耐久力を誇る。

　地下一階に出没する魔物の中で、階層守護者を除のぞくと間違いなく最強の存在である。

　そんなトロールの待ち伏せを受けて、前衛の男戦士が一撃で倒されたのが、彼らにとって最初の不幸であった。

「くそっ！」

　リーダーの男剣士は悪あく態たいを吐つきながら、トロールが振り下ろしてきた巨大な右みぎ拳こぶしを避ける。

　そして、己の霊気で剣を光らせ、敵の腕に斬きりかかった。

　基本剣術・光こう刃じん

　剣の切れ味を上げるだけの単純な技だが、それでもゴブリン程度なら一撃で倒せるだけの威力がある。

　だが、トロールの皮膚は下手な革鎧レザー・アーマーよりも硬く、骨も断てずに止められてしまった。

「ちっ！」

　舌打ちしながら飛とび退のく男剣士と入れ替わりに、女戦士がトロールの太ふと股ももに槍を突き立てる。

　しかし、こちらも痛手を負わせるには至らず、愚鈍な巨人は痛がる素振りもなく、巨大な拳を振り回し続けた。

　強力だが大ぶりな攻撃など、不意打ちでもなければそう当たらず、確実に手傷を負わせている現状、男剣士達の方が有利に見える。

　だが、実際に追い詰められているのは彼らのほうであった。

　体力や集中力、そして霊気といった戦いのリソースが、既すでに尽きかけていたからだ。

「駄目だ、やっぱり逃げよう！」

　矢を使い果たし、何もできず後方に下がっていた男猟兵が悲鳴を上げる。

「全滅する前に退ひくべきです」

　同じく霊気を使い果たし、もう魔術を唱えられない男魔術師も、冷静に撤てつ退たいを進言する。

「でも、ベアを残してはいけないわっ！」

　女神官だけは必死に叫んで、トロールの背後で転がる男戦士を指さす。

　だが、男猟兵と男魔術師は意見を変えなかった。

「逃げ帰って、クランの先輩に救助を頼めばいいだろっ！」

「そうです。ここで我々が全滅してしまったら、蘇生代が足りなくなってしまいます」

　魔物は生物ではないため食欲もなく、死体を食い荒らしたりはしない。だから、数日放置したくらいでは死体が消滅する事はない。

　それに地下六階のような深層ならともかく、地下一階は大勢の冒険者が歩き回っているため、クランの先輩に頼むまでもなく、誰かが見つけて回収してくれる可能性も高かった。

　ただ、低階層の冒険者は割引をして貰えるとはいえ、寺院での蘇生費用は最低でも金貨百枚とかなりの高額である。

　足りなければクランの先輩が貸してくれるが、あまりにも借金がかさむようならば除名されかねない。

　そんな諸もろ々もろを考えれば、逃げるという選択肢が最も合理的だろう。

　だが、人間は理性ではなく感情で動く生き物である。

「お金の問題じゃないでしょ、仲間なのよっ！」

　そう叫ぶ女神官の瞳には、明らかに友情を超えた感情が宿っていた。

「ベアの野郎とデキてるからって、パーティーを巻き込むんじゃねえ！」

「これだから感情的な女は嫌なんです」

「何よ、この臆おく病びよう者ものの冷れい血けつ漢かんっ！」

　もはや目の前の魔物を忘れて、ただの悪口合戦に成なり果はてる。

　そんな後衛組を叱しかりつけるべき立場である、リーダーの男剣士はというと、舌打ちしながらも黙ってトロールと戦い続けた。

　怒鳴る余裕もないというのもあるが、この状況を招まねいたのが彼のせいだったからだ。

　ここに来るまでにゴブリンやコボルトの群れと戦い、皆の霊気が切れかかっていたのに、「もう少しだけ進もう」と欲をかいた結果がこれである。

　クランの先輩達が口を酸すっぱくして「行けると思った時こそ引き返せ」と忠告していたのに、これではリーダーの面めん目もく丸まる潰つぶれである。

　せめて目の前のトロールを倒し、倒れた仲間を救い出さないと格好がつかない──と悪手に悪手を重ねた事のほうが、クランの先輩から叱られるのだが、今の熱くなった彼に気づく余裕はなかった。

「がはっ！」

　体力が切れて動きの鈍にぶった女戦士が、トロールの右フックを避よけ損そこなって吹き飛ばされる。

「イーグレットッ!?」

　壁に叩きつけられて動かなくなった彼女の姿に、後衛の三人から絶望の悲鳴が上がる。

　だが、男剣士は背後ではなく、前に向かって駆け出した。

「うおぉぉぉ───っ！」

　女戦士を倒して油断していたトロールの腕を踏み台にして、敵の頭に飛びつく。

　そして、腰のポーチから取り出した魔ま札ふだ──魔術のこめられた使い捨ての魔導具を、トロールの顔面に貼はり付つけた。

「解き放て、『火炎球ファイア・ボール』！」

　飛び退きながら叫んだ合い言葉に反応して、魔札が大爆発を起こす。

　轟ごう音おんが鳴り響き、煙けむりが晴れた後から現れたのは、頭を失ったトロールだった。

「やった！」

　男剣士が着地する前で、トロールは頭もないのに腕を振り上げると、そのまま輝く粒子となって四散した。

　その粒子──トロールを形成していた魔力が、彼らの体内に流れ込んできて、霊気が少しだけ高まる。

　成長の実感を抱きながら、痺しびれる足で立ち上がる男剣士の姿に、後衛の三人が一拍遅れて歓声を上げた。

「マジかよ、軽かる業わざ師しみたいな真似しやがって！」

「勝てたからいいようなものの、今のは退くべきでしたよ」

「もぉ、細かい事はいいじゃない」

　騒がしく集まって来る仲間達に、男剣士は苦笑を返す。

「とにかく、ベアとイーグレットを担いで──ひっ！」

　男剣士だけでなく、全員の口から一斉に悲鳴が漏れた。

　戦闘の音を聞きつけて寄ってきたのだろう。通路の曲がり角から、新たなトロールが顔を覗かせていたのだ。

　──みぃつけたぁ。

　そんな声が聞こえそうなくらい、トロールの醜みにくい顔が歓喜に歪ゆがむ。

「噓うそだろ……」

　霊気も魔札も残っておらず、勝利からの唐とう突とつな絶望に、もはや心も折れてしまった。

　逃げる気力も失って立ち尽くす彼らに向かって、トロールは巨大な拳を振り上げて──頭から尻まで真っ二つに引き裂かれた。

「……へっ？」

　間抜けな声を漏らす男剣士の前で、トロールは勝ち誇った笑みを浮かべたまま、光の粒子になって消滅する。

　魔力が流れ込んできてまた霊気が成長するが、それを喜んでいる場合ではない。

「何が、起きた？」

　男剣士は愕然としながらも、先程の光景を思い返す。

　トロールが両断された瞬間、闇に溶け込んでよく見えなかったが、黒い光のような物が見えた気がした。

（まさか、霊気の刃やいばで斬り裂いたとでもいうのか？）

　一階級にすぎない彼らでは、剣の鋭さを上げる『光刃』くらいしか使えないが、もっと上位の冒険者ともなれば、霊気の刃を伸ばしたり飛ばしたりと様々な剣術が使える。

　六階級の冒険者ともなれば、剣を通して地面に霊気を流し込み、敵の真下から串くし刺ざしにするなんて芸当も可能らしい。

（それと同じ要領で、天井を通して真上から攻撃すれば……）

　男剣士は天井を見回し──真まっ青さおになって慌てて下を向いた。

「リーダー？」

「見るなっ！」

　訝いぶかしむ仲間達に小声で叫び返して、男剣士は慌てて女戦士の元に駆け寄る。

「俺がイーグレットを運ぶから、お前達はベアを頼む！」

「あぁ、構わないが……」

「行くぞ、早く！」

　戸惑う仲間達を急せかして、男剣士は女戦士を担いで歩き出す。

（な、何だあれはっ!?）

　今にも悲鳴を上げそうな喉を必死に抑えながら、彼は先程目にしたものを思い返す。

　迷宮の高い天井に、漆黒の鎧騎士が蜘く蛛ものごとく張り付いて、こちらをジーと見下ろしていたのだ。

　あれは人間なのか、それとも魔物なのか、何も分からないが、一つだけ確かな事がある。

　誰にも悟られないような速度で、トロールを一撃で両断したあれがその気になれば、自分達など瞬まばたきの間に鏖おう殺さつできるという事だ。

（た、頼む、見逃してくれ……っ！）

　歯がガチガチと震え、心臓がバクバクとうるさいほど鼓こ動どうを刻む。

　その音に気づいて襲いかかってくるのではないかと、男剣士は失禁しそうなほど怯えながら、天井に張り付いた鎧騎士の下を通り過ぎる。

（襲ってこない？　殺すまでもないという事か）

　舐なめられたといった怒りなど湧わいてこない。ただ命が助かった安堵感と、疑問だけが浮かんできた。

（一瞬しか見えなかったが、あの姿はまさか……暗あん黒こく騎き士し？）
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　悪魔を模した禍々しい兜、闇のように暗い漆黒の鎧、血のように赤い大剣。

　帝国千年の歴史においてすら、その姿を直じかに見た者は数えるほどしかいない。

　だが、とてつもない代償を要する秘術を使う事で、それと戦い全滅しながらも、地上に戻って来た者達の話によって、姿だけは伝わっていた。

　人類の行く手を阻み、迷宮の深しん淵えんを覆い隠す絶望の壁。

（いや、地下六階の守護者が、こんな所にいるはずがない！）

　男剣士は首を横に振って、己の考えを必死に否定する。

　迷宮の各階層に現れる魔物は決まっており、別の階に上ってきたなんて話は聞いた事がない。

　では、暗黒騎士そっくりのあれは何だったのか？

　考えても分からないが、一つだけ結論が出ていた。

（引退しよう、俺に冒険者は無理だったんだ……）

　欲をかいて無茶をし、意い地じを張ってパーティーを窮きゆう地ちに陥おとしいれ、仲間達を全滅させるところだった。

　こんな自分にはリーダーの資格も冒険者の才能もない。

　──そうして慢心を改めた今こそ、お前は冒険者としての一歩を踏み出したんだ。

　クランの先輩が笑ってそう説教してくる事を、男剣士は知るはずもない。

　今はただ生きて地上に戻るために、仲間達と共に迷宮の出入り口へと急ぐ。

　そんな彼らの背後で、漆黒の鎧騎士が天井から床に降り立つ。

　そして、二体のトロールが落とした魔石を拾って途と方ほうに暮れていた。

「あの、忘れ物」

　獲物の横取りはできないが、隠れて助けた以上は追いかけて手渡す事もできない。かといって置いていくのは勿もつ体たいない。

　恐ろしい暗黒騎士の格好をした男が、貧乏くさい葛かつ藤とうをしていた事も、男剣士はやはり知るよしもないのだった。
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「ふぅ、今日はあまり稼げなかったな」

　薄暗い迷宮の中から、赤い夕焼け空の下に出てきた僕は、溜息を吐きながら冒険者用の宿屋に向かって歩き出す。

　トロールに襲われていた六人組を助けた後も、迷宮の中をうろついてみたのだが、コボルトを五体しか狩る事ができなかった。

　代わりに三組の冒険者パーティーを見かけたので、きっと彼らが先に狩ってしまったのだろう。

「もっと早く迷宮に潜らないと駄だ目めか」

　そんな事を考えているうちに城門を抜けて、宿屋街に辿り着く。

「賑やかだな」

　二階建ての大きな宿屋が建ち並び、酒場から冒険者達の声が響いてくる騒さわがしい街並みに、僕は感嘆の溜息を漏らす。

　故郷からこの帝都に辿り着くまでに、いくつかの町に立ち寄ったが、これほど活気に溢れていた所はなかった。

「冒険者だけの街外れといっても、やっぱり都会だな」

　西門と迷宮の辺りは何もなかったので、少し心配していたのだが杞き憂ゆうだったようだ。

　僕は胸を弾はずませながら、いくつも並んだ宿屋を物色していく。

　新人向けの簡素で安い宿から、熟練者向けの豪華で高そうな宿もあれば、一階が酒場で飲み食いできる所も、完全に宿泊のみの所もある。

　表通りから少し奥に入ってみると、長期滞在者向けらしきアパートがあって、さらに個人所有らしきお屋敷まであった。

「金貨何千枚もしたんだろうな」

　迷宮で何十年も稼ぎ続けてきた、渋しぶいベテランが住んでいるのだろうか？

　僕は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見上げ、いつかこれと同じくらい立派な家を、城壁の向こうにある一等地に建てると改めて誓ちかう。

「とりあえず、食事ができる所にしよう」

　そう決めて、僕は目についた『永遠の乙女亭』という宿に足を向けた。

　両開きの扉を開けた途端、焼けた肉やアルコールの香りと共に、冒険者達の喧噪が洪こう水ずいのように溢れてくる。

「嬢ちゃん、エールを二杯追加で──ひっ！」

「まだ二階の守護者に挑戦するのは早いと──ひっ！」

　何故だろう。冒険者達が急に話すのを止やめて、こっちをジロジロ見ている気がする。

　まさか……ドレスコード違反だったかっ!?

　いや、『全身鎧お断り』って看板には書いてなかったし、似たような鎧姿の人もいるし、きっと見み慣なれない新人だから気になったのだろう。

　僕は注目を浴びるのが恥ずかしくて、早足で店の奥にあるカウンターまで進み、店長らしき熊のような体格の中年女性に話しかけた。

「部屋を──」

「貴様っ！」

　財布を取り出そうとした瞬間、背後で大声が鳴り響く。

　驚いて振り返ると、東方風の鎧をまとった黒髪ポニーテールの少女が、腰に帯びた太た刀ちに手をかけて、僕の方を睨にらんでいた。

「いったい何のつもりだっ！」

　何のつもりって、宿を取ろうと思ったんだけど……やっぱりドレスコードがあるの？

　僕が戸惑っていると、黒髪の少女はさらに目を尖らせて睨んでくる。

「まさか奴ではあるまい。だが、同じ格好をするなど！」

　僕と同じ格好の人がいる？　それって……センスいいなっ！

　いやー、この鎧兜の良さを分かってくれる人が都会にもいたなんて、本当に嬉しい。

　旅の途中ですれ違った人達はもちろん、この街で見かけた冒険者達にも、同じ装備の人が全くいなかったから、「黒い鎧ってダサいのかな？」と不安に思っていたけれど、同好の士がいたなんて実に心強い。

　その人はどこにいるんですか？──と尋ねようとして、僕が一歩踏み出した瞬間、黒髪の少女は驚いて飛び下がり、柄を握る手に力を込めた。

「動じずに踏み込んでくるか」

　えっ、踏み込んで聞いちゃ駄目だったの？　是ぜ非ひとも漆黒鎧の良さについて、その人と一晩語り合いたかったのに……。

　とても残念で、僕は深い溜息を吐く。

『あいつ、神しん速そくのチドリを前に何て余裕だ！』

『六階級の殺気だぞ？　俺なんて横から見ているだけで震えが止まらねえのに……』

『チドリたんのポニーテールを舐めたい』

　周りの人達が何やら囁ささやいているが、声が混ざりすぎてよく聞こえない。ただ、変態が一人混ざっている事だけは分かった。

　それにしてもこの兜、中からは透明に見える魔術が掛かっているので、フルフェイスでも視界は良好なのだが、音は普通に聞き取りづらい。今度故郷に帰ったら爺ちゃんに改善を頼んでみよう。

「面白い！」

　考え事をしていると、黒髪の少女は何やら楽しげな笑みを浮かべて、僕の足下に巾きん着ちやくを投げてきた。

　ジャラリと硬貨の音が鳴った事からして、おそらくお財布だろう。あと可愛かわいらしい小鳥の刺し繡しゆうが入っている。勇ましい見た目に反して少女趣味らしい。

　それで、これは何のつもりだろうか？

「蘇生費用と迷惑料だ。これで文句はあるまい」

　首を傾げる僕にそう告げると、黒髪の少女は全身に霊気を漲みなぎらせる。

　あれ？　この構えと霊気の流れは──

「さすらば受けよっ！」

　戸惑う僕に向かって、黒髪の少女は腰の太刀を抜き放つ。

　打うち刀かたなよりも長い太刀を、腰に帯びたまま綺麗に抜刀する技量は実に見事だが、それに見み惚とれている暇はない。

　鞘さやから抜き放った勢いのまま、顔面を斬り裂かんと迫る白はく刃じん──を無視して、僕は右腕で胴体を防御する。

　狙ねらい違たがわず、目の前に迫っていた刃は霞かすみのように消えて、右腕の籠こ手てに衝撃が走った。

　よかった、読み間違えなくて。

　まぁ、彼女も台詞せりふのわりに本気ではなかったから、顔面に食らっても兜のお陰で無傷だったろう。

　ただ、この超クールな兜に傷がついていたら、三日三晩は落ち込んだと思うので、心底胸を撫なで下おろす。

　そんな僕を余よ所そに、黒髪の少女は太刀を鞘に収めながら、さらに険しい表情を浮かべた。

「貴様、知っていたな？」

　うん、確かに知っていたけど、何でそんなに怒っているのだろう？

　ちなみに今のは、顔面を斬りに行くと見せながら、霊気の刃をデコイとして放ち、本命の太刀で胴体を斬るというフェイント技だ。

　刀身を鞘に隠した状態から、高速の抜刀と共に放つと、霊気の刃を本物と見間違えてしまい、初見ではまず引っかかる。

　そして二度目の相手でも、デコイと全く同じ軌道で本命の太刀を振るったり、霊気の刃にも十分な殺傷力を乗せて、頭と胴体に同時攻撃を仕掛けたりと、無数の変化で幻惑できるという応用力の高い技だ。

「この近辺に、某それがしと同じ流派の者はいないはずだが」

　そう疑いの眼差しを向けながら、黒髪の少女は再び居い合あい斬ぎりの構えに入る。

　……マズいな、さっきと違って本気だ。次の攻撃を受けたら、この鎧でも無事に済むか分からない。

　冒険者流の手荒い新人歓迎にしても、ちょっとやり過ぎではなかろうか？

　何とか剣を収めて貰おうと、僕が声をかけようとしたその時。

「その辺にしときな」

　少女の頭に巨大な拳が振り下ろされた。

「ひゃうっ！」

　可愛らしい声を上げて蹲うずくまる少女の背後に、先程までカウンターの中にいたはずの大柄な女性店長が、いつの間にか立っていた。

　全く気配を感じなかった……この動き、さては空手忍者っ!?

　爺ちゃんや師匠からその存在は聞いていたが、まさか本物を目にできる機会があろうとは。

　心の中で歓声を上げる僕を余所に、店長さんは黒髪の少女を叱りつける。

「これ以上やるってんなら、私が相手をするよ？」

　店長さんは大きな力こぶを見せながら、周囲のテーブルが震えるほどの霊気を放つ。

　その迫力に気け圧おされて、騒がしかった他の冒険者達も黙り込んだ。

　本当に凄いな。これくらい強くないと、冒険者の宿屋なんて務つとまらないのだろう。

「さて、うちの客が迷惑をかけて悪かったね」

　店長さんはそう言いながら、部屋の鍵かぎを差し出してきた。

　僕は財布を取り出して宿泊料を払うと、代わりにその鍵を受け取る。

「まいどあり。飯はいるかい？」

「はい」

「じゃあ、後で部屋に持っていくよ。それと、一つだけ忠告しておくがね」

　何だろうか？　首を傾げる僕に、店長さんは分厚い胸筋を叩きながら告げた。

「私の事をオバちゃん呼ばわりしたら、天井までぶっ飛ばすからね！　呼ぶなら店長か永遠の乙女と呼びなっ！」

　……それ、笑うところですか？
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　二階へと階段を上っていく漆黒の鎧騎士の背中を、最強クランの一つ『白はく翼よく団だん』の六階級冒険者である女おんな侍ざむらい・神速のチドリは、口惜しそうに見送った。

「店長、あんな怪しい男を泊まらせるのか？」

「お金さえ払ってくれるなら、悪魔だって泊めるのがうちの流儀さ」

　店長は涼しい顔でそう答え、鎧騎士が拾わず置いていった巾着を、チドリの胸に放り投げる。

「今日のところは不問にしといてやるけど、次にやったら出禁だからね」

「むぐっ……」

　痛い所を突かれて、チドリは叱られた犬のように黙り込む。

　六階級冒険者として稼いだ大金で屋敷を購入し、そこで仲間達と共に暮らしている彼女は、宿屋から出禁をくらっても住居には困らない。

　ただ、永遠の乙女亭は麦が主食の帝都では珍しく、お米を使った東方の料理を出してくれる。

　凜り々りしい見た目に反して食いしん坊なチドリに、故郷の味を失う事は耐たえられなかった。

「申し訳ない、二度とせぬと誓う」

「分かればいいよ。早く飯を食べちまいな」

　深く頭を下げるチドリに、店長は笑ってそう言うと、先程の鎧騎士に料理を届けるためか厨ちゆう房ぼうに姿を消した。

　その途端、静まり返っていた冒険者達が一斉に口を開いた。

「今の何だったんだ!?　あれ暗黒騎士だよなっ!?」

「まさか、お馬鹿な仮装野郎だろ？」

「でも、あのチドリの居合を防ぐなんて、本物でもないと……」

　ピーチクパーチクと騒がしい冒険者達の合間を縫ぬって、チドリは元いた席に戻る。

　その向かいに座っていた同じパーティーの仲間、大柄な緑鬼人オークの男戦士・ウィロウは、笑って彼女を出迎えた。

「流石の神速様も店長には敵かなわんか」

「うるさい」

　拗すねて唇を尖らせながら、冷えてきた焼き魚定食をよく嚙んで食べるチドリの姿に、ウィロウはまた声を上げて笑う。

「しかし、店長も食えない女だ」

　彼女の実力であれば、チドリが太刀の柄に手をかけた瞬間に止める事もできただろう。

　だが、あえて一撃を打たせて、あの暗黒騎士モドキの実力を探らせた。

「つまり、某はダシに使われたという事か？」

「いきなり突つっかかったお前が悪い」

　不満そうに昆こん布ぶダシの味み噌そ汁しるをすするチドリに、ウィロウは正論を返す。

「だが、お前が行かなければ俺が手を出してただろうよ」

　ウィロウの赤い瞳が闘志の炎で燃え上がる。

「あそこまで暗黒騎士そっくりな野郎が現れて、黙っていられる俺達じゃない」

「うむ」

　チドリも神妙に頷き返す。絵姿などでしか知らない他の冒険者達と違って、彼ら白翼団のメンバーは、地下六階の守護者である暗黒騎士と直じかに対面しているのだ。

　そして為なす術すべもなく全滅し、莫大な魔石と全ての装備を引き替えにする秘術によって、死体となって地上に帰還した。

　蘇生が無事に成功したとはいえ、全裸で寺院の前にうち捨てられた屈辱も、合計で金貨三十万枚にも及およぶ魔石と装備を失った痛手も、決して忘れられるものではない。

「チドリ、あれは本物か？」

「地下六階の守護者かという意味であれば、答えは否いなだ」

　ウィロウの問いに、チドリは即答する。

　英雄級の力を持つ彼女達五人を、本物の暗黒騎士はたった一人で鏖殺してみせた。

　そこまで絶望的な力の差が、あの暗黒騎士モドキにあるとは思えない。

「だが、安い偽物でもあるまい」

　手加減をしていたとはいえ、チドリの居合斬りを受け止めた中身もそうだが、掠かすり傷きず一つついていなかった漆黒鎧の方が尋常ではない。

「気がついていたか？　あの男、歩いても音が全くしていなかった」

「あぁ、本物と同じようにな」

　幽霊のように音もなく背後を取られ、胴体を両断されて死んだ事を思い出して、ウィロウは厳いかつい顔をさらにしかめた。

　当然の事だが、彼やチドリが身に着けている金属製の鎧は、動くと各部がこすれてカチャカチャと音が鳴る。

　といっても、彼らの装備は細部まで調整したフルオーダーの高級品で、前衛用の鎧としては静かな方である。

　多くの冒険者が使っている普通の鎖鎧や板金鎧プレートメイルだと、歩くだけでガチャガチャとやかましく、コボルトのような聴覚の鋭い魔物に奇襲をかけるなど、まず不可能であった。

　しかし、あの暗黒騎士モドキが着ていた漆黒鎧は、本物と同じように音が鳴っていない。

「間違いなく最高級の魔導具だ」

　ウィロウは思わず舌なめずりをしてしまう。

　魔導具とは魔力のこもった道具の事をいうが、『消耗品』と『永続品』の二つに大別される。

　消耗品は文字通り一度使うと効果がなくなる代しろ物もので、『治癒ヒール』や『火炎球フアイア・ボール』といった魔術が込められた魔札が代表的だ。

　魔力の結晶である魔石さえあれば容よう易いに作り出せるため、深き迷宮という魔石の鉱山を所有するゴルドー帝国は、大量の魔札を抱え込んでいる。

　訓練の浅い兵士でも魔術が使えるという、その圧倒的な火力こそが、帝国を覇権国家たらしめているのだ。

　対する永続品も文字通り、永続的に魔術が付与された道具である。

　例えば『光源ライト』の魔術が付与されたランプは、油や火ひ種だねの補充も必要なく、壊れるまで半永久的に光を放ち続けるのだ。

　これは大気中の魔力を取り込んで、魔術を発動させているためだと推すい測そくされる。

　言葉にすれば簡単な事に思われるが、実際には神の所行にも等しい。

　人間は大気中の魔力を取り込み、それを体内で意思によって操れる力──霊気に変換する事で、剣術や魔術といった様々な術を行使している。

　永続品はそれと同じ事をしていた。つまり、永続品の魔導具を作り出すという事は、不老不死の魔術師を生み出すのに等しい。

　そんな神の業わざは、たとえ六階級の天才魔術師を抱えるゴルドー帝国でも、再現できるはずがなかった。

　よって、人工の永続品というものは存在しないと言われている。

　ただし、濃厚な魔力で満ちた深き迷宮からは、天然の永続品が産出されていた。

「あの暗黒騎士モドキの装備、本物を倒して拾った物だったりしてな」

「ありえん。親切な泉の妖精にでも貰ったという方が、まだ信しん憑ぴよう性せいがある」

　ウィロウの冗談めいた発言を、チドリはしかめ面で一いつ蹴しゆうした。

　魔力の塊である魔物は、倒すと四散して大気に溶けてしまうが、その核が魔石として残る。

　それと同じ要領で、魔物の持っていた装備──魔力の結晶である天然の魔導具が、稀まれに残る事があった。

　天然魔導具はそれだけでも、鉄や鋼といった普通の装備とは比べ物にならない頑強さや鋭さを持っており、金貨何千枚＝兵士の給料何十年分といった高値で取引されている。

　その中でも永続的な魔術が宿った物は珍しく、一個で城が建つほどの値がつく事さえあった。

「神速の居合に耐える頑丈さを持った、『沈黙サイレンス』が永続付与された全身鎧か。安くても金貨三十万枚は下らんだろう」

　帝国の上級貴族が住まう三区に、豪邸を建てても余るほどの金額だが、それでも欲しがる者は多いだろう。

　ウィロウ自身、体格さえ合っていたならば、宿敵である暗黒騎士と同じデザインである事にも目を瞑つむり、全財産と引き替えに譲ゆずってくれと、土下座で頼み込んでいたかもしれない。

「いっそ殺して奪い取るか？」

　そんな物騒な考えを抱いたのは、ウィロウだけではあるまい。

　腕に覚えのある冒険者の幾いく人にんかが、暗黒騎士モドキが消えた二階を見上げて、ヒソヒソと何やら悪わる巧だくみをしている。

　もっとも、あの店長が目を光らせているこの宿屋で強盗などすれば、首と胴体がサヨナラして寺院に運び込まれるだけだろう。

　衛兵の目もない迷宮の中ならば、何をしてもバレないと思う奴もいるだろうが、あれほど目立つ漆黒の鎧では、奪っても売うり捌さばこうとした時点で足がつく。

　そして、金さえ払えば治癒や蘇生の魔術が受けられるゴルドー帝国では、ただの傷害や殺人は大きな罪にならないが、強盗殺人となると事情が異なる。

　死者が蘇って証言すれば、犯行がすぐに露見してしまうため、強盗犯は被害者を殺すだけでなく、死体を消滅させて口封じをする必要があった。

　だが、蘇生不可能な殺人は帝国においても重罪であり、犯人には同等の刑罰が下される。

　即すなわち、生きたまま焼かれて灰にされるという消滅刑だ。

　それを承知のウィロウが馬鹿な真似をするとは、チドリも思っていない。

　しかし、分かった上で釘くぎを刺しておく。

「やめておけ。あれは中身も安くはない」

　チドリの放った居合斬りを籠手で防いだのは、決して偶然などではない。

　本物の暗黒騎士には及ばずとも、侮あなどれない実力を秘めている。

　少なくとも、横で物騒な相談をしている三階級冒険者ごときでは、容易たやすく返り討ちにされるだろう。

「本物同然の装備に、本物には及ばないが高い実力か……さて、奴は何者だ？」

「分からん」

　ウィロウの問いに、チドリは仏頂面で即答する。現状では判断材料があまりにも少なすぎた。

「だからこそ、奴の動向には注意せねばならん」

　暗黒騎士と同じ格好をするなどと、全ての冒険者を挑発するような真似をしておいて、まさか金稼ぎが目的なんて事はないだろう。

　どれほど悪逆な企たくらみを隠しているのかは知らないが、目を離していい相手ではない。

　そう警戒を強めるチドリの前で、ウィロウはエールを飲のみ干ほしながら、ふと思いついた考えを口にする。

「そうだ、引退した六階級冒険者という線はないか」

「何？」

「元六階級ならばあの技量も納得だろう」

　ウィロウはそう言って、厨房から戻ってきた店長の逞たくましい筋肉を見つめた。

　彼女も元冒険者である。それも単独で地下六階を歩き回っていたという伝説の持ち主だ。

　それが何故、若いうちに引退して宿屋の店長になったのかは謎なぞだが、六階級の英雄には凡人とは一線を画かくした変人が多いので、逆におかしな事でもない。

「お前は否定したが、暗黒騎士を倒してその装備を手に入れた者が、それを秘密にして街を去っていたなんて可能性はあるだろう？」

「…………」

　ウィロウの推理に、チドリは反論できずに黙り込む。

　──数多の英雄達が挑んでおいて、千年間も倒されなかったなんてあり得ない。

　そんな理屈から「実は暗黒騎士を倒した者がいたのでは？」という噂は、幾度となく囁かれていた。

　噂はさらにこう続く──暗黒騎士を倒した先にある、地下七階こそが深き迷宮の最下層なのだ。そこに辿り着いた者は何でも一つだけ願いが叶う。

　お伽とぎ噺ばなしのような荒こう唐とう無む稽けいで都合の良い話だが、それを言ったら魔物と魔石が無限に生まれる迷宮こそ、何者かの作為を疑うようなご都合の塊である。

　──地下七階に辿り着いて願いを叶えた者達は、その恩おん寵ちようを独占するために、暗黒騎士の倒し方も秘密にして、街から姿を消しているのだ。

　件くだんの噂はそう締めくくられる。これが噓か誠まことかは誰にも分からない。

　ただ、暗黒騎士という死神に阻まれながらも、なお地下七階を目指す冒険者が絶たえないのは、怪しい噂に一いち縷るの望みをかけるほど、どうしても叶えたい願いを抱く者がいるためだ。

　チドリもそんな一人であった。

「暗黒騎士を倒していた六階級──いや七階級の冒険者が何か訳あって、素す性じようを隠して再びゴルドー帝国に現れたというなら、一応の理屈はつくだろ？」

「…………」

　饒じよう舌ぜつに語るウィロウの前で、チドリは沈黙を続ける。

　その脳裏に一瞬、十数年も前に自分達を置き去りにして消えた男の顔が浮かぶが、彼女は首を振ってそれを打ち消した。

「やはりありえん。暗黒騎士を倒した者などいない」

　過去千年間にはいなかった。だからこそ──

「某が倒すのだから」

　それを他の誰かが口にすれば、夢物語だと鼻で笑っただろう。

　だが、彼女はたった十八歳で六階級にまで駆け上がった鬼才、神速のチドリである。

　実力に裏打ちされた決意を見せる彼女に、ウィロウは頼もしそうに笑ってから、また冗談を口にした。

「お前ほど暗黒騎士にお熱な奴もいないな。いっそあいつと付き合ってみたらどうだ？」

　そう言って二階を指さすと、チドリは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「寝言は寝て言え。某は美形の王子様と契ちぎりを結ぶと、幼少の頃より心に決めているのだ。あんな顔も分からぬ男など御ご免めんこうむる！」

「お前って、意外と俗ぞくだよな」

　鬼き神しんのごとき戦いぶりとは似ても似つかない、良く言えば女の子らしい、悪く言えばポンコツな女侍の姿に、ウィロウは呆れの溜息を吐く。

　すると、チドリは怒って唇を尖らせた。

「ふんっ、事あれば戦闘と美女の話しかしないオーク族に、俗などと言われたくはない」

「我らが脳筋で好色なのは否定せんがな」

　そう言いつつエールのお代わりを頼むウィロウは、一族の中では賢者と呼ばれるほどの知性派なので、あまりオークらしくはなかった。

「ただ、一つだけ言わせて貰うがな、お前達人間が思う美女と、我らオークが思う美女は全く違うからな」

「そうなのか？　てっきりエルフのような華きや奢しやで色白の──」

「違うっ！」

　ウィロウはテーブルに拳を叩きつけて、チドリの言葉を遮さえぎる。

　ダンッと大きな音が鳴り響き、周囲が驚いて目を向けるなか、オークの緑色の肌が怒りで赤く染まっていった。

「あんな森のモヤシ共に、強きよう靱じんな我らオークが欲情などするものかっ！　人間共の勝手な妄想を垂たれ流ながされて、こちらはいい迷惑だ！」

　醜しゆう悪あくなオークに陵りよう辱じよくされるエルフの美女という官能小説は、ゴルドー帝国でも人気の題材であった。

「エルフなんぞ色が白すぎて気持ち悪いし、筋肉がなくて貧弱だし、生まれつき霊気が高いのはいいが、後方から魔術を唱えるばかりで、前線で血を流そうという勇気がまるでない。そのくせ、自分達は長寿で美形の優秀種族だと鼻にかけてやがる。あんな貧弱モヤシ共などこちらから願い下げだっ！」

　そのエルフ達に言わせれば、オークは緑色で気持ち悪く、筋肉ばかりで頭が悪く、血を見るのが好きな野蛮人となるあたり、種族間の意識差は根が深い。

「では、どのような女子が好みなのだ？」

　チドリがそう尋ねると、ウィロウは怒りを引っ込めて真ま面じ目めに答えた。

「簡単だ、強い子孫を生んでくれる強い女だ」

　そう言って、店長の逞しい筋肉に熱のこもった視線を送る。

「う、うむ……」

　悪あく食じきだな──と口にしたら、目の前のオークが激怒するだけでなく、自称・永遠の乙女がフォーク手裏剣を投げてきそうだったので、チドリは黙っておいた。

「しかし、その理屈でいくと女騎士は好きなのだな」

「屈強な女騎士が嫌いな男などいないだろう？」

　二人が想像している女騎士は、お姫様とゴリラくらい異なったのだが、それに気づかぬままチドリは納得して頷く。

　そうして与よ太た話ばなしにズレていった彼女達を余所に、他の客達は先程の一件を仲間達に知らせようと、急いで店から飛び出していった。

　噂に尾ひれがついて飛び回り、日付が変わる頃には、街中の冒険者に暗黒騎士（？）の事は知れ渡ったのだった。
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「よし、今日も一日頑張ろう」

　宿屋でぐっすりと眠った僕は、朝日が昇る前から起き出して、さっそく迷宮に向かう事とした。

　昨日は迷宮に入ったのが遅い時間だったせいか、思ったよりも稼かせげなかったので、今日は早めに行って沢たく山さん稼がなければならない。

　僕は携けい帯たい食しよくの余あまりで軽く腹を満たすと、鎧と剣を身につけて部屋を出る。

　階段を下りて一階に行くと、冒険者の姿が消えた閑かん散さんとしたフロアで、店長さんがモップがけをしていた。

「おはよう、早いね」

「おはようございます」

　こちらに気づいて手を止めた店長さんに、僕も挨あい拶さつを返す。

「早寝早起きとは感心だ。冒険者の大半は夜まで飲んでは昼まで寝ている、グータラのダメ人間ばかりだからねえ。見習っちゃ駄目だよ？」

「あはははっ」

　店長さんの気さくなトークに、僕は声を上げて笑う。

　田舎者だし人間の知り合いは少なかったせいか、都会の人には少し身み構がまえてしまうのだが、この豪快な店長さんだとそれがない。我ながら不思議だ。

「ところで、水と食料は持ったかい？」

「いいえ」

「そいつはいけない！」

　僕が首を横に振ると、店長さんは大げさに驚いてカウンターに向かった。

「荷物になって邪魔だからと、初心者ほど水と食料を置いていく事が多いけど、そういう奴に限って遭そう難なんして、飢うえと渇かわきで力が出せないまま魔物に殺されちまうのさ」

　そうなの？　昨日歩いた感じだと、地上の帝都よりは狭せまそうだったし、遭難するほど複雑な構造にも思えなかったけれど。

　首を傾かしげる僕を見て、店長さんはチッチッと口の前で指を振った。

「冷静に歩けているうちはいいさ。だがね、魔物の大群とかち合って慌てて逃げたりすると、あっさり方ほう角がくを見失って迷っちまったりするものさ」

「なるほど」

　僕は納得して頷く。師匠も撤てつ退たい戦せんのさなかに森で迷子になり、出会った熊くまを狩かって飢えを凌しのいだとか言ってたもんな。

「まぁ、あんたなら地下一階程度でそんな目に遭あう事はないだろうさ。けど、深い階層では何が起きるか分からないからね。後のち々のちのためにも水と食料を持つ習慣はつけておきな」

　店長さんはそう言って、水が入った革の水筒と、硬い団だん子ごが入った袋を手渡してくる。

　これはひょっとして兵ひよう糧ろう丸がん？　流石さすがは空手忍者！

「合わせて銀貨二枚だよ」

　流石は忍者店長、売り方が汚い！

　この流れで断れるわけもなく、僕は大人しく代金を支払った。

「まいどあり。オマケで忠告しておくが、あんた女じよ難なんの相そうが出てるから気をつけな」

　今、押し売りという災難に遭ったばかりなんだけど？

　僕は溜ため息いきを吐つきつつ水と食料をポーチに仕し舞まって、出口に向かって歩き出す。

「早く帰ってくるんだよ」

　見送りの言葉が「いってらっしゃい」でないのは、冒険者風のゲン担かつぎなのだろう。

　僕は右手を上げて店長さんに応えつつ、永遠の乙女亭を後にした。

　そうして、早朝で肌寒いのか震えている番兵さんの横を通り過ぎ、再び深き迷宮の中に潜もぐっていく。

　店長さんが言っていた通り、他の冒険者はまだ寝ているらしく、通路には全く人ひと気けがない。

　まずは真まっ直すぐに進み、昨日は右に曲がった十字路を左に行くと、すぐにコボルト五体の姿が見つかった。

「うん、今後も早朝に潜ろう」

　そうすれば昨日のように、狩り場が重なる事もなくなるだろう。

　僕は早寝早起きを改めて誓いつつ、暗がりから五体のコボルトに斬きりかかる。

　叫さけぶ間まもなく真まっ二ぷたつになった彼らの後には、砂すな粒つぶのような極小の魔石が三つだけ転がった。

「もっと大物を狩らないと駄目か」

　まだ魔石の換かん金きんをしていないのでレートは不明だが、この調子では金貨十万枚が不可能な事くらいは予想がつく。

　迷宮は奥深くに潜るほど強力な魔物が出て、危険も上がるが実入りも増すそうなので、早めに下層を目指した方がいいかもしれない。

「とすると、下に続く階段を見つけないと」

　ただ、故郷から帝都に来るまでの道中で、深き迷宮で下の階層に行くには、守護者がどうたらという話を小耳に挟んだ事がある。

　詳くわしく話を聞こうと声をかけたら、何な故ぜか悪魔でも見たような顔をして逃げられてしまったので詳細は不明だが、ただ階段を見つければいいという訳ではないのだろう。

「やっぱり、見ると聞くとは大違いだな」

　たまにフラッと旅に出る爺じいちゃんが、お土産みやげとして買ってきてくれた冒険小説でしか、迷宮や冒険者の事を知らなかったのが地味に痛い。

　師匠も「先人曰いわく、事実は己おのれの目で見定めよ」とか言って、何も話してくれなかったし。

　……ひょっとして、何か盛せい大だいなミスを犯しているのではないだろうか？

　そんな不安が鎌かま首くびをもたげたが、気にしていても仕方がない。行動あるのみだ。

　故郷にはこんな諺ことわざがある、「まずはやってから考えろ」と。

　……その結果、考えずに若い子とヤって子供を作った爺ちゃんは、婆ちゃんに百八回も殺害と蘇生の拷ごう問もんコンボを食らったそうなので、考えてから行動する事も大切だと思うが。

「やっぱり浮気はよくないね」

　反面教師から改めて倫理観を学びつつ、僕は新たに見つけた二体のノールをさっくりと狩る。麦粒くらいの魔石が二つか、よしよし。

　そうして次の獲え物ものを探していると、通路の奥からビービーッという耳みみ障ざわりな音が響いてきた。

「何だっ!?」

　僕が驚いて身構えている間に、その音はすぐに止やんでしまう。

　だが、警戒して耳を澄すませていると、通路の奥から津波のような足音と共に、少女達の怒鳴り声が響いてきた。

『これはどういう事じゃアホ姫ッ！』

『アホとは心外ですね。歩き回るのも面倒ですし、ちょっと確かめたい事もあったので、禁術を試ためしただけですよ？』

『禁術の意味分かっとんのかっ!?』

　所々聞こえなかったが、察さつするに先程の騒そう音おんは、魔物を集めるためにわざと流したものらしい。

　何と言うか……天才だ、その発想はなかった！

　先手を取って奇襲ができないというデメリットはあるが、待ち構える事で逆に奇襲されないというメリットもある。

　そして、何があるか分からない迷宮の中を警戒しながら歩き、時間と体力を無駄に消しよう耗もうするよりも、効率的に魔物を狩れる。

　これほど天才的な作戦を思いつくなんて、いったいどんな才女なのだろう。

　僕は強く興味を引かれて、怒声のした方に駆けていった。

　何度か角を曲がり、辿り着いた通路の行き止まりには、ゴブリンを中心とした大量の魔物がひしめいていた。

「全部で五十体くらいか、これは凄い」

　まとめて倒せばどれだけ大量の魔石が手に入るのだろう。

　やはり、この方法を思いついた人は天才だ。

　そう感心している間にも、押し寄せる魔物達と戦う音が響いてくる。

『炎よ、放たれ、焼き尽くせ、『火炎球フアイア・ボール』！』

『ちえぃ！』

　呪文の詠唱と爆発音、それに鈍どん器きで殴なぐり潰つぶす鈍にぶい音。

　おそらく魔術師と戦士が一人ずつか。う～ん、ひしめく魔物達が邪魔でよく見えない。

　そうして窺うかがっていると、ゴブリン達の動きが急に止まった。

『それとも、女エルフはゴブリンに蹂じゆう躙りんされてろと言うのですか、官能小説みたいにっ!?』

『やかましいわっ！』

　少女達が何やら叫さけんでいるのに気を取られているみたいだが……魔術も使わずに言葉だけで魔物の動きを封じるなんて、やはり天才かっ！

　本当に凄い人達だ、是ぜ非ひとも話がしたい。

　なので、マナー違反の乱入になって申し訳ないが、通路を埋うめ尽つくす邪魔者は掃そう除じさせて貰おう。

　こちらに気がついていないゴブリン達の背中に向かって、僕は静かに大剣を構え、刃やいばに霊気を集めていく。

　問題は彼女達まで巻き込みかねない事だが、と思っていたら──

『へぶあっ！』

　こちらの考えを読んだように、ズザーッと勢いよく床に伏せる音が響いてきた。

　流石は天才、余よ計けいな心配だったか。

　僕は改めて感かん嘆たんしながら、大剣の先から霊気を噴出させて横一文字に振るった。

　黒くろ陰かげ流りゆう剣術・稲いな薙なぎ

　大剣の何倍にも伸ばした黒い霊気の刃で、稲いねの穂ほを刈り取るように、魔物達をまとめて薙ぎ払う。

　胴体を両断された五十体あまりのゴブリン達は、驚いた顔でこちらを振り返ろうとした体勢のまま、まとめて光の粒子となって四散した。

　迷宮の中が一瞬、真昼のように明るくなって、僕は僅わずかに目を細める。

　そして、通路の奥で床に伏せていた二人の少女に歩み寄った。

「若いな」

　二人とも十七歳くらいだろうか。昨日の侍少女も二は十た歳ち前に見えたし、冒険者の平均年齢は思ったよりも低いのかもしれない。

　一人は耳が長いエルフで、丈たけの短いローブを羽は織おり、手には木の杖を握っていた。彼女が騒音で魔物を集めた魔術師なのだろう。

　象ぞう牙げのような白い肌、金きん糸しのごとく輝く髪、翡ひ翠すい色いろの大きな瞳ひとみと、宝石で作られたような美しい顔をしており、まるで物語に出てくるお姫様のようだった。

　もう一人は背の低いドワーフで、全身を覆う金きん属ぞく鎧よろいと大盾、それとメイスを装備しており、小柄な見た目に反して怪力の持ち主だと分かる。

　大地のような褐色の肌、燃える火のような赤い髪、湖みずうみのように澄すんだ青色の瞳と、エルフの子とは真逆だが、この子もとても可愛かわいらしい。

　……なのだが、何故か鼻の下に大げさな付つけ髭ひげを装着している。ツッコミ待ちなのだろうか？

　そう観察しながら、僕は彼女達の前に立つ。

「…………」

「──っ！」

　エルフ少女は言葉もないといった様子でこちらを見上げ、そんな彼女を庇かばうように、ドワーフ少女が険けわしい表情で盾を構える。

　……怒らせてしまったようだ。マナー違反の乱入をしたんだから当然か。

　先程の見事な作戦について、是非とも話を聞きたかったのだが、この様子では無理そうだ。

　僕は頭を下げて非礼を詫わびると、早々に立ち去る事にする。

　ただその前に、エルフ少女を指さして、どうしても伝えたかった事を告げた。

「見えてる」

　床に伏せた彼女のスカートが捲めくれて、純白の下着が見えていたのだ。

　森で育った自然派のエルフは「服や下着なんて人間文明の生み出した汚けがれ！　むしろ裸をエロい目で見る邪よこしまな心こそが汚れっ！」という全裸原理主義だと聞くので、彼女はきっと都会育ちなのだろう。

　爺ちゃんは「羞しゆう恥ちのない全裸など、肉のない焼き肉ではないかっ！」とか怒っていたけど──いや、今それは関係ない。

　不可抗力とはいえ、僕は彼女の下着を見てしまったのだ。それをなかった事にして、謝りもせずに去る事はできなかった。

　けど、気がつかなかった事にしておいた方が、彼女が恥はじをかかずに済んだような気も……。

「「…………」」

　見つめ合う僕とエルフ少女の間に、何とも気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「……何じゃこれ」

　ドワーフ少女の呆あきれ返かえった声が響いてきて、僕はハッと我に返った。

　もう指摘してしまったものは仕方がない。とにかく謝ろう。

「すまない」

「こ、こちらこそ、失礼致いたしました」

　再び頭を下げる僕を見て、エルフ少女は困惑しながらも頰ほおを染そめ、捲れたスカートを直す。

　よし、謝罪も完了したし、素早くこの場を去るとしよう。

　……冷静に考えると、都会の女の子と上う手まく話せる自信もなかったし。

　そんなわけで、僕は名残なごり惜おしくも背中を向けたのだが──

「お待ちください！」

　エルフ少女の凜りんとした呼び声で足を止めた。

「…………」

　僕は逡しゆん巡じゆんしながらも無言で振り返る。

　やっぱり謝罪だけでなく、慰謝料も払わないといけないのでしょうか？

　そんな怯おびえる僕に向かって、彼女は両手を胸の前で組み、瞳を潤うるませて祈るように告げた。

「暗あん黒こく騎き士し様、どうか私達の仲間になってください！」

「……何っ？」

　全く予想外の台詞せりふが飛び出て、僕は驚いて声を漏らす。

　これはまさか……伝説の逆ナンッ!?

　爺ちゃんが都会の女性は積極的だと言っていたが、まさか本当だったとは。

　いやそれよりも、暗黒騎士という呼び名の方が問題だ。

　宿屋にいた冒険者達も、僕に向かってそんな名前を呟つぶやいていた気がしたが……超格好良いなっ！

　聖騎士パラデインみたいな正当派のヒーローも良いけど、やっぱり暗黒騎士みたいな闇を背負ったダークヒーローの方がクールだよね。

　人々に裏切られて闇に染まりながらも、その力で大切な人だけは守り抜くとか、光側のヒーローにはない孤高故ゆえの哀あい愁しゆうがあるわけですよ！

　また、光のヒーローにはできない悪あく辣らつな方法で、より強大な邪悪を成せい敗ばいするなんてのも最高だ。
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　邪悪を滅ほろぼして平和を取り戻した後で、「まだ最後の悪が残っている。俺という悪が」とか言って、一人荒野に去るラストとか堪たまらない！

「あの、暗黒騎士様？」

　おっと、妄想で忙しくて黙だまっていた僕を見て、エルフ少女が不安そうな顔をしている。少し落ち着こう。

　しかし、どうしたものか。急に仲間になってくれと言われても困るのだが、暗黒騎士なんて格好良い呼び方をしてくれた恩もあるし、無む下げに断るのも気が引ける。

「話は上で聞こう」

　僕は暗黒騎士に相応ふさわしい低い声でそう告げ、迷宮の出入り口に向かって歩き出す。

　だが、一つ重大な問題に気がついて足を止めた。

「どうなされました？」

　エルフ少女がまた心配そうな顔で僕を見てくる。

　いや、ちょっとやりたい事があるんだけど、暗黒騎士として格好つけた手前、それははばかられると申しますか……。

　僕が兜の下で苦く悶もんの表情を浮かべていると、ドワーフ少女がまるでそれを察したかのように、苦笑しながら床に転がる物を指さした。

「すまぬが、ゴブリン達の落とした魔石を回収してもよいかのう？」

「あぁ！」

　僕は勢いよく頷いて、床に散らばった魔石をそそくさと拾い始めた。

　助け船をありがとう、付け髭ドワーフさん！　そしてハードボイルドに決められない、貧乏性な自分の馬鹿っ！
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　回収を終えてから、分け前をどうするか目で問うと──

「助けて頂いたのですから、それは全て暗黒騎士様がお納おさめください」

　と言われてしまい、少し収まりが悪いまま、僕は大量の魔石を腰のポーチに仕舞った。

　頭が良いだけでなく無欲で謙けん虚きよだなんて、本当に素晴らしい子だ。

　そう深く感心しつつ、僕達は揃そろって迷宮の出入り口に向かって歩き出す。

「申し遅れましたが、私の名はルーファといいます。こちらは私の友人でガーネットです」

「ルーファさんにガーネットさんか」

　僕がそう復唱すると、エルフ少女・ルーファは優しく笑って訂正した。

「さんなど付けず、呼び捨てで構いませんわ」

「ワシもそれで構わんのじゃ」

　ドワーフ少女・ガーネットも揃ってそう告げる。

　都会の綺麗な女の子を呼び捨てするなんて照れるが、それを表に出すのは暗黒騎士っぽくないので、僕は黙って頷いておいた。

「それで、暗黒騎士様のお名前を伺うかがってもよろしいですか？」

「……アルバ」

　僕は少し躊ちゆう躇ちよしてから名乗り返す。

　故郷の幼馴染みに「阿呆鳥アルバトロスのアルバ」なんて馬鹿にされていたので、自分の名前には少しコンプレックスがあるのだ。

　だが、ルーファは馬鹿にしたりせず、輝くような笑みを浮かべた。

「アルバ様ですか、勇ましく素敵なお名前ですね」

　……女神は実在した、今ここに。

　感動のあまり爺ちゃんみたいな歯の浮く台詞まで浮かんでしまう。

　そんな僕の肩を、ガーネットが背伸びをしながら突つついてきた。

「親切心から忠告しておくが、こやつの面に騙だま──」

　ガンッ！

「あらごめんなさい、手が滑すべってしまったわ」

　何かを言おうとしていたガーネットの臑すねに、ルーファの杖がぶつかった。

　両手でフルスイングしていたように見えたのは、僕の気のせいだろう。

「～～ッ!?　何をするんじゃ、このドアホウ！」

「貴方あなたこそ、余計な事は黙っていなさい」

　臑を抱えて憤いきどおるガーネットに、ルーファが腰を曲げて何やら耳打ちしている。

　こうして見ると歳としの離れた姉妹みたいだ。本当に仲の良い友達なんだな。

　そうやって自己紹介などをしているうちに、迷宮の出入り口に辿り着く。

　丁度その時、別の冒険者達が階段を下りてきたのだが、彼らは僕達の姿を見ると、驚いて顔を強こわ張ばらせてしまった。

「噂の暗黒騎士っ!?　何故、姫様と一緒にっ！」

　暗黒騎士の呼び名って、噂になるほど広まっているのか、照れるな。

　それより、姫様って？

　僕がルーファの方を窺うと、彼女は満面の笑みで答えた。

「お姫様のような超美少女なので、昔からそう呼ばれています」

「誰が美少女じゃ」

　ガーネットが先程のお返しとばかりに、ルーファの鳩尾みぞおちに鋭い裏拳を入れる。

　でも、ルーファが美少女なのは本当だから、お姫様という渾あだ名なはピッタリだと思う。

　爺ちゃんが言っていた、パーティーの男全員と関係を持って仲を崩壊クラツシユさせる『パークラの姫』とかだったら嫌だけど……。

　そんな事を考える僕の肩を、ガーネットが再び突いてくる。

「多分、お主ぬしの考えはそう外れておらんぞ」

　なっ、僕の思考を読んだのかっ!?

　幼馴染みからも「あんたはすぐ顔に出るのよ」と言われる僕だが、今はフルフェイスの兜を被っているのに……まさか超能力者だったとはっ！

「いや、ワシも最初は惑まどわされてしまったが、その禍まが々まがしい鎧姿からの先入観を捨てて、冷静に立ち振る舞いを見ておれば──」

「アルバ様、立ち話はこの辺にして早く行きましょう」

　鳩尾へのツッコミから回復したルーファが、またガーネットの話を遮り、僕の手を摑つかんで歩き出す。

　そのさい、ガーネットの足を思い切り踏んでいたのだが……本当に仲が良いのだろうか。少し不安になってきた。

　ともあれ、驚き固まっている冒険者達の横を通り過ぎて、僕達は迷宮を出て宿屋街に戻る。

　そして、二人が暮らしているという、二階建てのアパートに案内された。

「どうぞ、お入りください」

　案内されるまま足を踏み入れたルーファの部屋は、観葉植物がいくつも置かれて緑色に染まっていた。

「エルフの血でしょうか。都会生まれで森に入った事など数えるほどしかないのに、やっぱり草木がないと落ち着かなくて」

　ルーファは恥ずかしそうに苦笑するが、僕の方は全く気にしていない。むしろ故郷を思い出して落ち着くくらいだ。

　ただ、女の子の部屋に入るのは初めてだから、魔物との初戦闘よりも緊張してしまう。

　幼馴染みの家は小さすぎて入れなかったし、婆ちゃんは見た目こそ若くて綺麗だけど、中身は女の子というよりも生きた化石──やめよう。これ以上考えると婆ちゃんの雷（魔術）が落ちてきかねない。

　そう思って首を横に振る僕を、ルーファは怪け訝げんそうに見ながら椅い子すを勧すすめてくる。

　僕は遠慮なくそこに座り、テーブルを挟んで彼女達と向かい合った。

「それで、私達の仲間になってくださるのでしょうか？」

「…………」

　ルーファの問いに僕は無言を返す。正直に言って迷っていたからだ。

　とりあえず、仲間の話は僕を招まねき出だす噓で、怖い人が出てきてお金を取られるなんて様子はない。彼女達は純粋に冒険の仲間を探しているのだろう。

（でも、仲間か……）

　仲間が増えると安全性が増すし、より強い魔物も狩れるようになるだろう。

　ただ、収入を人数で分けるから、下手をすると儲もうけが減ってしまう。

　マイホームのために貯金する事を考えると、一人の方が早いかもしれない。

　あと何よりも、都会の人と話が合うのか不安すぎる！

　今年は暖かいからアンズの収穫を早めないとね、とか言っても通じないよね？

　僕もドレスやスイーツの流行とか、人気の歌姫とかの話題を振られても答えられないよっ!?

　そんな無言の葛かつ藤とうを拒きよ絶ぜつと勘違いしたのか、ルーファは暗い顔でうつむいてしまう。

「やはり、クランにも入っていない私達と組むのは不安ですよね……」

　クランと言うと、冒険者の大きな集まりだっけ？

　曖あい昧まいにしか知らない僕の様子に気がついたらしく、ガーネットが説明してくれた。

「余よ所そでどう言うのかは知らんが、ゴルドー帝国では共に迷宮を探索する仲間を『パーティー』、そのパーティーが何組か集まった一門を『クラン』と呼んでおる」

「昨年の時点で冒険者は約千二百人、クランは大小合わせて約五十組と聞いた事があります」

　ルーファの補足に僕は驚きを禁じ得なかった。

　冒険者だけでも故郷より人口が多いのか。流石は大陸最大の都市だ。

「クランに所属しておれば、全滅した時などに助けて貰えて便利なのじゃ。しかし、ワシらは故あってクランへの加入を断られておる」

「これも全てあのクソ親父──いえ、私の不ふ徳とくの致いたすところで不ふ甲が斐いなく思っております」

　……今一瞬、ルーファから黒い波動を感じたのだが、きっと気のせいだろう。

　それにしても、彼女達ほど優秀な人材を断るなんて、クランの加入条件はそんなに厳しいのだろうか？

　僕が疑問の視線を向けると、ガーネットがまた察して答えてくれた。

「そのクラン次第じゃな。例えば最強クランの一角である白はく翼よく団だんは『迷宮の最下層に辿り着く事』を目的とした少数精鋭じゃからのう。最低でも地下五階まで潜れる実力がなければ、門前払いを食らうじゃろうな」

「そこまで厳しい方が稀まれで、大抵は気の合った者達が集まって自然と生まれるようです」

　ルーファは笑ってそう言うが、僕は戦せん慄りつを禁じ得ない。

　ボッチの田舎者には辛すぎる条件だ。「はい、みんな集まってクランを作って」とか、何それ拷問？

「あとは仕事と割り切って、蘇生費用などに使う会費を納め、全滅したクラン仲間の回収といった仕事さえこなせば、誰でも構わぬという所もある」

　ガーネットの補足に僕は胸を撫なで下おろす。

　いっそビジネスライクで気が楽そうだ。会費が高そうなので貯金をしたい僕には合わなそうだけど。

「そんな多種多様のクランがあるのじゃが、先程も言った通り、ワシらは故あって入れて貰えぬのじゃ」

　苦い顔で溜息を吐くガーネットを見て、僕の胸に怒りの炎が燃え上がる。

　なんて酷ひどい虐いじめだ、許さん！　正義の暗黒騎士として、とても見捨ててはおけない。

「いやいや待たれよ！　お主の想像しているような理由ではない」

　憤って立ち上がる僕を、ガーネットは慌てて止める。

「原因はどうあれ、私達の方に非があるのです。クランの方々は悪くありません」

　ルーファもそう言って、落ち着くように促うながしてくる。

　僕は釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、とりあえず椅子に座り直した。

「重ねて申し上げますが、私達はクランに所属しておりません。実力も乏とぼしく、アルバ様に差し上げられるものなど……」

　ルーファは言葉を濁にごし、頰を真っ赤に染めながら胸元のボタンを一つ外す。

　暑くもないのに胸元を晒さらすなんて……彼女も実は全裸主義者なのだろうか？

　人間の街で生まれ育ったから仕方がなく服を着ているけれど、自室にいる時くらいは裸になりたくて仕方がないのだろう。

　僕と話をするために、そんな強いストレスに耐えていたなんて、本当に申し訳ない。

「お主、また勘違いしとらんか？」

　ガーネットが不安げな表情で顔を覗き込んでくるが、安心して欲しい。

　君の友人が裸族だからって、僕は差別したりなんかしないっ！

　そもそも、故郷の仲間達からして半数は裸族だったので、見慣れているから大丈夫だ。

　だから気にしないで──という僕の励はげましが伝わったのか、ルーファは顔を上げて叫んだ。

「アルバ様、改めてお願い致します。どうか私達の仲間になってください！」

　翡翠色の瞳に涙を浮かべて、必死に懇願してくる彼女の顔を見ていると、それだけで胸が痛くなってくる。

　……まったく、儲けだの会話が不安だのと、下らない事で悩んでいた自分が情けない。

　こんなに懸けん命めいな少女を見捨てて一等地に家を建てたところで、いったい何の価値があるというのか。

　自分がどこまで行けるのか。それを確かめるために僕は冒険者となったのだから。

「分かった」

　彼女達が頼りにする暗黒騎士として相応しい、低い声で承諾する。

「共に戦おう」

「本当ですかっ!?　ありがとうございますアルバ様っ！」

　ルーファは感動の面持ちで身を乗り出し、僕の両手を強く握りしめた。

　こんなに喜んでくれるなんて、承諾して本当に良かった。

　ただ、ルーファくらい綺麗な子が、男の手を強く握りしめるなんて、勘違いさせてよくないと思う。

　僕は漆黒の籠こ手てをしているからいいが、仮に直接手を握られていたら、普通の男は誤解するのではないだろうか？

　婆ちゃんが言っていた、「美人が笑えば何でも言う事を聞く。それが男という生き物ですよ」と。

　そして爺ちゃんも言っていた、「噓と承知で美人に騙されるのが、男の甲か斐い性しようなのだ」と。

　……あれ？　これじゃあ僕が騙されている事にならないか？

「ところで、一つ大切な事を聞き忘れていたのですが」

　混乱しかけていた僕から手を放して、ルーファはとても真面目な顔で尋ねてくる。

「アルバ様が迷宮に潜られたのは、どのような目的のためですか？」

　そういえば伝えてなかったか。僕の目的は──

「一国一城の主あるじ」

　そう答えた瞬間、ルーファの笑顔が固まった。

　えっ、ダサかったかな？　確かに自分でも古くさい考えかなと思うし、家や仕事に縛られない自由人の方が、イケてるメンズとして女性受けは良いと聞く。

　ただ、そんなフラフラしている爺ちゃんに苦労させられたと、婆ちゃんから事あるごとに愚ぐ痴ちを聞かされてきたからな……。

　心配になって撤てつ回かいしようか悩んでいると、ルーファはすぐに笑顔を取り戻した。

「流石はアルバ様、暗黒騎士に相応しい壮大な野望ですね」

　いやー、そんなに褒められると逆に恥ずかしいな。

　照れて言葉を失う僕に、ルーファは改めて宣言した。

「お互いの目的を叶えるために、明日からよろしくお願い致します」

「あぁ」

　僕は強く頷き返すと、話はこれで終わりだと席を立つ。

　彼女達の目的とか、いくつか聞き忘れた事もあったけれども、今それは重要ではない。

　僕達は共に戦い支え合う、大切な仲間になったのだから……ルーファが早く全裸になれるように、気を遣わないとねっ！
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　アルバが部屋を去り、十分に遠ざかるのを待ってから、ルーファは大きく息を吐いて愛想笑いを消した。

「ふー、久しぶりにやると肩がこって仕方がありませんね」

「ワシは怖おぞ気けが止まらんかったのじゃ」

　先程のぶりっ子演技を思い出して、ガーネットは鳥肌を立てる。

　ルーファはそれを気にせずローブを脱ぎ捨てると、ベッドの上に寝転がった。

「それにしても、一国一城の主──帝位を簒さん奪だつしてゴルドー帝国を手に入れようとは、思った以上の野心家でしたね」

　冒険者のお陰かげで繁はん栄えいしたこの街に、冒険者の宿敵たる暗黒騎士の格好で現れた。

　それが帝国に対する宣戦布告だったのならば、むしろ納得のいく話であろう。

　ルーファはむしろ楽しそうに笑うが、それを見たガーネットは気まずそうな表情を浮かべた。

「ご満まん悦えつのところ悪いが、彼奴あやつにそのような野心はないと思うぞ」

「はぁ？　冗談はその付け髭だけにしておきなさい」

「うっさいわ！」

　怒鳴り返してくるガーネットに対して、ルーファはやれやれと肩を竦すくめてみせる。

「あれほどの力を持つ男が、あれほどの装備に身を固めて、一国一城の主が目的だと言うのです。国盗り以外の何があるというのですか」

「普通にマイホームを持つという意味もあるじゃろ」

「家が欲しいだけならば、あの装備を売って好きなだけ豪邸を買えばいいでしょう？」

「いや、まぁ、そうなんじゃがな……」

　鼻で笑われてしまい、ガーネットは言い返せずに口ごもる。

　ルーファの方が理屈としては正しい。百人中百人が彼女の推すい測そくを支持するだろう。

　だが忘れてはならない。どれほど『当たり前』から外れた非常識な事でも、時には現実に起こりえるのだ。

「装備の価値もその見た目が持つ意味も知らず、ただ金を稼ぎにきた純朴な青年という可能性もあるじゃろ？」

「ガーネット、妄想ではなく現実を見なさい」

　ルーファは呆れ果てた顔で親友を諭さとす。

　こいつ、殴ってやろうか──とガーネットは拳を震わせたが、この程度でキレているようでは、このアホ姫の幼馴染みは務まらない。

「第一この私、第七皇女ルーファ・オーラム・ゴルドーに対して、わざわざ『一国一城の主』と大仰な言葉を放ったのです。国盗り以外のどんな意味があるというのですか」

　冒険者達がこちらを見て驚いた時、ルーファは咄とつ嗟さに誤魔化そうとしたが、アルバがその程度で騙されたとは思ってもいない。

　現皇帝に美しいエルフの娘がいるという話は有名であるし、彼女の美人画は市中でよく売れていた。気がつかない方が難しいくらいだ。

「皇女なんて厄やつ介かいの種を、どこのクランも受け入れてはくれなかったのに、わざわざ仲間に加えたのです。いずれ帝国の全てを奪い取るという意思表示でしょう」

「普通はそう取るじゃろうな」

　ガーネットも渋い顔で認める。勇ましい獅し子しを家紋とする貴族に、獅子革のマットをプレゼントしたら、宣戦布告と取られても仕方がない。貴族社会とはそんな面倒くさいものである。

　自ら冒険者になるという型破りな皇女とはいえ、貴族社会の中で育ったルーファの常識に照らして見れば、アルバの言動は帝国に対する挑戦状でしかなかった。

（だが、彼奴は絶対に分かっておらんよな……）

　ルーファの正体にも気づかず、ただ善意から協力を申し出てくれた。

　そんな都合の良い話があるわけがない、と彼女は思い込んでいる。何故なら、彼女が見てきた腐った貴族達ならば、見返りのない善行など絶対に行わないから。

　だから、ルーファは暗黒騎士の中身を盛せい大だいに勘違いし続ける。

「難儀じゃな……」

「そう、難儀な相手です。けれども、そんな相手を味方に引き込む以外に道はないのです」

　ガーネットの溜息も勘違いして、ルーファは厳しい顔で宣言する。

「深き迷宮の最下層に辿り着き、この国を救うには」

「そうじゃな」

　ガーネットもこれには深く頷き返した。

　命の危険も顧かえりみず、ただ一人同行を申し出てくれた親友に、ルーファは屈くつ託たくのない笑みを浮かべて──

「そして、あのバカ姉共をギャフンと言わせる方法もっ！」

　邪悪な本音をぶち撒まけた。

「それはない」

　ガーネットもこれには首を横に振るが、ルーファの積もり積もった恨うらみは止まらない。

「バカ姉共め、私がエルフだからとさんざん虐めてくれたお礼は、百万倍にして返してやりますよっ！」

　ゴルドー帝国はドワーフやオークといった様々な種族を受け入れているが、基本的には人間の国家である。

　人間と他種族の人口比は七：三ほどの割合だが、皇帝を始めとした支配階級は九割九分が人間で占められていた。

　そんな帝国の第四十一代皇帝・ジュラーフが、エルフを側室として迎え入れた事も波紋を呼んだが、二人の間に生まれた第七皇女・ルーファもエルフだった事が大問題となった。

　異なる種族間で交配した場合、子供の種族は両親のどちらか片方と同じになる。

　極ごく々ごく稀まれなケースを除いて、両親の特徴を併せ持った交雑種ハイブリツドが生まれる事はない。少なくとも外見上は片親と一緒になる。

　両親のどちらと同じ種族になるのかは、統計によると五分五分であり、種族や男女による差は全くみられなかった。

　だから、人間の皇帝とエルフの側室から、エルフの子供が生まれたとしても、ただの偶然であってそこに深い意味はない。

　しかし、人間を至上とする貴族達は激怒した。

　──千年の歴史を持つ我ら皇帝陛下の血よりも、エルフの血の方が優秀だとでも言うつもりかっ！

　下らない難なん癖くせであるが、冒険者のように自らの才覚で上り詰めたわけでもなく、生まれながら高い地位の人間だったという事以外、何一つ誇るものを持たない貴族達は、たったそれだけの事が許せなかったのである。

　人間の貴族出身である正室や他の側室達も同様の悪意を抱き、その娘達も血の繫つながった妹にもかかわらず、ルーファに様々な嫌がらせを行ってきたのだ。

「顔を合わせる度に『あらっ、今日は服を着ているのね』だの『でもノーパンなんでしょ？　何てハレンチなのかしら』だの『お姉ちゃんと一緒に全裸で遊びましょう、ハァハァ』だのと、エルフだからって馬鹿にしてっ！」

「最後の奴がぶっちぎりでヤバいのう」

　ガーネットは顔を青くしながらも、姉達の気持ちも分からなくはなかった。

　ルーファの外見は間違いなく美少女であるし、公おおやけの場ではしっかりと皇女の猫を被っている。

　性悪でアホな中身を知っている、ガーネットなど一部の親しい者達以外からは、エルフである事しかケチをつける箇か所しよが見当たらないのだろう。

　実際、皇帝が何の気まぐれか、皇女七人の絵姿を市中で販売させた時、ルーファだけで他六人の合計を上回るほど大売れしたという逸いつ話わがあるほどだ。

　森の奥深くから滅多に出てこないエルフ族は、多様な種族が暮らす帝都でも珍しいので、余計に目を惹ひいたのが原因だが、エルフの妹に人間の姉達が惨ざん敗ぱいしたという事実には変わりない。

　この一件で姉妹の関係はさらに悪化し、余よ計けいな真似をして嫌がらせを加速させた父親を、ルーファは心底嫌うようになったのだった。

「私が帝国を救った英雄として権力を掌しよう握あくしたあかつきには、皇族や貴族が全裸で過ごさなければならない『全裸日和ヌード・デー』を定めてやるわっ！」

「お主も辱はずかしめられるのじゃが？」

　一部の変態紳士＆淑しゆく女じよからは熱烈な支持を受けそうであった。

「というか、嫌いな姉達ごと帝国を滅ぼそうとは思わんのじゃな」

「冗談は付け髭だけにしなさいと言ったでしょう。そんな事をしたら無む辜この民たみにまで被害が出るではないですか」

「お主のそういう所は好きじゃぞ」

「……ごめんなさい、私は男性が好きだから、良いお友達のままでいましょう？」

「お主のそういう所は嫌いじゃぞ」

　青い顔をして胸元を隠すルーファの頭に、ガーネットはチョップをかます。

「姉共への復讐はともかく、帝国を救う方には賛成じゃ。そのためにアルバの力を借りるのものう」

　邪悪な鎧姿に反して、中身は純じゆん朴ぼくな彼を利用するのは気が引けるが、何十万人もの命とは天てん秤びんにかけられない。

「じゃが、せめて理由を話してはどうじゃ？」

「…………」

　ガーネットの提案に、ルーファは暫しばし無言で考え込む。

　そして、静かに首を横に振った。

「無理です。このままでは帝国が滅びるだなんて、とても信じて貰えるとは思えません」

　根拠はいくつかあるが、確実な証拠ではない。

　それだけで、千年の栄えい華がを誇るゴルドー帝国が滅びるなんて突拍子もない話を、そう簡単に信じてくれる者はいないだろう。実際、ガーネット以外にはいなかった。

「与太話だと笑われるのがオチです。それに、願いが叶わないと知って、やる気をなくされても困ります」

　深き迷宮の地下七階に辿り着けば、どんな願いも一つだけ叶う。

　その噂はおそらく、冒険者達の欲望を駆り立てて、より深い階層から上質の魔石を取って来させるために、帝国が流してきた偽情報であろう。

　ルーファの摑んだ極秘情報が真実ならば、迷宮の底で眠っているのは希望の光ではなく、全てを覆い尽くす暗い絶望だ。

「第一、帝国を救うために命がけで戦ってくれと言われて、大喜びで賛同してくれる者なんて、底なしのお人ひと好よしくらいではありませんか。帝国の簒奪を目論もくろむアルバ様なら、好機と喜ぶ事はあっても、快く応じてくれるはずがありません」

「…………」

　その底なしのお人好しだと思うのじゃが──という言葉はきっと届かないので、ガーネットは諦めて口を閉ざす。

「それよりも、今は明日の作戦を練ねるべきです」

「作戦って、また『警報アラーム』で魔物を集めるつもりか？」

「そちらではなく、アルバ様を惚ほれさせるデート作戦です！」

「……はぁ？」

　またアホ姫がアホな事を言い出したと、ガーネットは呆れきった顔をするが、ルーファは逆に真面目な表情でベッドから起き上がる。

「いいですか？　たとえ帝国を救うという崇すう高こうな目的があろうとも、私達がこれからやるのは寄き生せい行こう為いです」

　寄生──対等の協力し合う仲間ではなく、弱者が媚こびを売って強者に取り入る行為。

　肉体を利用して異性（稀に同性）を籠ろう絡らくするそれは、高い確率でパーティーの絆きずなにヒビを入れるため、『パークラの姫』や『喪女会の王子』などとして、多くの冒険者達から唾だ棄きされている。

　過去にはクランレベルで崩壊させた傾けい国こくの美女もおり、ルーファがクランへの加入を断られていたのも、皇女という地位だけが原因ではなかった。

「まさに寄生虫のごとき卑いやしい行為ですが、それでもやるしかありません」

　大勢の冒険者達に忌いみ嫌きらわれながら、寄生を行うメリットはただ一つ。その方が短期間で強くなれるからだ。

「ガーネット、新人冒険者が地下六階に到達できるまでに、平均で何年かかるか知っていますか？」

「そもそも、地下六階まで到達できる者が少ないからのう……五年くらいか？」

「ちっ、正解です」

「素直に褒めんか」

　舌打ちするルーファに呆れてから、ガーネットは眉み間けんにシワを寄せる。

「五年か、遅すぎるのう」

「あくまで平均であって、神速のチドリなどは一年半で六階級になったと言われています」

「それでも遅すぎるのじゃな……」

　ガーネットは絶望の溜息を吐く。彼女達に残された時間はたった一年しかないのだ。

「分かりましたか。私達が一年以内に迷宮の最奥に辿り着くには、寄生して成長するしかないのです」

　冒険者の強さは腕力や器用さ、素早さといった身体能力もさる事ながら、霊気の高さによって決まる。

　肉体はどんなに鍛きたえても物理的な限界にぶつかるが、霊気の総量には限界がないからだ。

　そして、霊気の力は肉体の力を軽々と凌りよう駕がする。

　実際、エルフとして生まれながら高い霊気を持っていたルーファは、スレンダーな女の子でありながらも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした兵士と互角に打ち合うくらいの力が出せた。

　もっとも、帝城ではおしとやかな皇女の皮を被っていたので、彼女が全力を出していたのは、チビのくせに怪力なドワーフ少女──ガーネットと喧けん嘩かをする時くらいだったが。

　ともあれ、冒険者の成長とは霊気をいかに鍛えるかという事に他ならない。

　そして、霊気を高める方法は、魔物を倒す以外になかった。

「俗ぞくに『地下二階に進みたければゴブリンを三百体は狩れ』と言うそうですが、まともにやっていたら何ヶ月かかる事やら」

　考えただけで嫌気がして、ルーファは深い溜息を吐く。

　魔力の塊にすぎない魔物は、倒されると元の魔力に戻って四散し、近くにいた者達に吸収される。

　溢あふれんばかりのエネルギーを受けた肉体は、自壊してしまわないように器うつわを大きく成長させる。それが霊気の成長する仕組みと言われていた。

　詳しい原理はともかくとして、魔物を倒せば強くなれる事は間違いない。

　そして、より多く、より強力な魔物を倒すほど、霊気の成長速度は加速する。

「六階級の仲間となって、地下六階で巨竜ドラゴンでも狩って貰えれば、一瞬で済むのでしょうがね」

　世の不条理を嚙かみしめて、ルーファは再び溜息を吐く。

　霊気の成長に必要なのは、魔物が死んだ時の高濃度魔力を吸収する事であり、必ずしも自分で魔物を倒す必要はない。

　実際、アルバが一撃で倒した魔物約五十体分の魔力によって、ルーファ達は昨日よりも一段強くなっていた。

　そして、地下一階でゴブリンを三百体倒すよりも、地下六階でドラゴン一体を倒した方が、何十倍もの霊気を得られる。

　つまり、地下一階で真面目に何ヶ月も戦い続けた者よりも、強者に寄生して地下六階で半日戦っただけの者が、遙はるかに強い霊気を得られるのだ。

　多くの冒険者達から唾棄されながらも、いつまで経たっても寄生が消えないのは、これが原因であった。

「己の血と汗を流して戦わねば、真の強さは手に入らぬじゃろうに……」

「そんなのはただの感傷論ロマンチシズムですよ。私達に必要なのは最下層に到達するという結果なのです」

　顔をしかめるガーネットに、ルーファは冷たく言い返すが、どちらの意見も間違ってはいない。

　寄生しても上がるのは霊気だけで、剣技や体たい捌さばき、魔物の弱点を突く知識、味方とのコンビネーション、そして死の恐怖に打ち勝つ勇気は、場数を踏む事でしか鍛えられない。

　武の頂点に立てるのは、やはり茨いばらの道を歩んだ者だけなのだ。

　しかし、頂点を諦めて妥協するのならば、寄生した方が絶対に早い。

　そして、時間制限があって早急に強くなるしかないルーファ達には、寄生という邪道しか残されていないのだ。

「白翼団などの名だたるクランに加入を断られ、『もうどうにでもな～れ！』という気分もあって、禁術を使ったわけですが」

「自や棄けにワシを巻き込むな！」

「そんな私達の前に、アルバ様が現れてくれたのです」

「むっ……」

　怒声を上げたガーネットだが、ルーファの目を見て口を閉じる。

　深い緑色の瞳には、意外にも真しん摯しな感謝の光が宿っていたのだ。

「神など信じていなかった私でも、あの時は思わず天に祈ってしまいました」

「お主……」

「最高の寄生主をありがとう、と」

「本当にクズ姫じゃな」

　最高の笑顔で最低な事をのたまうルーファに、ガーネットは軽くチョップを見舞う。

　長年の付き合いから、それが半分照れ隠しだと理解していなければ、とっくに縁を切っていただろう。

（半分は本音なのが問題なのじゃがな……）

　ガーネットは頭を抱えるが、それ以上ルーファを責めたりはしない。

　彼女の思考がどれだけクズクズしくても、他に打開策がないのも事実なのだ。

「とにかく、私達はアルバ様に寄生するしかありません」

「うむ」

「寄生して強くして貰うからには、相応の対価を支払わねばなりません」

「そうじゃな」

「だからデートをして惚れさせるのですっ！」

「そこが分からぬ」

　結論だけ大ジャンプするなと、ガーネットは真顔でツッコミを入れる。

「寄生と割り切って対価を支払うというのなら、デートなんぞ面倒な事をせずに、今すぐ体を捧ささげてくればよかろう」

　そう告げると、ルーファは顔を真っ赤にして叫んだ。

「全裸でお散歩プレイをしてこいとか、貴方は鬼ですかっ！」

「誰もそこまで言っとらんわ！　普通に抱かれてこいという話じゃ」

「いや、その、やっぱり初めては愛する人と、ロマンチックな星空の下じゃないと……」

「野外という点が変わっておらぬのじゃが？」

　都会で生まれ育っても、エルフの全裸魂だましいは受うけ継つがれているのだろうか。

　耳みみ年どし増まなくせにヘタレなルーファの姿に、ガーネットは呆れ果てるが、本気で彼女の体を犠牲にする気があったわけではない。

（彼奴ならば間違いなく断ったであろうしな）

　ルーファの下着が見えていた程度の事を、わざわざ指摘して謝るような男である。「誰に脅きよう迫はくされたのっ!?」と勘違いして心配する事はあっても、据すえ膳ぜんを頂くなんて真似は思いつきもしないだろう。

「とにかく、帝国のためとはいえ操みさおまで売り飛ばすつもりはありません。だからこそ、虜とりこにしてプラトニックな関係のまま利用するのです！」

「一周回ってクソ外げ道どうじゃな」

　さんざん気のあるふりをしておきながら、最後の一線だけは越えさせないなんて、蛇の生殺しであった。

　これなら素直に体を許す寄生の方が、相手にとってはマシであろう。

（あのお人好しでなければ、ブチギレられて酷い目に遭うのがオチじゃろうに……）

　そういう計算の甘いところが、何だかんだで箱入りの皇女様なのだ。

　だからこそ、ガーネットは心配で側そばを離れられない。

「何ですか、その疑いの目は？　ははーん、さては私がアルバ様を落とせないと怪しんでいるのですね？」

「お主の目は節穴じゃな」

　森林人エルフだけにと、上手いことを考えるガーネットに対して、ルーファは自信満々に笑い返す。

「ふふふっ、何も根拠なくこんな作戦を言い出したわけではありません。ずばり、アルバ様は私に気があるのです！」

「お主が思うならそうなんじゃろう。お主の中ではな」

「妄想ではありません！」

　可か哀わい想そうな子を見る視線を、ルーファは憤って振り払う。

「ちゃんと証拠だってあるのですよ」

「というと？」

「先程の会談中、アルバ様は私の谷間に見み惚とれていたのですっ！」

　ルーファは自信満々の顔で、ボタンを外した胸元を指さす。

　ガーネットはそこをじっと見つめてから、不思議そうに首を傾げた。

「谷も山もないのじゃが？」

「アルバ様がド貧乳好きだった可能性もあるでしょうっ!?」

「自分で言ってて虚むなしくないかのう」

　親友から哀れみの視線を受けて、ルーファは滝のような涙を流しながら、己の絶ぜつ壁ぺきを揉もみ上あげる。

　だが、揉めど、揉めどなほ我が胸豊かにならざり、ぢっと手を見つめた。

「くっ、どんなに食べても脂肪がつかない、エルフの体質が恨うらめしい……っ！」

「そういうところが姉共の不興を買っとるのじゃぞ」

　美しく、太らず、長寿で老化が遅く、生まれつき霊気が高くて、魔術師の才能に優すぐれたエルフ族。

　これに女として、人間として嫉しつ妬とするなという方が無理であった。

「とにかく、明日は気張ってアルバ様を虜にしますよ」

「まぁ、精せい々ぜい頑張るのじゃ」

　もうツッコむのも疲れたと、ガーネットは手を振って部屋を出ようとする。

　だが、その肩をルーファの細い指が摑み止めた。

「ガーネット、何があっても私達は親友ですよね？」

「何じゃ急に、当たり前の事を聞くでないわ」

　不意に真面目な顔で見つめられて、ガーネットは少し照れながらも肯定する。

　すると、ルーファはとても嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「では、私達でアルバ様を落としましょうね？」

「ワシにもやれと言うのかっ!?」

「当然です。健全な男性でしたら私に惚れると思いますが、ロリコンの変態だった場合、合法幼女な貴方の方が有利ですからね」

「誰が幼女じゃ！」

「もちろん、体が小さい上にあそこまでツルツ──」

「黙りゃあっ！」

　ガーネットの怒りの鉄拳が、ルーファの鳩尾に突き刺さる。

　そうして始まった二人の喧嘩は、聞きつけた大家が怒鳴り込んでくるまで続くのであった。
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「……何？」

　ルーファ達と仲間になった次の日、早速また迷宮に潜ろうと、完全武装で彼女達を迎えにいった僕は激しい混乱に見舞われていた。

　何故なら、彼女達の衣装が昨日とはまるで違ったのである。

「アルバ様、おはようございます」

　そう笑顔で挨拶してくるルーファは、肩や背中が丸出しの綺麗なドレスを身に着けている。やはり裸族なのだろう。

　そしてガーネットの方はというと、重厚な金属鎧とは似ても似つかない、フリフリのゴシックロリータなワンピースを身に着けて──

「くっ、いっそ殺すのじゃ……っ！」

　真っ赤な顔を両手で隠しながら、オークに捕まった女騎士みたいな事を呟いていた。

　まぁ、オークは屈強な女性が好きだと聞くから、今の可愛いゴスロリ衣装よりも、普段の金属鎧姿の方が好みだと思うけど。

「それは？」

　どう見ても迷宮に潜る格好ではなく、僕が説明を求めると、ルーファは笑顔を崩さず答えた。

「アルバ様はまだ帝都に来られたばかりですよね？　ですから、今日は探索をお休みして、街を案内させて頂こうと思いまして」

　なるほど、そうだったのか。確かに僕はこの帝都に来てから、街中に入れなくて落らく胆たんした事もあって、迷宮と宿屋の往復しかしていなかった。

　冒険者が出入りできるのは一番外側の九区だけとはいえ、武器防具屋などは見ておいた方がいいだろう。

「それに、肉体の疲労を抜くためにも、迷宮に毎日入るのはよろしくないと思ったのですが、余計なお世話でしたでしょうか？」

「いや」

　不安そうに目を潤ませるルーファに、僕は首を横に振って感謝の意を伝える。

　こんなに気を遣って貰えて、本当にありがたい。

　そんな意思が伝わってくれたらしく、ルーファは顔を輝かせて僕の左腕を取った。

「では参りましょう。ほら、ガーネットも」

「本当にやらねば駄目か？」

「……貴方の秘密、帝国中に広めてもいいのですよ？」

「うぐっ、この外道姫がっ！」

　ルーファに何やら耳打ちされたガーネットも、震えながら僕の右手を握ってきて、二人に挟はさまれた形で歩き出す。

　僕が慣れない街で迷子にならないよう、気を遣ってくれたのだろうが……何だろう、凄く良くない事をしている気がする。

　道行く冒険者達も、こっちを見て何やらヒソヒソと呟いていた。

『噂の暗黒騎士が姫様を力尽くでものにしたって話、本当だったのかっ!?』

『冒険者は自由だといっても、これは流石にマズいだろ……』

『命の危険も顧みずエルフ耳を愛するその欲情、素晴らしい！』

『ドワーフ幼女にゴシックロリータとは、分かっておるのう』

　待って、僕は爺ちゃんのような女たらしじゃないから！　特に最後の二つは聞き捨てならない！

　誤解を解こうと冒険者達の方を見るが、僕が弁べん解かいする前に彼らはそそくさと立ち去ってしまう。

　だから待って。そこの女神官さんも汚物を見るような目をしないで！

「アルバ様、どうかなさいましたか？」

「…………」

　心配そうに顔を見上げてくるルーファに、僕は無言で首を横に振る。

　彼女達は親切で街の案内を申し出てくれたのに、そのせいで僕の評判が地に落ちたなんて知ったら、きっと悲しませてしまう。

　いいんだ。僕がエルフ耳フェチのロリコンという汚名に耐えればいいだけだから。

　……ごめん、やっぱり心が折れそうだ。

　へこんで背中を丸めていると、ガーネットが遠慮がちに僕の右手を引っ張ってくる。

「お主は無実じゃとワシは分かっておるから、気に病むでないぞ？」

　天使かっ!?　いや、大天使だな！

　汚けがれのない子供のような姿も相まって、ガーネットの背後に後光が差して見えた。

「お主、何か失礼な事を考えとるじゃろ？」

　思わず両手を合わせて拝おがみそうになった僕に、ガーネットは不機嫌そうな顔を向けてくる。

　そこで今さら気がついたのだが、彼女は右手で自分の口元をずっと隠し続けていた。

　どうしたんだろう。乳歯が抜けて恥ずかしいのかな？

「歯なんぞとっくに生え替わっておるわっ！」

　僕の思考を読んだガーネットが、怒って臑を蹴ってくる。

　だが、普段の全身鎧ならともかく、防御力ゼロのニーソックスで蹴ってきたものだから、彼女の方が足を痛めて蹲うずくまってしまう。

「ぬぐっ！」

　大丈夫だろうか……うん？

　痛む足を押さえたため、顔から手を外したガーネットを見て、彼女が何を隠していたのかようやく分かった。

「付け髭がない」

　今日の彼女はあの大げさな付け髭を外して、可愛らしい素顔を晒していたのだ。

　こうして見ると小柄な体型も合わせて、十歳くらいの女の子に見える。

　つい頭を撫で回したい衝動に駆られて僕が手を伸ばすと、ガーネットはそれを払って睨み上げてきた。

「地毛じゃ」

「いや、付け──」

「じ・げ・じゃっ！」

　……地毛の着け外しができたら、それはドワーフじゃなく新手のミュータントだと思う。

　そう心の中でツッコミを入れる僕の左腕を、ルーファが遠慮がちに引っ張ってきた。

「アルバ様、申し訳ないのですけれども、そこは触れないでくださいませ」

「……？」

「頭が寂さびしいお方に、それを指摘するのは酷こくなのと同じでして……」

　分かったような分からないような。とにかく、付け髭の事は触れない方がいいのだろう。

「行こう」

　不機嫌そうにまた口元を隠したガーネットの手を引いて、僕は歩き出す。

　ルーファもその横に並びながら、街の説明をしてくれた。

「ご存じかもしれませんが、帝都は九つの城壁で円形に区切られており、中心の帝城が一区、一番外側のここが九区となっております」

　うん、そこまでは知っている。

「そして、九区は時計盤と同じように十二個の番地に区切られています。北門が十二番地で、東門が三番地、南門が六番地、西門が九番地といったようにです」

　そう言っている間にも城門を潜り抜けて、南門のある六番地に入る。

　無数の宿屋や貸家が建ち並ぶ七番地・宿屋街と違って、そこは八番地・迷宮入り口と同じように、何もない更さら地ちが延々と広がっていた。

「ごほんっ。街の中と外を区切る門は、戦いくさとなれば真まっ先さきに狙われるからのう。いざという時に備えて、東西南北の門の前は、兵隊が待機できるように敢あえて更地にしておるのじゃ」

　咳払い一つで普段の調子に戻ったガーネットが、詳しく説明してくれる。

　なるほど、西門から街に入った時は「騙されたっ!?」と落胆したけど、そういう理由だったのか。

「広大な領土を誇るゴルドー帝国が、首都まで攻め込まれるような事態になったら既に手詰まりですから、土地の無駄遣いと言う者もいるのですが……」

「帝国がまだ小さく、他国から攻め込まれていた時からの慣習じゃからのう。そう簡単には変えられぬのじゃろう」

　ルーファ達は困ったように苦笑するが、僕はむしろ感心してしまう。

　万が一の備えは大切だし、この何もないように見えた更地にも、帝国千年の歴史が詰まっているように感じられたからだ。

「今はまだ街の内側に余裕があるのですが、このまま人口が増え続けたら、ここもいずれは住宅街となり、外側に十番目の城壁が築かれるのかもしれません」

「そうなると迷宮が街の中となってしまい、危険だと思うのじゃがのう」

　ガーネットが眉間にシワを寄せる。それを心配するという事は──

「迷宮から魔物が溢れ出してくるかもしれない。少なくとも私はそう考えております」

　石のような硬い表情で、ルーファはそう断言した。

　僕は驚いて声も出ない。本当にそんな事が起こりえるのだろうか？

「この千年間──いえ、正確には九百九十九年の間は一度もありませんでした。けれども、一年後の千年目に起きないという保証はありません」

　確かにその通りだ。この世に永遠不変のものなど存在しないのだから。

　それにしても、ルーファは迷宮が危険だと妙に確信している様子だけれど、何か知っているのだろうか？

　そんな疑問の視線を向ける僕に、ルーファはニッコリと笑い返してくる。

「このような事は貴族の方々が考えるべきで、私達のような一介の冒険者が心配する事ではありませんね」

　その通りかもしれないけれど、何かはぐらかされたような……。

「ほらアルバ様、商店街が見えてきましたわ」

　考え込む僕の腕を引っ張って、ルーファが前を指さす。

　更地しかない六番地から城門を潜り抜け、辿り着いた五番地・商店街には、名前通り無数の商店が建ち並んでいた。

「凄いな」

　宿屋街に入った時もその賑やかさに驚いたが、この商店街はその比ではない。

　所狭しとお店が並び、武具を身にまとった冒険者から帝国の軍人、外から来た行商人まで、大勢の人達が道を行き交っている。

「スプーンから大剣まで、この商店街で手に入らない物はないと言われています」

「流石にお主の装備より良い物は転がっておらぬだろうが、魔導具も少しは扱っておるのじゃ」

　なるほど、特に買いたい物はないけれど、珍しいから一通り見て回りたい。

　僕はワクワクして歩き出そうとするが、ガーネットが手を引っ張って止めてきた。

「焦あせるでない、まずは帝国銀行に向かうのじゃ」

　そう言って真横を指さす。釣られて見れば、そこにはお城のごとき巨大で堅けん牢ろうな建物がそびえていた。

　これが銀行っ!?　あまりにも大きすぎて逆に気づかなかった……。

　驚きよう愕がくする僕を見て、ガーネットは苦笑する。

「冒険者達の金貨何万枚という資産を預かるだけでなく、魔石の換かん金きんも行っておるからのう。並の城より堅牢でなければ務まらぬのじゃろう」

「一日で金貨が百万枚も動くと言われていますからね。血迷った強盗を返り討ちにできるよう、警備も相そう応おうの者がついております」

　一日で金貨百万枚っ!?　想像しただけで頭がクラクラしてくる。

「いや、お主の装備一式なら……まぁええか」

　何か言いたそうなガーネットに手を引かれて、僕は帝国銀行に足を踏み入れる。

　城塞のような外見と違い、中は白い大理石が敷き詰められた美しいフロアが広がっており、朝早くだというのに大勢の人々がカウンターに並んでいた。

「いらっしゃ……いらっしゃいませ」

　入り口に立っていた男性の行員さんが、僕達の方を見て一瞬言葉を詰まらせながらも、素早く言い直してお辞じ儀ぎをしてくる。

　ははーん、さてはルーファの綺麗な顔に見惚れていたな？　男性なら仕方ないよね。

「アホ姫のせいというのは当たっておるがのう」

　ガーネットは奥歯に物が挟まったような顔で呟く。大丈夫、ガーネットもルーファに負けないくらい可愛いよ！

「……お主も大たい概がいドアホじゃのう」

　褒めたのに貶けなされた、酷い。

「アルバ様、こちらです」

　落ち込む僕の手を引いて、ルーファは『魔石換金』と書かれた窓口に案内してくれる。

　冒険者の大半がまだ寝ている早朝だからか、すぐに僕達の番がきた。

「いらっしゃいませ、当行のご利用は初めてでしょうか」

　片眼鏡モノクルを着けた三十代後半くらいの女性行員が、とても穏やかに話しかけてきたのだが……この人も強いな。乙女亭の店長さんと同じくらいだろうか？

　そう考えていると、行員さんは片眼鏡の奥にある瞳をキラリと光らせた。

「お客様、あのような筋肉ダルマと同列に扱うのはご遠慮ください」

　何で僕の考えが分かったのっ!?　ガーネットと同じ超能力者なのか、怖いっ！

「いや、ワシをこんな化け物女と一緒に──何でもないのじゃ」

　行員さんの目がまたキラリと光り、ガーネットが途中で口を噤つぐむ。

　恐ろしくて鎧の中で震える僕の耳元に、ルーファが顔をよせてそっと呟く。

「永遠の乙女様と同じように、こちらの女史も元六階級冒険者です。窃盗や詐さ欺ぎを働こうなどとは、間違っても思わないでください」

　僕は即座に頷き返す。この行員さんを騙そうとしたら、その瞬間に指をへし折られそうだ。

　そんな震える僕に、行員さんは何事もなかったように先程の言葉を繰り返す。

「お客様、当行のご利用は初めてでしょうか」

「はい」

「では、冒険者カードの提示をお願い致します」

　……えっ、何それ持ってない。

　困ってガーネットの方を窺うと、彼女は呆れた顔をしながらスカートのポケットに手を入れ、文字が刻まれた小さな金属板を取り出した。

「訓練所を卒業する時に貰う、冒険者の身分証明書じゃ。これがないと口座を作れぬし、『火炎球フアイア・ボール』の魔札といった危険物の購入もできぬ」

　……ごめん。訓練所なんてものがある事自体、初耳でした。

　ひょっとして、その身分証なしで迷宮に入っていた僕は、違反者として捕まるのだろうか？

　兜の中で真まっ青さおになりながら行員さんの方を見ると、彼女は穏やかな表情を崩さずに、カウンターの下から無刻印の金属板を取り出した。

「こちらでも登録できますが」

「お願いします」

　僕は土下座する勢いで頼み込む。

「では、お名前と家名をお教えください。家名がなければ出身地の名称でも構いません」

　同じ名前の人がいた時に混乱を避けるためか。

　僕は家名なんて持っていないから、代わりに故郷の名前を告げた。

「アルバ・イ・ラプセル」

「畏かしこまりました、少々お待ち下さい」

　名前を聞き終えると、行員さんは金属板に手をかざして呪文を唱え始めた。

　おぉ、僕の名前が刻まれていく！

「アルバ様、これで冒険者登録が完了しました。同時に銀行口座の登録も行っておきましたので、持ちきれない貨幣は当行にお預けください。あとカードを紛失した場合、再発行には銀貨五枚が必要となりますのでお気をつけください」

　行員さんはそう注意しながら、僕に冒険者カードを手渡してくれる。

　これだけでいいんだ。お手軽なのはいいけれど、カードを盗まれた時、勝手にお金を下ろされたりしないか心配だ。

「お客様のお名前とお顔は、『共有記憶コモン・ストレージ』の魔術で全行員に覚えさせますので、カードが盗難に遭ったとしても、お客様の財産が不正に引き落とされる事はありません」

　また僕の心を読んで、行員さんは穏やかに笑う。

　……怖い。業務のためとはいえ魔術で記憶を操る銀行も、それを笑顔で語るこの人も怖い。

「イ・ラプセル？　どこかで聞いたような覚えが……」

　ルーファが何やら呟いていたが、都会の怖さに改めて怯えていた僕の耳には届かなかった。
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　ゴブリンやノールを倒して稼いだ魔石を換金すると、全部で金貨四十枚と銀貨八枚にもなった。

　所得税です──という無む慈じ悲ひな宣告により、一割取られてしまったのが悲しかったけれども、帝国に住む者の義務だと言われては仕方がない。

　気ままに過ごしていた故郷でも、リンゴ集めとか諸もろ々もろの仕事はあったしね。

　そう自分を慰なぐさめながら、僕は商店街を歩いて行く。

　ルーファが言っていた通り、武器屋から日用雑貨屋まで様々な店が並んでおり、見ているだけでも楽しい。

「アルバ様、何もお買いになりませんの？」

　外から眺めるだけで店に入らない僕を不ふ審しんに思ったのか、ルーファが腕を引いて尋ねてくる。

　う～ん、マイホームのために無駄使いを避けたいというのもあるけれど、特に必要な物もないし……あっ、一つあったか。

　思いついて辺りを見回すと、丁度良さそうな店が見つかって、僕はそちらに足を向けた。

「いらっしゃ──うおっ、噂の暗黒騎士様かっ!?」

　店主らしき髭もじゃのドワーフ男性が、こちらを見て目を丸くする。

　それを不思議に思いつつ、僕は商品棚に並ぶ煌きらびやかな宝飾品に目を向けた。

「アクセサリーショップですか？」

　ルーファが意外そうに首を傾げているが、別に僕の物を買いに来たわけではない。

　どうしようかな。あんまり高すぎると気を遣わせるだろうから、そこそこの値段に抑えるとして、都会の流行が分からないから、自分のセンスを信じて……。

　悩みながら指輪や首飾りを眺めていると、急に背中を突つつかれる。

　振り返ると、ガーネットがルーファの背中に隠れながら、不安そうにこちらを見上げていた。

「お主、アクセサリーが欲しければ別の店でもよかろう？　ここではなく、ほれ、向かいの店にせぬか？」

　そんな事を言いながら、早く立ち去ろうと急かしてくる。

　急にどうしたんだろう？　婆ちゃんの宝石コレクションで鍛えられているから、それなりに見る目があるつもりだが、この店の商品は偽にせ物ものじゃないし、価格も相そう応おうだと思う。

　そう不思議に思っていると、こちらを見ていた店主が急に大声を上げた。

「お前、ひょっとしてレッドベリルの娘じゃねえか!?　がははっ、何て格好してやがんだっ！」

「くっ、だから嫌だったんじゃ……」

　ゴスロリ服を指さされながら大笑いされて、ガーネットは顔を真っ赤にして歯を嚙みしめる。

　知り合いなの？──と首を捻ひねっていると、ルーファが困った顔をしながら教えてくれた。

「ガーネットの父親であるレッドベリル様は、皇帝や大貴族の剣も手がけている名工でして、帝国のドワーフなら知らぬ者はいないのです」

　それで娘のガーネットも広く知られているという事か。

　なるほどなー、そんな凄い所のお嬢様だったんだ。

　僕が驚きながら見ていると、ガーネットは拗すねた子供のように頰を膨ふくらませた。

「凄いのは親父殿であって、ワシなぞ不ふ肖しようの娘にすぎん……」

　どういう事だろう？　人の家の事情だし、突っ込んで聞いてよいものか僕が悩んでいると、店主がまた声を上げる。

「しかし、マジで色気のねえガキだな。そんなんじゃ嫁の貰い手が見つからねえだろ？」

「うっさいわ！」

「がははっ、その顔で凄すごんでも怖くねえなぁ！」

　真っ赤になって怒鳴るガーネットを、ドワーフ店主は笑ってあしらう。

　この人は何を言っているのだろう？　ガーネットくらい可愛い女の子なら、婿むこに立候補してくる男なんて余あまるほどいるだろうに。

　そんな疑問を抱いていると、店の奥からドワーフの女性が出てきて店主の肩を叩いた。

「貴方、お客様相手に失礼よ」

「がははっ、すまねえな。レッドベリルの娘があんまりにもちんちくりんでよ」

「まったく、この人はデリカシーがなくて、本当に申し訳ありません」

　どうも店主の奥さんらしいドワーフ女性は、ガーネットに向かって深く頭を下げる。

「いや、慣なれておるから構わぬのじゃ」

　ガーネットも気にするなと苦笑を返すが、その目は羨ましそうに奥さんの顔を見つめていた。

　僕も驚愕のあまり、奥さんの顔に釘付けとなってしまう。

　それを何か誤解したのか、店主は得意げに鼻を鳴らした。

「イイ女だろう？　この艶つや々つやと黒光りした髭は、商店街でも一番と評判なんだぜ」

　そう、奥さんは鼻の下と顎から髭が生えていたのだ。

　長くフサフサとした立派な毛は、そこだけ見ると男性と間違いそうである。

「貴方ったら、お客様の前で恥ずかしいよ」

　奥さんはそう叱しかりつつも、まんざらでもない顔をしている。

　それを見てようやく思い出す。ドワーフ族は髭に魅力を感じる文化なのだ。

　ずっと前に婆ちゃんから話を聞いただけで、実際に会った事はなかったから、てっきり男性だけの話だと思い込んでいたが、まさか髭レディが美人扱いとは……。

　爺ちゃんなら当然のごとく愛せるだろうけど、僕にはちょっとレベルが高すぎる。

　あれっ？　という事は、自前の髭がないガーネットは──

「うぬぬっ……」

　店主に髭を褒められる奥さんを、羨ましそうに歯嚙みしながら見つめていた。

　やはりそうか。僕からは可愛い少女に見えるのだが、ドワーフからは魅力に欠けて見えるのだろう。

「ガーネットはドワーフながら、生まれつき体毛が薄い体質でして……」

　それがコンプレックスになっているのだと、ルーファが気の毒そうに告げる。

　普段付け髭をつけていたのも、それが理由だったのか。

　納得しながらどう励まそうか悩む僕の前で、店主がまた声を上げて笑った。

「がははっ、一人娘がこんなちんちくりんじゃ、レッドベリルも孫が見られないって気落ちしてんだろ？」

「…………」

「いっそ人間の男でも摑まえたらどうだ？　人間は髭の艶も分からねえ節穴揃いだから、喜んで引き受けてくれんじゃねえか、がははっ！」

「……うっさいわ」

　言い返すガーネットの声には普段の元気がない。店主の無神経な発言が思いのほか胸に刺さっているのだろう。

　おそらく、店主にそこまで悪意はない。婆ちゃんも「ドワーフは豪ごう快かいで陽気な種族ですが、指先以外には繊せん細さいさがありません」と言っていたし、ただデリカシーに欠けているのだと思う。

　言葉にしなくとも僕の気持ちを察してくれる、ガーネットの方が例外なのだろう。

　しかし、悪意がないからといって、人を傷つけても許されるわけではない。

　何より、パーティーの仲間──いわば家族を馬鹿にされては流石に腹が立つ。

「店主」

　僕は全身から黒い霊気を放ちながら、馬鹿笑いしていた店主に詰め寄り、暗黒騎士に相応しい低い声で告げた。

「連れへの侮ぶ辱じよく、謹つつしんで貰おう」

「ひっ……す、すすすみません！」

　店主は悲鳴を上げて尻餅をつくと、急に土下座を始めてしまった。

　いや、そこまで謝らなくても……ちょっと強く言いすぎただろうか？

　僕は反省しつつ、ショーケースの中に仕舞われた高そうなペンダントを二つ指さし、迷惑料も込めて少し多めの代金を奥さんに手渡した。

「あ、ありがとうございます」

　奥さんはちょっと驚いた顔をしながらも、ペンダントを箱から出して手渡してくれる。

「ど、どうかお命だけは……っ！」

　店主がまだ床に額をつけて震えていたが、僕が何か言っても逆効果そうだったので、ガーネットの手を摑んで店から立ち去った。

「ア、アルバッ!?」

　彼女の戸惑った声を今は無視して、人ひと気けのない小道に入り込む。

「急にどうなされたのですか？」

　慌てて追いかけてきたルーファも、困惑した顔でこちらを見てくる。

　いや、柄がらにもない事をして、店主さんに恥をかかせてしまったから、申し訳なくて逃げてきただけなんだけどね。
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　そんな言葉を呑み込みつつ、僕は先程買ったペンダントの一つを、ガーネットの首にかけた。

「これは、ツァボライトか？」

　緑色に輝くペンダントトップを摘つまんで、ガーネットがその名を口にする。

　確か「ミルクよりも前に宝石を口にする」と言われるドワーフ族だけあって流石に詳しい。

　ツァボライト・ガーネット──緑色をした柘榴石ガーネツトだ。

「何故このような物を？」

　ほら、魔物の大群を倒した時の魔石、全部僕が貰ったけれどもやっぱり申し訳なくて。けどお金だと受け取って貰えそうになかったから、プレゼントならいいかなと。

　そんな事を身振り手振りで伝えると、ガーネットは口に手を当ててクスッと笑った。

「やはり、お主はお人好しじゃのう」

　そうだろうか？　幼馴染みから間ま抜ぬけだとはよく言われていたが。

「しかし、何故ツァボライトなのじゃ？」

　ガーネットは緑色のペンダントトップを弄いじりながら尋ねてくる。

　大して深い意味はないけれど……ガーネットの名前って、柘榴石からつけられたんだよね？

「その通りじゃ。ドワーフ族は子供に鉱物の名をつけるのを好むからのう」

　やはりそうか。綺麗な赤色の髪が柘榴石みたいだから、そうだろうと思ってたんだ。

「お主な……いや、言うても無駄か」

　急に溜息を吐かれた。何故だろう？

　とにかく、ガーネットに贈おくるなら柘榴石がピッタリだけど、髪と同じ赤色だと目立たなくて、コーディネイト的によろしくない。

「お主、意外と美的センスがあるのじゃな」

　婆ちゃんが宝石大好きだったからね。それにイカしたこの漆黒鎧を見てくれれば、僕のハイセンスぶりが分かって貰えるだろう？

「……そうじゃな」

　また溜息を吐かれた。幸せが逃げるというから、あまりしない方がいいと思うのだが。

　それはともかく、ガーネットには赤色以外の柘榴石がベストマッチだと思ったのだ。それで緑色のツァボライトである。遠慮せずに受け取ってほしい。

「ふむ、悪くないセンスじゃし、せっかくだから貰おくかのう」

　ガーネットは嬉しそうに笑って、緑色のペンダントトップを揺らす。

　よかった。金貨五枚もしたのに突き返されたら、ショックで宿屋に引きこもる所だった。

「ところでお主、ツァボライトの宝石言葉を知っておるか？」

　えーと、何だっけ？　婆ちゃんなら知っていると思うけど。

「……まぁ、知らぬじゃろうな」

　またまた溜息を吐かれた。まさか『嫁いき遅おくれろ！』みたいな呪いの宝石言葉でもあったのだろうかっ!?

「アホかっ！　ともあれ、礼を言うのじゃ」

　ガーネットは鋭くツッコミを入れた後で、ペンダントを掲かかげて微笑んだ。

　う～ん、こんなに可愛いのに髭がないから駄目だなんて、ドワーフの男性も損な性分だな。

　そう思っていると、ルーファが怪訝な顔で僕達の間に入ってきた。

「あの、先程からガーネットが独り言を呟いていますが、ついに頭がおかしくなったのですか？」

「お主に頭の心配をされたくないわっ！」

　ガーネットは失礼極まりないと怒り、ルーファの頭にジャンピングチョップをかます。

　しまった。ガーネットが察してくれるものだから、つい声を出すのを忘れていた。

　あと、もう一つ大切な事を忘れていた。

「ルーファ」

「はい？」

　こちらを向いたルーファの首に、もう一つのペンダントをかける。

　革の紐に蜂はち蜜みつ色いろをした琥こ珀はくのトップという、天然素材百％のペンダントだ。

　鉱石が大好きなドワーフと違って、エルフは金属製品が好きではないと聞いた覚えがあったので、元は樹じゆ脂しだという琥珀なら大丈夫かなと判断したのだが、どうだろう？

「受け取ってくれ」

「……はい」

　ルーファは少しボーとした後で、ペンダントを見つめながらうつむいてしまった。

　う～ん、彼女くらいの美人だと、宝石なんて貰い慣れているだろうから、安っぽすぎて駄目だったかな？　これも金貨五枚はしたのだけど……。

　そんな僕の不安を察したのか、ルーファは顔を上げてニッコリと笑ってくれた。

「アルバ様、本当にありがとうございます。大切に致しますね！」

　うん、お世せ辞じでもそう言ってくれるのは嬉しい。

「それでは、少々化粧を直して参りますので、暫しお待ち頂けますか？」

　ルーファは急にそう言うと、ガーネットの手を摑んで小道の奥へと入っていった。

　別に化粧が崩れていた様子はなかったけど……あぁ、トイレか。

『ちょっと、落とすつもりが落とされてどうするのですかっ!?』

『いや、ワシは別に落とされておらんが』

『えっ、こんなに素敵なプレゼントを頂いてときめかないなんて……やっぱり女好きでしたの？』

『なわけあるかっ！』

　何やら言い合う声が暫しばらく続いてから、ルーファは笑顔で、ガーネットは疲れた顔をして帰ってきた。

「お待たせ致しました。さあ、次へ参りましょう」

　ルーファはそう言って、また僕の腕を取って歩き出す。

　……トイレの後、ちゃんと手は洗ったのだろうか？
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（危ないところでした、もっと気を引き締めませんと）

　ルーファはアルバと腕を組んで歩きながら、心の中で己おのれに活かつを入れる。

（あんな強こわ面もての鎧姿ですのに、こんな気きの利きいたプレゼントをしてくるなんて、これがギャップ萌えというやつですのっ!?）

　そんな混乱の悲鳴を飲み込みながら、先程貰った琥珀のペンダントをなぞる。

　エルフとして人間至上主義の貴族達からは蛇だ蝎かつのごとく嫌われているルーファだが、その美貌や地位に釣られた者達から、金貨何百枚もする宝飾品を贈られた事も珍しくない。

　ただ、金や銀がふんだんに用もちいられたそれらを、彼女は身に着けようとしなかった。

　何故なら、エルフ族は金属が肌に合わない体質だからである。

（森に潜む美形の裸族というインパクトが強くて、金属アレルギーの件はあまり知られていませんし、エルフ自身が隠していますからね）

　長寿で美しく、その分無駄にプライドが高いエルフ族は、自分達に弱点があるなどと知られたくないのだ。

　普段は穏やかな彼女の母親もそこだけは妙に強ごう情じようで、肌が赤く腫はれる度に『治癒ヒール』の魔術で誤魔化したりして、金属など平気だという顔をしている。

　娘のルーファはエルフ族といっても、半分は人間の血が流れているせいか、そこまで酷いアレルギー体質ではない。

　とはいえ、長時間身に着けていると肌が赤くなるので、指輪や首飾りはもちろん、金属の武器や鎧も避けていた。

　アルバの漆黒鎧が魔導具＝魔力の結晶でなければ、こうして腕を組むのも躊躇ためらっただろう。

（だから、この方は……）

　隣を歩くアルバの顔を、ルーファは悟られぬように見上げる。

　彼はちゃんとエルフの体質を考えて、革紐に琥珀という天然素材のペンダントを選んでくれた。

（いったい、どこで知ったのでしょうか？）

　冷静に考えれば考えるほど、アルバという人物は謎で満ちている。

　まず暗黒騎士とそっくりな装備を、いったいどこで手に入れたのか。

（そして、六階級クラスの霊気をどこで身につけたのか……）

　エルフ族の他にも極一部の天才など、生まれながらに高い霊気を持つ者は存在する。

　ただそれは、訓練なしでも地下一階に潜れるという程度の話であって、六階級のような化け物並の霊気は、魔物を倒して鍛えなければ手に入らない。

　そして、この広い大陸においてさえ、魔物が大量発生する場所はゴルドー帝国の深き迷宮しかなかった。

　大気中の魔力が偶然凝ぎよう縮しゆくする事で、地上にもごく稀に魔物は発生するが、せいぜいゴブリンやコボルトといった地下一階レベルの魔物が二、三体である。

　そんな弱く少ない魔物を相手にしていては、何十年かかっても六階級の霊気など身につかない。

（やはり元冒険者なのでしょうか？　でもその場合、わざわざ地下一階から探索する意味がありませんし、帝都に不慣れな様子もおかしいですし……）

　いくら考えても答えは出ず、謎は深まるばかりであった。

（本当にミステリアスな方……はっ、いけません、気を引き締めないと！）

　また落とすつもりが落とされそうになって、ルーファは己の頰を叩いて気合いを入れた。

「……？」

「気にせんでよいぞ、どうせアホな事を考えておるだけじゃ」

　不思議そうに首を傾げるアルバに、ガーネットが呆れ顔で忠告する。

　そんな事をしつつ、彼女達は次の四番地へと続く城門に辿り着いた。

（ここまで三時間は掛かったでしょうか。馬車を使ってもよかったですね）

　ルーファは少し疲れてきた足を窺ってから、大通りを走る馬車に目を向ける。

　二十万人も暮らす帝都の一番外側にある九区は当然ながら広い。十二個に分けられた一つの番地だけでも中規模の町くらいあった。

　迷宮の中を何時間も歩き回る冒険者でなければ、買い物に行くだけでも一苦労である。

（化け物も同然の冒険者達が近くに住むのを、一般人にすぎない商人達が嫌ったためとはいえ、もう少し便利にできないでしょうか）

　ルーファはそんな事を考えつつも、アルバに向かって気遣わしげな表情を向ける。

「長々と歩かせてしまってお疲れですよね、申し訳ありません」

「いや」

「流石はアルバ様、健脚なのですね。でも、私は少々歩き疲れてしまいましたので、次の場所で少し休ませて頂けますか？」

　そう言って、甘えるように上目遣いを送る。

（気を遣い、褒め称え、さらにか弱い女子アピールを行う。我ながら完璧ですねっ！）

（完璧な道どう化けじゃのう）

　媚びすぎだと鼻で笑うガーネットを見て、ルーファはボソッと呟いた。

「……パイパン」

「それを口にするなと言っとるじゃろがっ！」

「──っ!?」

　急に怒鳴り始めたガーネットの姿に、アルバがビクッと背を震わせて驚く。

　毛深いドワーフ族のくせに、髭どころか腕毛やすね毛、そしてあそこの毛もない事は、ルーファだけが知っているガーネットの秘密であった。

「どうした？」

「いえ、ガーネットの肌はゆで卵のように綺麗だなと」

「そうだな」

「……ちっ、覚えておれよ」

　アルバの無自覚な褒め言葉を受けて、ガーネットが不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔で矛ほこを収める。

　ルーファはそれに勝利の笑みを返しながら、城門を潜り抜けて四番地に足を踏み入れた。

　途端、酒と化粧の匂においが交じった、退廃的な空気が流れてくる。

「ここが帝都の花・歓楽街ですわ」

　まだ昼前と明るいのに加えて、表通りは小こ洒落じやれた料理店や酒場、ダーツやチェス等の遊技場といった健全な店しか並んでいないため、一見すると怪しげな雰囲気はない。

　しかし、太陽が隠れて月が顔を出す頃には、際どい服を着た女達が立ち並び、裏通りの賭と博ばく場じようや娼館へ招こうとする、欲望の街へと一変するのだ。

「やはり、アルバ様もそのようなお店にご興味が？」

「…………（ブルブル）」

　ルーファが恥じらった顔をしながら尋ねると、悪魔を模もした兜が勢いよく左右に振られた。

「そうですか、アルバ様が誠実なお方で安心しました」

　ホッと安堵の息を吐いてみせながらも、ルーファは心の中で警戒を強める。

（金で手に入るような安い女に興味はない。ゴルドー帝国の覇権と共に、皇女たる私を奪ってみせるという事ですのね）

　まさか、アルバほどの力を持った男が、「愛する人としかそういう事はしない」だの「そういう事に浪ろう費ひせず貯金したい」なんて、平凡で堅実な考えのはずがない。

（お主が思うならそうなんじゃろう。お主の中ではな）

（ガーネット、天丼は二回までですよ）

　小声でツッコんでくる親友に、ルーファも小声で注意をし返しつつ、アルバの腕を引いて歩き出し、お目当ての店まで案内した。

「ここで一休み致しましょう」

　そこは歓楽街の中では少し浮いているほど、清せい楚そかつ高級感の漂ただよう構えの店であった。

　店内のテーブルや椅子も黒こく檀たんを使った落ち着いたデザインで、ナイスミドルの料理長が真っ白なコック帽子を輝かせている。

　酔っ払いや狼ろう藉ぜき者ものなど自ら避けて通る雰囲気を放っており、客も上品な紳士淑女が多い。

「簡単な軽食も扱っていますが、特にスイーツが美お味いしいんですよ」

「──ッ!?」

　ルーファが微笑みながらそう告げた瞬間、アルバは雷にでも打たれたように震えた。

（あら？　アルバ様でも『男がスイーツ店に入るのは恥ずかしい』とか思われるのかしら）

　何だか可愛らしくて、ルーファはさらに笑みを深めた。

　まさか彼ほどの暗黒騎士が「都会の高級スイーツ店……こ、怖いっ！」などと、田舎者風に吹かれる事もあるまい。

　そう考えるルーファを余所に、ガーネットが震えるアルバの背中を撫なでる。

「落ち着くのじゃ。高級といっても一品が銀貨三枚程度で、お貴族様御ご用よう達たしの老舗しにせみたいに金貨を取られたりはせん」

「──ッ!?」

　銀貨一枚あれば永遠の乙女亭でお腹なかいっぱい食べられるのに、スイーツ一品でその三倍っ!?──とでも叫びたそうに、アルバが戦せん慄りつしているように見えたのは気のせいであろう。

　ルーファは空あいていた手前のテーブルに着くと、白いエプロンを着けた給仕を呼んだ。

「店員さん、ピーチ・コンポートのバラ冠・ストロベリー・アイスクリーム添え・チョコスティック・ダブルを三つお願い致します」

「畏かしこまりました、少々お待ち下さいませ」

　高級店だけあって躾しつけも行き届いているようで、彼女が第七皇女だと一目見て分かっただろうに、給仕は驚きを全く面おもてに出さず、深く礼をしてから厨房へ向かう。

　その横でアルバが「ピーチ・コン……呪文？」とでも言いたそうな顔をしていたが、フルフェイスの兜に遮られて、ルーファには見えるはずもなかった。

「勝手に頼んでしまいましたが、アルバ様は何かお嫌いな物とかありませんでしたか？」

「いや」

「それは安心しました。逆に好きな物などはありますか？」

「……リンゴ」

「そうでしたか。では、今度はアップル・コンポートを頼みましょう」

　少し迷ってから答えたアルバに、ルーファは楽しそうに話しかけながらも、頭の中では鋭利に分析を行っていた。

（リンゴですか。大陸のどこにでも生えていますし、これでは出身地を特定できませんね）

　海の魚であれば故郷は海岸沿い、肉と答えても山や羊ぎならば山さん岳がく、牛ならば平地とある程度の推測がつく。

　他にも豚肉を禁止している地方等もあるし、主食が米ならば東方の出身と分かる。

（銀行で名乗った『イ・ラプセル』の方から探ってみるしかありませんかね）

　ルーファはそう考えつつも、さらに分析を進めた。

（言葉は帝国語──東方語と西方語の交じったものを、問題なく使いこなしている。店の看板なども読めているようですし、ペンダントの代金を素早く支払っていた事から計算もできている。高い教育を受けているとみて間違いないでしょう）

　冒険者の中には読み書きができない者も少なくない。貧しい農村で生まれた子供が、食い扶ぶ持ちを減らすために捨てられて行き着く先は、犯罪者か娼館か傭よう兵へいか、そして冒険者だからだ。

　帰る場所を失った子供が、血ち反へ吐どを吐きながらも戦い続けて、一ひと角かどの冒険者になった例も少ないが実在する。

　ただ、そういった成り上がり特有の飢き餓が感かんが、アルバからは窺えなかった。

　彼から感じるのは大きな山のような、無む為い自し然ぜんの存在感。

（これほどの自信に満ちあふれているのは、よほどの大物か大馬鹿だけ）

　そして、暗黒騎士アルバは前者で間違いない。

「何故そこで外すかのう」

　ガーネットがまた呆れ顔をしていたが、ルーファは取り合わず、給仕が運んできたスイーツに目を向ける。

「お待たせ致しました。ピーチ・コンポートのバラ冠・ストロベリー・アイスクリーム添え・チョコスティック・ダブルでございます」

「わぁー、とっても美お味いしそう！」

　ルーファはわざとらしいほど大喜びしてから、スプーンでアイスクリームをすくい取り、それを悪魔を模した兜の前に差し出した。

「アルバ様、あ～ん♥」

「──ッ!?（ブンブン！）」

　アルバが驚いて勢いよく首を左右に振るが、ルーファは笑顔でスプーンを差し出し続ける。

　このバカップル・プレイは彼を落とすためでもあるが、真の狙いは別にあった。

（見せて貰いましょうか、その奥に隠したお顔をっ！）

　悪魔のごときフルフェイスの兜を取らねば、アイスクリームは食べられない。

（もしも中身が本当に悪魔の類たぐいであれば、誠に残念ですが衛兵に突き出さざるをえません。人間だとしても顔が分かれば、元冒険者の誰か判明するでしょう）

　十番地にある冒険者の訓練所には、そこを卒業した者達の名前と特徴が、約千年分も残されている。元冒険者であれば正体を割り出すのは難しくない。

「さあ恥ずかしがらず、あ～ん♥」

　ルーファは皇女生活で磨き上げた最高の作り笑顔で、スプーンをさらに前へ出した。

　すると、アルバもついに覚悟を決めたのか、兜に手を掛けて──カシャンッと軽い音を立てて、口の部分だけを開けた。

「えっ？」

「美う味まい」

　唖あ然ぜんとするルーファのスプーンを口にして、アルバはイチゴ味のアイスに舌した鼓つづみを打つ。

　そしてお返しとばかりに、自分の分をスプーンですくい、彼女の前に差し出してきた。

「どうぞ」

「えっ、はっ、えぇっ!?」

　自分があ～んをされる立場になった途端、ルーファは真っ赤になって狼狽うろたえてしまう。

（こんなバカップルっぽい事、母様にもされた事ないのにっ!?）

（いや、されたじゃろ）

　離乳食くらい食べただろうと、冷静なツッコミを入れてくる親友に、ルーファは救援の視線を送る。

（ガーネット、何とかしてください！）

（いや、食べればいいじゃろうが）

（自分でするのはともかく、男の方にされるのは何だか恥ずかしいんです！）

（訳わからん。まぁええわ）

　ガーネットは小さく溜息を吐くと、身を乗り出してアルバのスプーンに食いついた。

「……？」

「うむ、美び味みじゃのう。ほれお返しじゃ」

　驚いて首を傾げるアルバに、ガーネットは自分の分をすくって差し出す。

　戸惑いながらそれを食べるアルバの口元を、ルーファは密ひそかに凝視する。

（ドワーフのような髭面でもなく、オークのような尖った牙もない。裸族なエルフが全身鎧を着るとは思えませんし、やはり人間の男性で間違いありませんね）

　肌は色白で若々しく、歳は二十前後だろう。

　残念ながら顔は見られなかったが、彼の正体に一歩近づけた。

（それにしても、男性にしては綺麗な唇をしていますね）

　口の上にも期待が高まり、隙すき間まから覗き込めないかとルーファは頭を傾げる。

　その前で、ガーネットが再びスプーンを差し出した。

「次は桃の砂糖煮コンポートといくかのう。ほれ、あーん」

「……っ！」

「美味いか、それは良かった。ではチョコスティックはどうじゃ？」

「……っ!!」

「これも美味か。ふふっ、近所の家で飼っていた子犬を思い出すのう」

「…………（ゲシッ）」

　アルバとイチャコラしていたガーネットの臑を、ルーファはテーブルの下で思い切り蹴飛ばす。

「痛っ、なにすんじゃ！」

「勘違いしないでください。貴方にあ～んして貰っている事を嫉妬しているんですからねっ！」

「そっちの方が嫌じゃわっ！」

　自分は男性が好きだと言ってたくせに何の真似だと、ガーネットは思わず後ずさる。

　そんな二人を見て、アルバが何かを言おうとしたその時、店内に大声が響き渡った。

「貴様、何故ここにいるっ!?」

　店の入り口で仁王立ちとなり、驚きながら腰の太刀に手を掛けていたのは、黒髪のポニーテール少女こと六階級冒険者・神速のチドリ。

　その目は暗黒騎士・アルバの顔に釘くぎ付づけとなっていた。

「…………（カシャン）」

　アルバは無言で兜の口元を閉じながら、常人ならば気絶しそうなチドリの視線を、真っ正面から受け止める。

　そんな二人の間に、ルーファは笑顔で割って入った。

「お久しぶりです、チドリ様」

「姫様っ!?」

　遅まきながらルーファの存在に気づいたチドリは、気まずそうに目を逸そらす。

（私達のクラン加入を断った件、気にしているようですね）

　実力に反して素直な方だと、ルーファは心の中で悪い笑みを浮かべる。

　ガーネットに協力して貰って帝城から抜け出し、この九区に駆け込んで冒険者となった後、ルーファは六階級冒険者達に声をかけて回った。

　だが結局、実力不足や面倒を嫌われて、どこのクランからも加入を断られたのだが、それを逆恨みなどはしていない。そもそも寄生しようという彼女達の方が悪いのだ。

　また目的はどうあれ、チドリ達が迷宮の最下層に到達し、この帝国を救ってくれる可能性もある。

　とはいえ、勝手に負い目を感じてくれているのなら、そこを突く程度には悪あく辣らつであった。

「チドリ様と違って、アルバ様は私達に手を差し伸べてくれたお優しい方なのです。チドリ様と違って！」

「うぐっ……」

「大切な嫌みだからって二度も言うでない」

　申し訳なさそうに身を縮ちぢめるチドリを見て、ガーネットが気の毒そうに窘たしなめてくるが、ルーファは全く口を止めない。

「アルバ様をその見た目だけで判断し、何もしていないのに刃を向けるなど、武人として恥ずかしくはないのですか？」

　チドリが武士──東方の軍人家系の出身だと知った上で、そのプライドを遠慮なく突く。

　すると、侍少女は暫し葛藤した末に、太刀の柄つかから手を放した。

「……姫様の仰る通りだ、某それがしには此こ奴やつを討つ大義名分はない。それに粗暴な冒険者達ならばいざ知らず、無辜の民には迷惑をかけられぬ」

　チドリはそう言うと、剣けん呑のんな空気に怯えていた他の客達や給仕に向かって、深く頭を下げる。

　そして、アルバを睨みながらその横を通り過ぎ、カウンター席に腰掛けて告げた。

「白玉クリームぜんざい超特盛り・トッピングで抹まつ茶ちやわらび餅もちを六個追加で」

「はい、いつものですね」

　名前だけで胸焼けしそうなオーダーに、ナイスミドルの料理長は全く動じずに調理を開始する。

「……流石は六階級ですね」

「……じゃな」

　いくらカロリー消費の多い冒険者とて、女子ならば躊躇しそうな糖分の山を、嬉々として平らげていく侍少女の姿に、ルーファ達は戦慄と畏い敬けいの眼差しを送る。

　その横でアルバは首を傾げつつも、銀貨三枚もする高級スイーツの残りを、大事に食べ始めるのだった。
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　まさかこんな所で黒髪の少女──チドリさんだったかな、と鉢はち合あわせるとは……。

　様々な意味で落ち着かなかったスイーツ店から離れながら、僕は兜の中で溜息を吐く。

　会う度に斬りかかってこようとするけれど、彼女は悪名高き知恵捨て侍バーサーカーなのだろうか？

　……いや、違うか。師匠が言ってたバーサーカーなら会話なんてせずに、「チェストこんにちは！」の挨拶と共に斬りかかってくるだろうし。

　では何が原因なのだろう。たんに冒険者は血の気が多いだけなのだろうか？

　そんな事を考えながら歩いていると、前の方から何やら喧噪が響いてきた。

「てめえ、何しやがる！」

「お客様、当店は静かにお酒を楽しむ場であって、給仕にイタズラをする場所ではありません」

「あぁ？　酒一杯で銀貨一枚も取っておいて、ケチケチしてんじゃねえよ！」

　どうも酒場らしきお店の前で、いかにも荒くれ者といった厳つい男達三人が、痩やせた中年の従業員相手に怒鳴り散らしている。

「酒バ場ーと接待酒場クラブを間違えた連中が、店から追い出されたようじゃな」

「服装からして帝都の住人ではありませんね」

「田舎から出てきた傭兵崩れじゃろう」

　周囲の迷惑そうな視線にも気づかず、怒鳴り続ける男達の姿に、ガーネットとルーファも眉をひそめた。

　都会に出てきてはしゃぐ気持ちは、同じ田舎者としてよく分かるけど、お店の人に当たり散らすのは良くない。それに……。

　とにかく止めようと、僕が近寄ろうとしたその時。

「ざけんなゴラッ！」

　男達の一人が雄お叫たけびを上げて、従業員に殴りかかった。

「危ない！」

　思わず声を上げる僕の前で、男の拳が従業員の顔面に突き刺さり──

「ぎゃあぁぁぁ───っ！」

　殴った男の方が悲鳴を上げて、拳から血を流して仰のけ反ぞった。

　あぁ、間に合わなかった……。

「な、何しやがった!?」

　殴った方が怪け我がを負うという、普通ならあり得ない結果に、男の仲間達が激しく動揺している。

　仕方のない話だ。冒険者でもなければ何が起こったのか分からなかっただろう。

　一見すると冴さえない中年の店員さん──おそらく元冒険者の彼は殴られる直前、顔の前に霊気の棘とげを生み出していたのだ。

　魔物さえ貫くような硬い棘に、霊気のない普通の人が殴りかかれば、結果は見ての通りである。

「お客様、怪我の治療でしたら七番地の寺院をご利用くださいませ」

「ち、畜ちく生しよう、覚えてやがれ！」

　ニコニコ笑顔で送り出す中年の店員に、男達はお手本のような捨て台詞を吐きつつ、傷ついた仲間に肩を貸して走り去っていく。

　大丈夫かな？　治療費が足りるといいんだけど……。

「自業自得であろうに、お主も大たい概がいお人好しじゃな」

　心配して背中を見送る僕に、ガーネットが呆れ交じりの微笑を向けてくる。

　いや、出自は違えど同じ田舎者として、ちょっとシンパシーを感じたというか……。

　それにしても、歓楽街だけあってガラの悪い人がいるんだな。

　仮に何か起きても、今の店員さんみたいな元冒険者達が抑えるから、大事には発展しないのだろうけど、やっぱり少し怖い。長居するのはよそう。

「いや、お主の方が恐怖の対象なんじゃが……」

　何やら呟いているガーネットの手を引いて、僕は早足で大通りを通り過ぎる。

　そうして、三番地に続く城門を抜けようとした僕の腕を、ルーファが引っ張って止めた。

「アルバ様、その先は行く必要がありませんよ」

　えっ、そうなの？　三番地は東門があるだけの更地としても、二番地と一番地がまだ残っていると思うけど。

　そんな僕の疑問を察して、ガーネットが答えてくれる。

「悪いが一番地と二番地は墓場じゃぞ。お主が行っても楽しくはあるまい」

　なるほど、お墓参りする相手もいない僕は行く必要がない。

　でもそれなら、三番地の手前まで来なくてもよかったんじゃ？

　そう首を傾げると、ルーファが恥ずかしそうに頰を染めながら城門の横を指さした。

「申し訳ありません、最後にアルバ様とあの店に寄りたかったので」

　釣られてそちらを見ると、広い空き地に数名の男女が並んでいた。えっ、お店の姿が見えないんだけど？

　不思議に思っていると、空の上からゆっくりと巨大な籠かごが下りてくる。

「何っ!?」

「ふふっ、驚かれましたか？　あれがゴルドー帝国名物『観かん覧らん籠かご』です」

　ルーファが微笑みながら、空き地の横に立っていた看板を指さす。

　なになに、お一人様銀貨五枚で優雅な空の旅をご案内。大切な人と一緒に帝国の街並みを満まん喫きつしよう？

「ありがとうございました。では次のお客様、ご搭乗ください」

　声がして再び巨大な籠の方を見れば、扉が開いて中から一組の男女が降りてきて、列の先頭にいた別の男女が代わりに乗り込む。

　そして、横に控えていた元冒険者らしき魔術師の男性が、籠に向かって杖を振りかざした。

「星の戒いましめより解き放たれ、天高く舞い上がれ、『浮遊レビテーシヨン』」

　霊気の光が籠を包み、中の男女ごとゆっくりと空に上がっていく。

　なるほど、空を飛べない種族でも、上空から街の景色を楽しめるって商売なのか。

　というか、これなら街の中に入れなくても、帝都の一等地を視察できるじゃないかっ！

　僕は逸はやる気持ちを抑えきれず、ルーファの手を握って列の最後尾に並んだ。

「アルバ様ったら、そんなに熱烈に……」

　ルーファが嬉しそうに頰を染める。彼女も早く街の景色を眺めたいようだ。

　そんなに待ちきれないならいっそ僕が──いや、止めておこう。婆ちゃんにもキツく言われていたし。けど、一人銀貨五枚はちょっと高いし……。

　そう悩んでいると、列の整理係らしい女性の係員さんが、困惑した顔で近づいてきた。

「あの、お客様、こちらの観覧籠には重量制限がありまして、全身鎧は脱いで頂きたいのですが……」

　そうか、巨大な籠ごと二人を浮遊させるだけでも大変だろうし、重い鎧は厳しいのか。

「アルバ様、仕方がありませんから脱ぎましょう！」

　ルーファも何故か目を輝かせて僕を急かしてくる……エルフ族は他の人まで全裸にする趣味があるのだろうか？

　僕はまだ牢屋に入りたくはない。それにこの漆黒鎧、魔力を凝縮して作られた魔導具であって金属製品ではないから、見た目に反してとても軽いのだ。

　それを証明するために、ピョンピョンと跳び上がってみせる。

　あっ、背中の大剣くらいは外した方がいいか。荷物置き場は見当たらないし、地面に刺しておけばいいだろう。

　ドスッ！

「──っ、分かりました、そちらで結構です」

　係員さんはまるで殺人犯に脅迫されたような顔をした後、深く頭を下げて後ずさっていった。

　スイーツ店の給仕さんといい、帝都の人はとても丁寧だな。酒場の店員さんは武闘派が多いような気がするけれど。

「……ちっ」

　横から舌打ちの音が響いてきたが、ルーファがそんな下品な真似をするわけがないし、いったい誰だろうか？

　不思議に思って首を傾げていると、ガーネットが呆れ顔で大剣の横に立った。

「これはワシが見張っておくから、好きなだけ楽しんでくるといい」

「ん？」

「ワシは行かんぞ、二人乗りだと書いてあったじゃろうが」

　あっ、そうだった。でも、ガーネットだけを除のけ者ものにするのは申し訳ない。

　閃ひらめいた、ルーファとガーネットの二人で乗ればいいんだっ！

「女二人で観覧籠に乗れとか、罰ゲームかの？」

「何故？」

「……まぁ、分かっておらんと思っていたのじゃ」

　首を傾げる僕に、ガーネットは諦めの溜息を返してくる。

　いやいや、僕だって分かっているさ。観覧籠は大切な人と一緒に乗る物──つまり親友のルーファとガーネットが乗るべきだって！

「いいから、ワシに気き兼がねせず乗ってくるのじゃ」

　僕の意見は何故かスルーされて、ガーネットに背中を押されてルーファの横に戻る。

　そうして待つ事数分、僕達の番がやってきた。

「次のお客様、えぇっ!?　……あぁ、貴方が噂の暗黒騎士ですか」

　魔術師さんは驚愕して固まった後、納得した顔で頷いた。

　……暗黒騎士の渾名ってどこまで広まっているんだろう？　嬉しい反面少し気恥ずかしい。

　そんな照れる僕の手を、ルーファが笑顔で引っ張ってくる。

「ほら、早く参りましょう」

　確かに、いつまでも突っ立っていたら、後ろで待っている人達に迷惑が掛かってしまう。

　僕は二人分の料金を魔術師さんに手渡すと、ルーファと共に巨大な籠に乗り込む。

　中には短めの長椅子が一つだけあり、これに並んで座るようだ。

　二人の肩が当たってしまうくらい狭いけれど、軽量化のために仕方がないのだろう。

「では、いきますよ」

　僕達が席に着いたのを確認してから、魔術師さんは浮遊の呪文を唱える。

　そうして、僕達の乗った籠はゆっくりと上空に昇っていった。

　今まで高い城壁に阻まれて見えなかった帝都の街並みが、ゆっくりとその姿を現す。

「凄い……」

　ボキャブラリーが乏とぼしくて情けないが、これしか言葉が出てこない。

　年輪状に広がる城壁、その中に建ち並ぶ無数の家、そして中央で輝く真っ白な帝城。

　大勢の人々が千年もの時をかけて築き上げてきたゴルドー帝国の街並みは、二十万もの人々が暮らす生活の場であると共に、歴史という巨大な芸術品であった。

　その光景に圧倒されて言葉を失う僕に、ルーファが静かに話しかけてくる。

「アルバ様、これがゴルドー帝国です」

「あぁ」

「地下に巨大な迷宮を抱えているというのに、多くの人々がそれを意識もせず、毎日を過ごしています」

「あぁ」

「私はそれが悪いとは思いません。常に恐怖を抱えていられるほど、人の心は強くないからです」

「あぁ」

　何かとても大切な話をしてくれていたのだが、僕は目の前の壮大な光景に圧倒されて、気のない相づちを打つ事しかできなかった。

「アルバ様は一国一城の主になると仰りましたね」

「あぁ」

「ならばこそ、王として民草を救うために、迷宮の最奥を目指してくださいませ」

「あぁ」

　……うん？　今とんでもない約束をしてしまったような気が。

　僕は帝都の街並みから視線を外して、横に座ったルーファを見る。

　その瞳はとても真剣な光を帯びており、「ごめん、聞いてなかった」なんて言い出せる雰囲気ではなかった。

「……約束しよう」

　兜の中で冷や汗を流しながらそう告げると、ルーファは緊張で強こわ張ばっていた顔に、花咲くような微笑みを浮かべた。

「ありがとうございます。その約束が叶えられたあかつきには、この身を全て捧げると誓ちかいましょう」

　そう告げるルーファの笑顔があまりにも綺麗で、余よ計けいに僕の額が冷や汗まみれになる。

　今のって、まさかプロポーズ!?　それを聞き流して適当に返事をするなんて、男として最低すぎるじゃないかっ！

　いやでも、王子様に一ひと目め惚ぼれする物語のお姫様でもあるまいし、出会って二日と経たない男に求婚するとも思えないし……。

　ルーファが何を言っていたのか確認したい。でも「やっぱりもう一回言って？」なんて最低すぎて頼めない！

「お客様、空の旅はいかがでしたでしょうか？」

　魔術師さんの声が響いて、僕はハッとして顔を上げる。

　見れば僕達の乗った籠は、とっくに地上へ降り立っていた。悶もん々もんと悩んでいる間に、観覧飛行の時間が終わってしまったらしい。

　あっ、一等地がどの辺かしっかり確認するのを忘れてたっ!?

　二つも大きなヘマを重ねてしまい、僕は意気消沈しながらも、次のお客さんに迷惑をかけないように急いで籠の中から下りる。

「どうじゃ、楽しかったか？」

「えぇ、有意義な時間でした」

　大剣の横で待っていたガーネットに、ルーファはとても嬉しそうに答えた。

　……そうだ、ガーネットなら何を言わずとも、僕の気持ちを察してルーファが何を言っていたのか聞いてくれるはず！

「んっ、どうしたのじゃ？」

　こちらの様子に気がつき、見上げてきたガーネットの青い瞳を、僕は熱い思いを込めて見つめ返す。

　頼む、僕には君しかいないんだっ！

「……すまぬ、ワシは家のために同族の婿むこを取るつもりじゃから、お主の思いには応えられぬ」

　そして誤解された。

「なるほど、一国一城の主となれば、一人の女では満足できませんか」

　そして誤解が増えた。

『あの黒い騎士、エルフの子だけじゃ飽き足らず、ドワーフの子にまで手を出してるの？』

『他種族の女をコレクションしている色情冒険者なんでしょ。サイテー』

『しかも姫様そっくりのエルフとか、羨ま──絶対に許さない！』

　そして悪評が拡大した。

　周囲からの冷たい視線に耐えられず、僕は大剣を引き抜いて背負うと、そのまま全力で逃げ去るのであった。
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　ルーファ達は急に逃げ出したアルバを何とか見つけ出した後、共に七番地・宿屋街まで戻って来た。

「アルバ様、今日はとても楽しかったです」

「あぁ」

「それでは、また明日からよろしくお願い致します」

「また明日」

　わざわざアパートまで送ってくれたアルバに、ルーファは笑顔で礼をして別れる。

　そして、自分の部屋に入った途端、露出度の高いドレスを脱ぎ捨てた。

「ふぅ、アルバ様を誘惑するためとはいえ、半日も猫を被り続けるのは疲れますね」

「いいから服を着ぬか、裸族」

　そう叱るガーネットも破くような勢いでゴスロリ服を脱ぎ捨てると、下着姿のまま真っ先に付け髭を装着する。

「それ、もう捨てたらどうです？　ない方がアルバ様も喜ぶでしょうし」
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「い・や・じゃ！」

「まったく、石みたいに頑がん固こなところだけはドワーフらしいのだから」

　ルーファは呆れながらも部屋着のワンピースを着て、ベッドに寝転がった。

「しかし、今日は本当に有意義でしたね」

　とりあえず、アルバが悪魔のような存在ではなく、人間の若い男性だと確信できた。

　そして、自らが支配者として君臨するためとはいえ、深き迷宮の最奥を目指すという約束も得られた。

「皇帝の首をすげ替えようとも、帝都の臣民二十万人が救われるのなら些さ細さいな事です」

「そうじゃな」

「というか、あのクソ親父が追い落とされると思うとむしろ清せい々せいします！」

「そうじゃない」

　流石に親不孝がすぎるとガーネットが窘めると、ルーファは心底嫌そうに鼻を鳴らす。

「ふんっ、娘の真しん摯しな忠告を無視するクソ親父など、帝位を奪われて国外追放されても当然です！」

「処刑と言わないだけマシなのかのう？」

　何だかんだで、ルーファも皇帝を父親とは認めているのだ。

「とにかく、あんなクソ親の事は忘れて、明日からの寄生ライフに思いをはせましょう」

「クソ娘らしい考えじゃな」

「ふふふっ、今日のデートで骨抜きとなったアルバ様は、私達のために喜んで戦ってくれるに違いありません」

「骨抜きにされかけたチョロ姫が何を言うておる」

「もぉ、さっきから文句ばっかり何ですかっ！」

「ボケにはツッコむのが礼儀じゃからな」

　揚げ足取りばかりしてくるガーネットに、ルーファは怒ってベッドから起き上がる。

　そして、いつものように喧嘩を始めようとした所で、ふと思い出した。

「ガーネット、『イ・ラプセル』という単語に心当たりはありませんか？」

「アルバが名乗っていたあれか。ワシは聞き覚えがないのう」

　ガーネットは首を傾げつつ、本棚から世界地図を引っ張り出してくる。

　帝城の書庫からルーファが永遠に借りてきた物なので、市販の物には載っていないような、細かい地形や小さな集落まで書き込まれている。

　だが、いくら探してもそのような名前は見当たらなかった。

「ないのう、適当にでっち上げた名ではないのか？」

「いえ、どこかで聞いた覚えはあるのです」

　ルーファはそう言いながら、地図とは別の古びた本を引っ張り出してくる。

「確か神話の勉強中だったような……ありました！」

「ふむ、どれじゃ」

　ガーネットは身を乗り出して、ルーファが指さした所を読み上げる。

「至福の島イ・ラプセル、遙はるか西方の海に浮かぶとされる伝説の妖精島か」

「つまり、偽ぎ名めいという事でしょうか？」

　一転して暗い顔になるルーファに、ガーネットは深く頷いた。

「じゃろうな。彼奴はこういった神話伝承とか大好きそうじゃし」

　深き迷宮の最下層に、伝説の聖剣エクスカリバーが眠っているとか言ったら、大喜びで突撃するタイプに間違いない。

「いや、呪われし魔剣バルムンクとかの方が好きかのう？」

「どちらでもいいですよ。はぁー、結局手がかりなしですか」

　摑んだと思ったアルバの正体がすり抜けて、ルーファは落らく胆たんしてまたベッドに寝転がる。

「疲れたらお腹が空すいてきました。ガーネット、何か買ってきてください」

「アルバを誑たらし込こむつもりなら、手料理を覚えたらどうじゃ？」

「皇女として包丁すら握らせて貰えなかった私に、今さらできるわけないでしょう！」

「だから努力せいと言うとるのじゃ」

「そんな事を言うガーネットだって、料理できないくせに！」

「で、できるわ！　ただちょっと、切った野菜の形が歪いびつになるだけで……」

「ぷぷっ、ドワーフのくせに不器用とか恥ずかしくないんですか～？」

「お主、言うてはならん事を……っ！」

　そうして始まった二人の口喧嘩は、いつも通り大家が怒鳴り込んでくるまで続くのであった。
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　昨日、街を見て回り英気を養やしなった僕は、今日も日の出前に元気よく目を覚ました。

　……二人も女の子を侍はべらせたスケベ男という、不ふ名めい誉よな悪評が広まったのは、なかった事として忘れよう。爺じいちゃんも「男なら過去を振り返るな」と言っていたし。

　けど懲こりずに浮気を繰り返しては、婆ばあちゃんから何度も折せつ檻かんを受けているので、学習は大事だと思う。

　僕は朝から憂ゆう鬱うつな気持ちになりつつも、軽く朝食を済ませて宿屋を出ると、ルーファ達の住むアパートに向かった。

「おはようございます、アルバ様」

「早起きは良い事じゃが、暗あん黒こく騎き士しの格かつ好こうには似合わぬのう」

　彼女達も既すでに起きて準備を整えており、僕達は揃そろって迷宮に向かう。

　昨日休んだ分、今日は沢たく山さん魔物を狩ろう！

　そう意気込みながら迷宮に入り、いつもの十字路まで進んで足を止める。

　ふふふっ、ルーファが仲間になった今、広い迷宮を歩き回る必要はなくなったからね。

「では、私が魔術で魔物を呼び集めますので、その後はお願い致します」

「分かった」

　僕が頷うなずき返かえすと、ルーファはさっそく呪じゆ文もんを唱え始めた。

「空気を掻かき鳴ならし、魔に伝えよ、汝なんじらが敵てきはここにいる、『警報アラーム』」

　ルーファの霊気が杖つえを通して大気に広がり、あのビービーッという不快な大音量が鳴り響く。

　魔術による特殊な騒音は石壁に反射して、迷宮の遙はるか奥まで響いていった。

　そして暫しばらく待っていると、十字路の前と左右から津波のような足音が轟とどろいてくる。

　これは全部で四十、五十……駄目だ、多すぎて数え切れない。でも百以上はいるだろう。

「おい、一昨日おとといの比ではない大群が迫っておらんか？」

「トロールらしき重い足音も響いていますね」

　ガーネットと共に額ひたいに冷や汗を浮かべながら、ルーファは僕の背中に回る。

「アルバ様、身勝手な事を申し上げますが、魔物達をできるだけ引きつけてから倒して頂けますか」

　引きつけて？　敵がどこから来るか分かっているなら、安全な遠距離から霊気の刃やいばを飛ばして、一方的に蹂じゆう躙りんした方が楽なんだけど。

「お主ぬし、以外と鬼き畜ちくじゃな」

　僕の主張を読み取って、ガーネットがちょっと引いた表情を浮かべる。

　心外だな。師匠も「卑ひ怯きようなど敗者の戯ざれ言ごと。虚きよ言げん、不意打ち、闇やみ討うち、戦場ではあらゆる手段が正当化される」と言ってたし、遠距離からの攻撃は大正義だと思うんだけど。

「その意見には反論せぬ。しかし、迷宮ではあまり長距離で戦っても意味がないのじゃ」

　というと？

「魔物の魔力を近距離で浴あびねば、強くなれぬからじゃ」

「あぁ！」

　僕は思わず声を上げる。そうか、魔物狩りは霊気の鍛たん錬れんにもなるのか。

　今までは爺ちゃんの召喚した精霊とばかり戦っていたから、天然の魔物と戦って霊気を鍛きたえるという発想が頭から抜けていた。

　俄が然ぜんやる気が出てきて、僕は十字路のど真ん中に進み出る。

「アルバ様っ!? 　いくら貴方あなたでも多方から襲われては危険です！」

「そうじゃ、無理せず一本道の通路で戦うべきじゃろう」

　引き戻そうと慌あわてて駆け寄ってきたルーファ達に、僕はしゃがみ込むように手で促うながす。

　大丈夫、今から使う技は広い場所の方が効果的なのだ。

　そして、しゃがんでいれば絶対に当たらない。立っていると前後左右のどこにいようと危険だけど。

「……信じるからの、裏切ってくれるなよ」

「よく分かりませんが、アルバ様を信じればいいのですね」

　ガーネットは恐怖を呑のみ込こむような顔で床に伏せて、ルーファもその後に続く。

　それを見守り、僕は大剣を腰だめに構えて、前と左右から迫る魔物の津波に目を向けた。

　まだ、まだ遠い、あと三歩、二歩……今だ！

　目と鼻の先にまで迫った魔物達に向けて、僕は大剣を薙なぎ払はらう勢いに任せて一回転する。

　そして、剣先から伸ばした霊気の刃で弧こを描き、魔物の胴体を次々と斬きり裂さいていった。

　黒くろ陰かげ流りゆう剣術・月がち輪りん

　本来は自分の手足すら見えない真っ暗闇の中で、潜ひそむ敵をまとめて倒すという技なのだが、こうした使い方もできる。

　月の輪を思わせる霊気の刃に両断された魔物達が、一いつ斉せいに光となって四散する。

　眩まぶしっ！　これじゃあ月輪というか日にち輪りんだな……あっ、勢い余あまって迷宮の壁まで斬ってしまったけれども、大丈夫だろうか？

　心配になって慌てる僕の横で、しゃがみ込んでいたルーファ達が静かに起き上がる。

「ふふふっ、体が焼けるほど大量の魔力が流れ込んでくるこの感じ、最高ですねっ！」

「寄生する連中の気持ちがよく分かるのじゃ……」

　まるで悪人のように笑うルーファとは対照的に、ガーネットは申し訳なさそうに肩を落とす。

　う～ん、炎の精霊イフリート先生を倒した時の百分の一も魔力を浴びられなかったから、物足りなかったのだろうか？

「お主、またとんでもない事を考えとるじゃろ」

　いや、強くなりたいなら爺ちゃんを呼んで、上位精霊パーティーを開催して貰もらった方が早いかなと。二人とも可愛かわいい女の子だから、喜んで手助けしてくれそうだし。

「何を考えているのか知らぬが遠慮しておく。ろくでもない事が起きそうじゃ」

　ガーネットは嫌そうに顔を歪ゆがめて、首を横に振った。

　確かに、浮気を疑われた爺ちゃんにろくでもない事（婆ちゃんからの制裁）が起きるだろう。

　そう納得する僕の前で、ルーファが満面の笑みで再び杖を構える。

「ではアルバ様、この調子で魔物が空からになるまで狩り尽くしましょう！」

「待った」

　再び警報の魔術を唱えようとしたルーファを、僕は手を上げて制する。

「……やはり、寄生行為など汚けがらわしいと？」

　悲しそうに顔を歪ませる彼女に、僕は首を横に振る。

　寄生行為とやらが何かは知らないけれど、もっと大切な事があるからだ。

「魔石、回収しよう」

　マイホームのためにお金を稼かせぐという、重大な目的がねっ！
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「それでは金貨五百枚、確かにお預あずかり致しました」

　銀行の行員さんはそう言って、口座の通帳を渡してくれる。

　あれから警報での魔物集めを繰り返し、合計で約五百体の魔物を倒して、手に入れた魔石を全て換かん金きんしたのだが、トロールなどの大型も交まじっていたお陰かげで、凄すごい金額になってしまった。

　税金を引いた上で金貨五百枚も……これを二百回も繰り返せば、目標の金貨十万枚に届く。

　まだまだ先は遠いけれども、決して不可能ではないと実感して、僕は兜かぶとの中で笑みを浮かべながら銀行を後にした。

「ふふふっ、痛いほど体中に霊気が漲みなぎっています。実力的には既に二階級と言っていいでしょう」

「あまり調子に乗るでないぞ。気持ちは分かるがのう」

　宿屋街に向かって歩きながら、ルーファ達も笑顔を浮かべていた。

　それにしても、また報酬は全部僕が貰ってしまったのだけど、彼女達は食費など大丈夫なのだろうか？

「気にせんでよいぞ。生活に困らんくらいの貯金はあるからのう」

「はい、使い道のない金属アクセサリーを全て売り払いましたので」

　心配する僕に、二人は揃ってそう告げた。

　ならいいけど……売り払われたアクセサリーという単語に、何な故ぜか怖おぞ気けを覚えてしまう。

「もちろん、アルバ様から頂いたこれは、絶対に手放したりしませんわ」

　ルーファはそう言って、首にかけた琥こ珀はくのペンダントを見せてくる。

　勢いでプレゼントした物だが、大事にして貰えるとやっぱり嬉うれしい。

「ふふっ、またポイントを稼いでしまいましたね」

「お主は本当に姑こ息そくな姫じゃのう」

　何か独り言を呟つぶやくルーファに、ガーネットがまた呆あきれた視線を向けている。

　身長や見た目の幼さとは裏うら腹はらに、彼女の方がお姉さんっぽいよな。いや、お母さんかな？

「ワシはこんなアホ娘なんぞ産みたくないわ」

「急に失礼ですね。私はガーネットならママと呼んでも構いませんよ？」

「だからキモいわっ！」

　今日はご機嫌だからか、笑顔で抱きついてくるルーファを、ガーネットは嫌そうに引き離す。

「しかし、卑ひ劣れつな手段とはいえこれだけ力を手にしたとなると、守護者に挑いどむべきかもしれんのう」

　守護者か、小耳に挟んだ事はあるけれど、詳くわしくは知らないんだよな。

　そんな僕の視線を受け取って、ガーネットは「やはり知らんかったか」とばかりに溜ため息いきを吐つきつつも説明してくれた。

「深き迷宮にはその階層ごとに、『守護者』と呼ばれる特別な魔物がいるのじゃ」

「その守護者を倒さない限り、下の階層には決して行けないのです」

　それは地下への階段を守っているという事だろうか？

「いや、それがちと複雑でのう、深き迷宮には階段という物が存在しないのじゃ」

　どういう事？　階段がないと下に行けないじゃないか。

　分かった、ハシゴや縦穴があるのかっ！

「そんなトンチではないぞ。似たようなものかもしれんが」

「端たん的てきに申しますと、守護者を倒す事で階下に瞬間移動テレポートできるようになるのです」

　ルーファはそう言いながら、丁度横をすれ違った青年冒険者の腰に視線を送った。

「今の方、腰に白いメダルを下げていたのに気がつきましたか？」

　確かに着けていた。都会流のファッションだと思っていたけど違うのか。

「守護者を倒すとあのようなメダルが得られるのです。それを持っていると、地下一階の出入り口付近にある隠し通路が開き、その先にある魔方陣からさらに下の階層へテレポートできるのだそうです」

　えっ、迷宮にそんな隠しギミックがあったなんて……秘密基地みたいで格好良い！

　思わず興奮する僕に、ガーネットは白い目を向けながら補足した。

「先程のは白いメダルじゃったから、地下一階の守護者『怠たい惰だの白角熊スロウス』を倒した証じゃな」

「つまり、地下二階に行ける権利を得た、二階級の冒険者という事です」

　なるほど、冒険者の階級ってそうやって見分けるんだ。

「といっても、大事なメダルは落とさぬよう、懐ふところにしまっておく者が多いがのう」

「きっと二階級になったばかりで、自じ慢まんしたくて仕方がないのでしょうね」

　ルーファ達は揃って苦笑するが、僕は見せびらかしていた青年に共感してしまう。

　分かる。蛇へびの抜ぬけ殻がらとか見つけたら、人に見せたくなるよね！

　幼おさな馴な染じみにそれをやったら、眉み間けんに流りゆう星せい蹴げりを食らったけれども。

「まぁ、仮に落としたり盗まれたりしても、守護者は一日すればまた現れるからのう。再び倒して手に入れればよい話じゃから、そこまで厳重に守る必要もないのじゃが」

「それにメダルだけ手に入れても、守護者を倒した者がいなければ、下の階層には行けないそうですよ」

　へー、そんな不思議な仕組みになっているんだ。いったい誰が作ったんだろう？

　……待て、自分の言葉で気がついたが。これ変だよな。

　まるで『誰かが意図的に作ったような仕掛け』が、どうして深き迷宮にあるんだ？

　思わず立ち止まった僕の様子から、その疑問を感じ取ったのだろう。ルーファとガーネットも揃って険けわしい表情を浮かべた。

「それは──」

「三人とも動くなっ！」

　急に大きな怒声が響いたかと思うと、建物の陰から大勢の衛兵が現れて、僕達を取り囲んで槍やりを向けてきた。

　えっ、何か悪い事したっけっ!?

　戸と惑まどい立ち尽くす僕達の前に、軍馬に乗った厳いかつい顔の中年男性が出てくる。

　白銀の全ぜん身しん鎧よろいを身にまとい、腰に高そうな剣を提げており、いかにも騎士といった風体だ。

「サー・オックス、これはいったい何の真ま似ねですか？」

「姫様、馬鹿な真似はなさらず、大人しくして頂きましょうか」

　剣けん呑のんな表情で杖を構えるルーファに、騎士さんは静かに言い返す。

　そして、僕の方を睨にらんできた。

「貴様もだ。姫様やレッドベリル殿の娘に怪け我がをさせたくはあるまい」

　騎士さんはそう言って、剣の柄つかに手をかける。

　いや、元から逆らう気とかないんだけど、女の子を盾たてに脅おどすような発言は、騎士として恥ずかしくないのだろうか？

　そう注意の意味を込めて睨み返すと、騎士さんは厳つい顔をさらに強こわ張ばらせ、取り囲んでいる衛兵達は一歩退ひいてしまった。

　あれ？　これって僕が脅し返したと思われてないか？

『暗黒騎士の奴、正規兵を相手に戦やる気だぞ！』

『あの格好は帝国に対する宣戦布告だって噂うわさ、本当だったのかっ!?』

『真っ黒い鎧よろい、格好良いな』

　集まってきた野次馬達からも物騒な誤解をされている……あとそこのセンスが良い少年、機会があれば共にじっくりと語り合おう！

「アルバ様、お気持ちは分かりますが、ここはお抑えください」

「そうじゃ、いくら冒険者の自由が帝国法によって守られているとはいえ、帝国騎士と争えば罪に問われるのじゃ」

　ルーファ達も揃って僕を止めてくる。う～ん、そんなに怒って見えたのだろうか？

　納得しかねて首を傾かしげていると、ガーネットが背伸びをして囁ささやいてきた。

「お主、気がついておらぬようじゃが、おそらく感情が高ぶった時に、全身から真っ黒い霊気が漏もれ出でておるぞ」

　えっ、そうだったのっ!?　うわ、恥ずかしい。敵に動きを読まれてしまうから、体内の霊気は指の先まで完全に掌しよう握あくしろって、師匠に厳きびしく教えられてきたのに……。

　羞しゆう恥ちのあまり一歩下がった僕を見て、取り囲んでいた衛兵達は安あん堵どの溜息を漏らし、騎士さんも剣の柄から手を放した。

「連行せよ」

　騎士さんはそう言って馬を翻ひるがえし、僕達は衛兵達に追い立てられるようにその後を追った。

　そうして、八番地・迷宮入り口の横に建てられた番兵の兵へい舎しやに連れてこられる。

　食堂らしき広い部屋に通され、衛兵達に囲まれたまま席に着くと、対面に座った騎士さんはルーファの顔を見て話し始めた。

「さて、どうして連行されたのか、分かっておりますな？」

「いいえ、まったく身に覚えがありません」

　騎士さんの強こわ面もてに一歩も引かず、ルーファは毅き然ぜんと言い返す。

　そうだ、僕達は悪い事なんてしてないぞ！

「お惚とぼけも大概になさいませ。迷宮の中で『警報アラーム』の禁術を使うのは厳禁なのですよ」

　悪い事してたっ!?　でも、警報の何が悪いのだろう？

　理由が分からず隣のガーネットを窺うかがうと、彼女も困惑の表情を浮かべた。

「すまぬ、ワシも魔術は詳しくなくてのう。魔物の大群を呼び寄せるなど危険じゃから、禁術と呼ばれるのも仕方ないとは思っておったが……」

　そう言って、二人揃ってルーファの顔を窺うが、彼女は口笛を吹きながら目を逸そらしてしまう。

　その怪しい態度を見て、騎士さんは眉み間けんにシワを寄せながらも教えてくれた。

「警報の魔術で呼び集めて、迷宮内の魔物を一いち網もう打だ尽じんにする。大群を捌さばける実力さえあれば、短時間で大量の魔物を倒せる効率的な方法だ。だが、その津波に他の冒険者が巻き込まれたら、どうなるかは言うまでもあるまい」

　あっ、それは全く考えてなかった！

　巻き込まれて死人が出ていたらどうしようと慌てる僕を余よ所そに、ルーファは冷静に言い返す。

「そういった事故が起きないように、他の冒険者がいない早朝に行っていたのですが？」

「確かに、巻き込まれて死亡や怪我をしたという報告は上がっていません」

　騎士さんの返事を聞いて、僕は胸を撫なで下おろす。

　そんな安堵を見み透すかしたかのように、騎士さんは語気を強めた。

「しかし、それは今回が幸運だったというだけで、次も無事に済むという保証はありません！」

　うっ、確かにその通りだ。冒険者は昼頃から動き出す人が多いみたいだけど、僕達みたく早朝に活動する人だって少ないがいるだろう。

「ただ、それが一番の問題ではありません」

　えっ、大問題だと思うけどっ!?

「迷宮内の魔物をたった一つのパーティーが狩り尽くし、その富とみを独占した。それこそが問題なのですよ」

　騎士さんはルーファに向かって、言い含めるように告げる。

　あぁ、それもあったのか。まるで考えが及およんでいなかった……。

　僕が初めて迷宮に入ったあの日、先行していた冒険者達が倒していたために、魔物とあまり遭遇できなかった。

　それと同じように、朝早くに僕達が約五百体もの魔物をまとめて狩ったために、地下一階が一時的に空っぽになってしまったのだろう。

「一階級冒険者達から『魔物が全くいない』との報告を受けましてね、誰かが禁止されている『警けい報ほう猟りよう』をやったのだろうと、すぐに察さつしがつきましたよ」

　その口ぶりだと、過去に同じ事をした人がいたのだろうか？

　まぁ、約千年も歴史のある迷宮だし、大抵の事は先人にやりつくされているよね。

　それにしたって、犯人が僕達だと何故こんなに早く分かったのだろう？

　不思議に思っていると、ルーファが舌打ちしたそうな表情で呟いた。

「銀行の魔石換金から足がつきましたか」

　あっ、そうか。換金した魔石の質や量から、どの階でどれくらい魔物を狩ったか分かっちゃうのか！

　それを銀行から聞き出して、僕達が犯人だと特定して、急いで包囲したと。

　帝国衛兵の捜査力は凄いな、絶対に悪い事はやめよう。

　そう心に決める僕を余所に、騎士さんはルーファに向かって深い溜息を吐く。

「そのご様子ですと、諸もろ々もろの被害を分かった上で警報猟を行ったようですな」

「いいえ、他の方々にご迷惑をおかけするとは、全く気がついておりませんでした。本当に申し訳ありません、二度としないと誓います」

　ルーファはそう言って深く頭を下げるのだが……「ちっ、うるせえな、反省してまーす」という空気を感じるのは、僕の気のせいだろうか？

　ただ、非を認めて謝られたからには、もう追及のしようもないのだろう。騎士さんは苦々しい表情で溜息を呑み込む。

「警報猟は禁止行為とはいえ、冒険者間の不ふ文ぶん律りつであって、法律で罰則が決まっているわけではありません。被害も出ていない以上、貴方あなた達を罰する事もできません」

「では、もう帰らせて頂きます」

　ルーファは清々しい笑顔を浮かべて、用は済んだと席を立つ。

　だが、それを見た衛兵達が、部屋の扉を素早く塞ふさいだ。

「サー・オックス、これは何の真似でしょうか？」

　今まで見た事もないような冷たい目で、ルーファが騎士さんを睨む。

「冒険者法第一条、冒険者は重大な罪を犯さぬ限り、身の自由を保障される……まさか、知らないとは言いませんよね？」

「…………」

「この場合における重罪とは、『他者を消滅ロストさせる』『国家に対する反逆行為』といった、お金や魔法では取り返しのつかない、死刑確定レベルの大罪だけです。私達はそのような罪を犯した覚えなどありませんが？」

　黙り込む騎士さんに向かって、ルーファは静かに、だが怖いほどの威圧感を放って告げる。

　凄い、まるで本物のお姫様──いや、女帝のようだっ！

「嫌っておっても血は流れておるからのう」

　ガーネットが小声で呟いてくるが、血って何の事だろう？

　僕が首を傾げていると、騎士さんが重い重い溜息と共に吐きだした。

「姫様、第七皇女ルーファ・オーラム・ゴルドー殿下、いい加減にお遊びはおやめください」

　……えっ、第七皇女殿下？

「サー・オックス、その名で呼ぶのはおやめなさい。今の私は一介の冒険者、エルフの魔術師・ルーファなのです」

　そう断言する彼女の姿は、皇女の名に相応ふさわしい威い厳げんに溢あふれていた。

　まさか、姫様って愛称じゃなくて、本当に本物のお姫様だったのっ!?

「遅すぎじゃろ……」

　激しい混乱に見舞われる僕と、呆れた顔をするガーネットを余所に、ルーファと騎士さんの睨み合いは続く。

「このゴルドー帝国は最初の冒険者である、初代皇帝陛下の手によって建てられたものです。そして、数多あまたの冒険者達の血と汗によって栄さかえてきた国。だからこそ、どのような出自、種族であろうとも、冒険者を縛しばる事だけは許されない」

「それが皇女殿下であろうとも、ですか？」

「分かっているのなら、今すぐこの者達を退ひかせなさい」

　出入り口を塞ぐ衛兵達を、ルーファは顎あごで指す。

「それとも、貴方達にアルバ様を止められると思っているのですか？」

　えっ、僕!?

　急に話を振られてしまい、僕は驚いて立ち上がる。

　すると、騎士さんまで驚いて立ち上がり、腰の剣を抜いて僕の首に向けてきた。

　うわっ、危なっ！

　僕は迫る刃に向かって、反射的に右の裏拳を放つ。

　するとガキンッという鈍にぶい音が響いて、騎士さんの剣が折れてしまった。

「なっ……!?」

　騎士さんが絶句しながら後ろに下がるなか、折れた刃が壁に突き刺さる。

　うわぁぁぁ───、やってしまったぁぁぁ───っ！

　あんな高そうな剣を弁べん償しようするとなったら、せっかく貯ためた金貨五百枚が吹っ飛んじゃうっ!?

　ショックのあまり立ち尽くしていると、僕の背中をガーネットが押してきた。

「ほれ、帰るのじゃ」

　いや待って、せめて分割払いにさせて貰えないか交渉させてっ!?

　そんな無言の訴うつたえは聞き入れて貰えず、僕はガーネットに押されるまま扉に歩み寄る。

　すると、その前を塞いでいた衛兵達が慌てて飛とび退のいた。

「では、さようなら」

　ルーファが優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをして、扉を開けて廊下に出る。

　その背中に向かって、騎士さんが今日一番の険しい声を上げた。

「帝国が滅ほろびるなんて戯れ言のために御おん身みを危険に晒さらし、皇帝陛下に心労をかけて申し訳ないとは思わないのですかっ！」

　帝国が滅びるって、急に何を言っているんだろう？

　僕は首を傾げながらルーファの後を追う。

　彼女は無言のまま兵舎から出ると、赤く染まってきた空を見上げて、こぼれ落ちるように呟いた。

「あの男が娘の心配などするものですか」

　その横顔がとても悲しそうで、僕は何も聞く事ができなかった。
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　迷宮入り口から宿屋街に戻って来ても、ルーファは黙ったままで何も言わなかった。

　そのまま彼女達のアパートまで案内されて、促されるまま部屋に入り椅い子すに座ったところで、彼女はようやく重い口を開いた。

「アルバ様、今まで謀たばかっていた事をどうかお許し下さい」

　ルーファはそう言って深く頭を下げる。

　謀っていたって、本物のお姫様だった事だろうか？

「私が第七皇女だという事は、とっくにご存じだったと思いますが」

　いえ、ご存じありませんでした。

「深き迷宮の最さい奥おうに達しても、何でも願いが叶かなうなんて事はないと知りながら、私の勝手な都合で伏せていたなんて、謝っても許しは頂けないでしょう……」

　いえ、それも初耳です。

　何だか僕の知らない話ばかりで、さっぱり分からない。

　こういう時は……ガーネット～、助けて～っ！

「人を母親みたいに頼るでないわ！　まぁ、黙っていたのはワシも同じじゃから、しっかり話してやるがのう」

　ガーネットは溜息を吐きつつも、そう言って説明の姿勢をとってくれる。

　ありがとう、そんな君が大好きだっ！

「大たい概がいにせんと、その首へし折るぞ」

　素直に感謝の気持ちを伝えただけなのに、ガーネットは何故か嫌そうに顔を歪めて、メイスを手に取った。

　おかしい。この台詞せりふを言えばあの意地悪な幼馴染みでさえ、機嫌が良くなるというのに。

「この天然ジゴロめが……」

「ガーネット、先程から何の話をしていますの？」

「アルバもお主も大馬鹿だという話じゃ。いいから黙って聞いておれ」

　不思議そうに首を傾げたルーファを小こ突づいて、ガーネットはようやく話し始めた。

「まず確認じゃが、深き迷宮の最下層、おそらく地下七階に辿たどり着つくと、何でも一つ願いか叶うと噂されておるのじゃ」

　七階しかないのに深き迷宮って、誇こ大だい広告じゃない？

「余計な茶々を入れるでないわっ！　とにかく、そういった噂があり、冒険者の多くがそれを信じて最下層を目指しておる。しかし、真相は違うのじゃ」

「最下層には世界を滅ぼす『終しゆう焉えんの魔神』が封印されているのです」

　ガーネットの言葉を引き継いで、ルーファが強張った声で告げる。

　封印されし終焉の魔神……くっ、何て格好良い響きなんだ！

　いやいや、男の子心をくすぐられている場合ではない。世界を滅ぼすなんて大問題じゃないかっ!?

「そうじゃ、大問題じゃ。しかし、帝都二十万の民も冒険者達も、誰一人としてそんな話を知らぬ」

　そうなの？　願いが叶うという方の噂すら知らなかった僕には、いまいち事の重大さが分からない。

　ただ、帝都に来るまでの間にも、世界が滅びるなんて話は全く聞かなかった。終焉の魔神という名前も初耳である。

　深き迷宮の最奥にそんな格好良い──もとい危険な存在がいるとしたら、僕が帝国に行くと言い出した時に、爺ちゃんか婆ちゃんが教えてくれそうなものだけど……。

　首を捻ひねる僕を見て、ルーファは悲しそうな顔をしながらも頷いた。

「信じて頂けなくても当然です。私は今まで幾いく人にんにもこの話をしましたが、信じてくれたのはガーネット一人だけでしたから」

「こやつは性しよう根ねのねじくれたアホ姫じゃが、風ふう聞ぶんで世に混乱を振りまく愉ゆ快かい犯はんではないからのう」

　ルーファに笑いかけられて、ガーネットは照れ臭そうに付け髭を撫でた。

　そんな微笑ほほえましい彼女達を疑う気など最初からない。ただ、二人が偽にせの情報を摑つかまされたという可能性はないだろうか？

　そんな疑問を読み取って、ガーネットは僕を真まっ直すぐ見つめ返してきた。

「焦あせらずとも根拠はちゃんとあるのじゃ。それを信じてくれる者はいなかったがのう」

　ふむふむ、それは何だろう。

「始まりは二年前、こやつが帝城の書庫に忍び込んだ時じゃ」

「人聞きの悪い言い方はおやめなさい。魔術の勉強をするために、本を永遠に借りてきただけです」

　それは普通、泥棒と言うのではないだろうか？

「しかもパクってきた理由が、意地悪な姉達に仕返しするためで、封じられた禁書庫にまで手を出しておるからのう。立派な大泥棒じゃ」

「あー、あー、聞こえませんねー」

　ガーネットのお小言を、ルーファは耳を塞いでスルーする。

　何やらメッキが剝はがれて地が見えてきたけど、こちらの方が親しみやすくて可愛いと思う。

　そんな僕の視線に気がついて、ルーファは赤面しながら咳せき払ばらいした。

「こほんっ。ともあれ、その書庫で見つけた本の中に、とても古い歴史書があったのです。そこにはゴルドー帝国がまだなかった、千年以上も前の事が書かれていました」

　千年以上も前となると、それって神話時代のお話っ!?

　驚いて身を乗り出す僕に、ガーネットが深く頷き返す。

「そうじゃ。遙か昔、まだ地上に神々や魔物が溢れていた混こん沌とんの時代、脆ぜい弱じやくな人類は魔物に追い立てられ、明日の糧かてもなく彷徨さまよっていたという」

「それを哀れに思った善なる神々が、魔物を生み出す邪悪な神を打ち滅ぼし、今の安定した世界を作り上げたという神話は、アルバ様もご存じでしょう？」

　うん、婆ちゃんから似た話を聞いた事がある。細部が異ことなるのはきっと地域差だろう。

「この後、安全に住める土地を得た人類は数を増やし、深き迷宮を見つけた一人の青年が、魔物を倒して得た力を元に国を建て、ゴルドー帝国の初代皇帝となる、というのが一般的に信じられている歴史です」

「じゃが、ルーファが見つけた禁書には、少し違った事が書かれていたのじゃ」

　ほうほう、それはいったい何だろう？

　興きよう味み津しん々しんで耳を傾ける僕に、ルーファは当時の衝撃を思い出したように、強張った表情で告げた。

「魔物を生み出す邪悪な神──終焉の魔神は滅びておらず、大地の奥底に封印されただけで、一千年後に蘇よみがえって今度こそ世界を滅ぼすと、そう書かれていたのです」

　なっ、何だってぇぇぇ───っ!?

　思わず叫びそうになった口を、僕は必死に閉じる。騒音で隣近所に迷惑をかけて、ルーファ達の評判を落とすわけにはいかない。

「評判なら既に最悪なのじゃが、問題は終焉の魔神じゃ。お主、世界を滅ぼす魔神なんてものが、本当にいると思うか？」

　……えっ、いないの？

「何故悲しそうな顔をする」

　だって、終焉の魔神だよ？　名前からして格好良いに決まってる！　きっと禍まが々まがしい漆しつ黒こくの鎧をまとった百腕巨人ヘカトンケイルとかで、百種類の魔剣を持ち、千の魔術を操る破壊神なんだよ！

「想像力豊かじゃな」

　興奮する僕に向かって、ガーネットは生なま暖あたたかい視線を送ってくる。残念だ、やはり男のロマンは女の子に伝わらないのか。

「魔神に恐れをなさず、むしろ闘志を燃やすなんて、流石さすがはアルバ様です」

　ルーファの方は何やら勘違いをして嬉しそうに微笑む。

　いや、是ぜ非ひとも格好良い姿を見てみたいとは思うけど、世界を滅ぼすなんて迷惑な神様は僕も遠慮したい。そもそも、終焉の魔神はいるの？　いないの？

「いない、と普通は答えるじゃろうな。ワシとて魔神の話だけであれば、一笑に付ふしたであろうよ。じゃが、ルーファが見つけた禁書には、その根拠が示されておったのじゃよ」

　その根拠とは何かと、固かた唾ずを呑のんで待つ僕に、ルーファが地面を指さしながら答えた。

「深き迷宮です。その最下層にこそ、終焉の魔神が封印されているのです」

「何っ!?」

　ついに声が漏れ出てしまった。迷宮の最奥に封印されし滅びの魔神……くっ、格好良すぎてズルいっ！

「もうツッコまぬからな。それで、魔神が封印されているという根こん拠きよじゃが、そもそも深き迷宮がおかしな所だとは思わぬか？」

　確かにガーネットの言う通りだ。冷静に考えると迷宮は存在からしておかしい。

　そもそも、迷宮はどうやって生まれたのだろう？　綺麗な石いし畳だたみの通路が自然にできたはずがないし、地下に行けるテレポート魔方陣や、その通行許可証であるメダルを持つ階層守護者とか、人の作さく為いしか窺えない。

　だが、あれほど巨大な地下迷宮を人力で築くのは難しいし、何より何百体という魔物を迷宮内に召喚して、倒されても一日で補充するなんて、人間の魔術ではどう考えても不可能だ。

　深き迷宮は誰かの手によって作られた。けれども、人類の力では無理である。つまり──

「魔神ならば、深き迷宮を生み出せる」

「その通りです」

　僕の答えに対して、ルーファは満足そうに頷いた。

「封印されて動けぬ魔神が、自らの先兵として魔物を生み出し、地上に送り込むために生み出したのが、深き迷宮だというのです」

　なるほど……あれ？　でも魔物を送り込むだけなら、迷宮にする必要はないのでは？

　その疑問はガーネット達も抱いていたようで、難しい顔をしながら補足した。

「魔神は真っ直ぐな通路を作ったが、魔神を封印した善なる神々がそれを悟り、通路を歪めて迷宮に変えたのかもしれぬ。魔物が地上に出てこぬようにとな」

　うん、そっちの方が納得がいくかな。

「封印されていた禁書だからといって、そこに書かれていた事が全て真実だとは私も思っておりません。矛む盾じゆん点てんや不明な点も多いですから」

　ルーファの意見に僕も同意を示す。確かに、盛大な作り物という可能性も捨てきれないよね。

「ですが、深き迷宮の最下層に終焉の魔神、もしくはそれに類する危険な存在が封印されており、千年後に復活するという部分に関しては、信じてもよいと思っております」

　ルーファはそう言うと、一枚の巻物を持ってきて広げた。

「禁書庫には他にも迷宮に関する、興味深い情報が隠されていました。その一部を書き写した物がこれです」

　何々、地下一階に出没する魔物の総数に関して？

「特にここ百年ほどですが、帝国の拡大に合わせて冒険者の数も増大した事によって、地下一階の魔物が狩り尽くされてゼロになる事が何度かあったようです」

「といっても、月に一回あるかないかという程度じゃがな。普通の冒険者は二、三日に一回しか迷宮に潜らんし、週に一回以下の怠なまけ者ものもおるそうじゃしの」

　なるほど。たまたま迷宮に潜る人達が重なって、魔物が狩り尽くされた日が出たと。

「それで丁度良い機会だからと帝国が調査団を組んで、地下一階に出没する魔物の総数を割り出したのです」

　騎士さんが僕達を犯人だと割り出したように、換金された魔石の個数から計算したのだろう。

　コボルトとか弱い魔物は魔石を落とさない時もあるから、正確な数字を出すのは無理だろうけど、冒険者達にアンケート調査も行ったりすれば、だいたいの数は分かるはずだ。

　そう考える僕の前で、ルーファは巻物に書かれた数字を指さしていく。

「最新の調査は三年前で、その時は約四百九十体でした」

　僕達が狩り尽くした数は五百体くらいだから、特に変わっていない。

「五十年前の調査では約四百七十体です」

　あれっ、ちょっと減った？

「百年前に行った最初の調査では、約四百三十体となっています」

　やはり、徐じよ々じよに減っている……いや逆か。年を経へるごとに少しずつ増えているんだっ!?

　驚いて巻物から顔を上げる僕に、ルーファは真剣な顔つきで頷き返した。

「これ以前の事は残念ながら分かりませんが、今日の調査では約五百体でしたし、やはり魔物の総数は増えているとみて間違いありません」

　なるほど、禁止されている警報猟を行ったのは、手っ取り早く霊気を鍛えるだけでなく、魔物の総数を調査するのが目的だったのか！

「本当にそこまで考えていたのかのう？」

「もちろん、全て計算尽くですよ（スッ）」

「なら何故、目を逸らす」

　ガーネットからツッコミを受けたルーファは、またわざとらしい咳払いをして誤魔化した。

「こほんっ。ともあれ、魔物の数が増大しているわけでして、これは魔神の封印が解けて力を取り戻している証拠に他なりません」

「仮に終焉の魔神がおらずとも、魔物が増え続けているだけで危険じゃ。迷宮から溢れ出して街を襲い始めたら、とんでもない事になるのじゃ」

　冒険者の手に負えないくらい大量の魔物が、帝都二十万の人々に襲いかかるなんて、想像しただけでも恐ろしい。

「もしもそんな事になれば、帝都は間違いなく滅びます。そして帝都の崩壊を知った周辺諸国は、これ幸いと帝国に反旗を翻すでしょう」

　ルーファはどこか冷めた口調でそう断言した。

　……そうだよね。戦争で負けて帝国に占領された王国とか、恨みが燻くすぶっている人達もいるだろうし、帝国が魔物に襲われたからって、助けてくれる国ばかりではないよね。

「帝国を攻め滅ぼした後に、自分達が魔物の大群に襲われるとも考えずにのう。残念だがそれが人間の業ごうというものじゃ」

「だからこそ、この危機を知った時、私は解決するために奔ほん走そうしたのです」

　皇女でありながら──いや皇女だからこそ、ルーファは帝都二十万人のために、終焉の魔神を何とかしようと決めたのだろう。

「まずは皇帝陛下──もといクソ親父に直じき訴そしました。しかし、全く聞き入れて貰えなかったのです」

　可か哀わい想そうだけど、そこはわざわざ言い直す必要あった？

「他の大臣や将軍達にも相談しようとしたのですが、私が美少女エルフだからと妬ねたんでいる意地悪な姉達の妨害を受けて、誰も味方になってくれなかったのです」

　他種族だからって血の繫がった姉妹を差別するなんて、帝国の皇女って怖いな……。

「美少女の部分にはツッコまぬのか？」

「事実だろ？」

「そんな、もっと言ってください（ポッ）」

　僕が声に出して答えると、ルーファは嬉しそうに頰ほおを染めた。

　その姿は間違いなく可愛らしい……のだけど、同時に残念臭が漂っている。

「お主もようやくアホ姫の正体が分かってきたのう」

　ガーネットは目尻に喜びの涙さえ浮かべて、僕の肩を叩いてきた。

　きっと普段は完璧なお姫様の猫を被っていて、本性を知るのは親友のガーネット一人くらいだったのだろう。

　それはつまり、ルーファが本心を晒して安らげる人が、他にはいなかったという事だ。

　外から見ると大きくて立派に見えた帝城も、中から見ると監かん獄ごくのような暗く狭い世界だったのかもしれない。う～ん、帝都に対する憧あこがれがちょっと薄れてきた。

　そんなしょげる僕に対して、ルーファは胸を張って宣言する。

「とにかく、帝城の者達は誰も動いてくれませんでした。だから、私が自らの手で終焉の魔神を倒すと決めたのです」

　それでお姫様なのに冒険者となり、迷宮に挑んだという事か。

　凄い行動力と使命感だ。都会の一等地に家を建てられれば満足という、小さな自分が情けなくなってくる。

　僕が落ち込んでいると、それが伝染したわけでもないだろうが、ルーファも顔を曇くもらせた。

「しかし、意志があろうとも力がなければ目的は叶いません。そして、私にはその力が足りないのです」

　残念ながらそれは事実だろう。今回の警報猟でルーファ達の霊気は格段に上がったけれども、乙女亭の店長さんや侍少女のチドリさんとかには遠く及ばない。

「また、悠長に鍛えている時間も残されておりません。終焉の魔神が復活するとされる千年目まで、あと一年しか残されていないのですから」

　なるほど、それで『正確には九百九十九年』と細かく言っていた──ってあと一年!?

　は、早すぎる。もっと準備の時間を……いや、遅すぎたくらいなのか。

　思い直した僕に、ガーネットも重々しく同意を示す。

「深き迷宮を踏とう破はして終焉の魔神を倒すために、人類は千年もの猶ゆう予よが与えられておったのじゃ。しかし、ワシらはその貴重な時間を食い潰してしまった」

　何も知らなかったからでは済まされない。一年後に復活した終焉の魔神が、そんな言い訳を聞いてくれるわけもない。

「ひょっとしたら、何も起きないという可能性もあります。ですが、二十万の屍しかばねを前にして後悔するくらいなら、私は周囲に笑われても今全力を尽つくしたいのです」

　そう告げて、ルーファは真っ直ぐ僕を見つめてきた。

「アルバ様、真実を隠し謀っていた私を許してくれとは申しません。ですが、帝都二十万人の民を救うために、どうか貴方様の力をお貸しください！」

「分かった」

「そのためでしたら、な、何でも言う事を聞き──えっ？」

「分かった」

　大切な事なので二回言ったが、ルーファは何故か呆ほうけた顔をする。

　う～ん、言葉が足りなかっただろうか。

「終焉の魔神を倒す」

　これなら間違いようがないだろう。僕は自信満々で念押しするが、ルーファは変わらず呆ぼう然ぜんとしていた。

「……どうして？」

　いや、どうしてもこうしても、最低でも帝国が崩壊して、下手をすれば世界が滅びるなんて聞いたら、手助けするのは人として当たり前の事だと思うけど。

　むしろ、あれだけ不ふ穏おんな証拠が揃っているのに、ルーファの話に耳を傾けなかった人達の方が、僕には信じられない。

　何か間違っているのだろうかと、ガーネットに視線で問いかけると、彼女は嬉しそうに笑った後で、急に真面目な顔をした。

「深き迷宮の最下層に辿り着いた者は、千年の間に一人としていない。だがやるのじゃな？」

「あぁ」

「仮に最下層に辿り着けたとしても、魔神を倒せる保証はない。それでも挑むのじゃな？」

「あぁ」

　僕は迷わず頷く。勝てる自信は全くないけれど、それ以外に道がないのだから仕方がない。

　それに何よりも──

「一国一城の主あるじ」

「えっ……」

「諦あきらめるつもりはない」

　唖あ然ぜんとした顔のルーファに向かって、僕は改めて宣言する。

　彼女の崇すう高こうな目的に比べれば、ちっぽけな夢ではあるけれど、最初に決めた目標を捨てて逃げるのはやはり格好悪いから。

　意地とロマンのためなら、命を賭かけるのも躊躇ためらわない。それが男の子ってものだよっ！

「お主は本当にドアホじゃな」

　ドヤ顔で握にぎり拳こぶしを作ってみせたら、ガーネットにまた呆れられてしまった。

　けど、青い瞳ひとみが嬉しそうに笑っていると感じたのは、僕の気のせいだろうか？

　首を傾げつつルーファを窺うと、彼女は何故か目尻に涙を浮かべていた。

「アルバ様、どうか終焉の魔神を打ち倒し、このゴルドー帝国を手にお入れください」

　そう言って、深々と頭を下げてくる。

　いや、一等地が欲しいだけで、国はいらないんだけど……。
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　アルバが部屋を去り、ガーネットと二人きりになったところで、ルーファは声を上げて笑い出した。

「ふふふっ、私の見事な姫様演技で、完全にアルバ様を落としましたよ！」

「今さら悪ぶっても無駄じゃぞ」

　目尻に喜びの涙を浮かべ、頰を赤く染めて蕩とろけそうな笑顔を浮かべていては、悪女な台詞も台無しであった。

「ワシ以外、誰も信じてくれなかった話を容易たやすく受け入れて、手助けしてくれると誓ちかってくれたのじゃからのう。惚ほれても無理はないと思うが」

「ほ、惚れてなんていませんしっ！　だいたい、その理屈でいったら、ガーネットに惚れる方が先ではないですかっ!?」

「キモいからやめろと何度言ったら分かるんじゃっ！」

　混乱してまた変な事を言い出したアホ姫を怒鳴りつけてから、ガーネットは溜息を吐く。

「まぁ、お主らがどうなろうとワシの知った事ではないが」

「それはちょっと薄情すぎませんか？」

「ともあれ、アルバは真相を知った上で協力を約束してくれたのじゃ。明日にも守護者を討とう伐ばつして、下の階層を目指すべきであろう」

　真面目な話を切り出すと、ルーファも即座に顔を引ひき締しめて頷いた。

「はい、アルバ様のお陰かげで私達の霊気も十分高まりましたし、足踏みしている暇ひまはありません。地下一階の守護者『怠惰の白角熊スロウス』に挑むべきでしょう。ただ……」

「不安か？」

　ガーネットの言葉に、ルーファは素直に頷き返す。

「白角熊は歴代の冒険者達によって、それこそ何千回と倒されており、その攻略法も完全に確立されております」

「そう言われると少し哀あわれじゃのう」

　知能はあっても生物のような肉体を持たず、倒されても一日で復活する魔力の塊かたまりに、死への恐怖があるとは思えないが、ガーネットはつい同情を抱く。

「また、六階級並の力を持ったアルバ様が、地下一階の守護者に後れを取るはずもありません。ただ、白角熊の推すい奨しよう攻略人数は八人以上ですから……」

　彼女達三人だけでは不安が残ると、ルーファは顔を曇くもらせる。

　一階級冒険者十人よりも、六階級冒険者一人の方が圧倒的に強い。

　しかし、たった一人の冒険者では、仲間がいれば助かる麻ま痺ひ毒どくのような攻撃でも、あっさりと死に繋つながってしまう。

　地下一階の守護者『怠惰の白角熊』とは、そういった単体殺しボツチキラーに特化した魔物なのだ。

「ワシが盾となって敵の目を引き、危うくなればお主が後方から魔術で援護し、その隙にアルバが攻撃すれば、あっさりと片付くのではないかのう？」

「えぇ、それで問題ないとは思います。けれど、万全を期すならあと二、三人は肉盾が欲しいですね」

「その言い方やめい」

「言いつくろっても仕方がないでしょう」

　真顔で注意してくるガーネットに、ルーファも真っ直ぐ言い返してから溜息を吐く。

「はぁー、どこかに都合の良い肉盾が転がっていませんかね」

「そんな事を言う奴の仲間にだけは、絶対になりたくないのう」

　どのみち、第七皇女と暗黒騎士モドキという、特大の爆弾を二つも抱えた彼女達のパーティーには、金を積んでも協力してくれる冒険者などいないだろう。

　ルーファはひとしきり愚ぐ痴ちった後で、ベッドに入って大人しく眠った。そして次の朝。

「貴方が暗黒騎士様のお仲間ですね。今日からよろしくお願いします！」

「「お願いしまーす！」」

　見知らぬ美少女三人が、アルバにベタベタと抱きつきながら現れた。

「……は？」

「……よかったのう、盾が増えて」

　皮肉を呟くガーネットの顔も、唖然とするルーファと同じくらい強張っていた。
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　ルーファ達のアパートを出て、永遠の乙女亭に向かって夜道を歩きながら、僕は胸の鼓こ動どうが速くなるのを感じていた。

「深き迷宮の最下層に封印されし、世界を滅ぼす終しゆう焉えんの魔神……」

　不ふ謹きん慎しんだと分かっているが、何度口にしても格好良い。

　そして、世界を救うために魔神と戦うなんて、このシチュエーションで燃えるなという方が無理ってものだ！

　私利私欲のために戦う事は決して悪い事じゃない。ただ、誰かのため、それも世界中の人達のために戦うって方が、やっぱり格好良いと思うのだ。

　それこそ、大人ぶって諦あきらめていたけれども、心の底では憧あこがれていた、神話の英雄みたいじゃないかっ！

「……落ち着こう」

　興奮しすぎていた自分に気がついて、僕は立ち止まって大きく深呼吸する。

　ルーファの話通りなら、一年後には終焉の魔神が復活して、最低でもこの帝都は崩壊するのだ。

　英雄に成なれるなんて、個人的な功こう名みよう心しんで浮かれている場合ではない。

「とにかく、迷宮の最下層に辿たどり着つく」

　そして終焉の魔神を発見すれば、ルーファの話を信じてくれなかった人達も、意見を改あらためて協力してくれるだろう。

　僕達三人だけでは勝てなくても、帝都中の冒険者や軍人が全員手を結べば、きっと魔神だって倒せるに違いない。

　一年というタイムリミットは厳きびしいが、絶望するには早すぎる。

「うん、希望が見えてきた」

　僕は晴れ晴れとした気持ちで顔を上げ、明日からより頑張るためにも今日は早く寝ようと、夜道を急ぎ──

「きゃあーっ！」

　路地の奥から女性の悲鳴が響いてきて足を止めた。

「何だ？」

　驚いて声のした方に駆け寄ると、暗い路地裏で一人の少女が三人の厳いかつい男達に絡からまれていた。

「へへへっ、そう嫌がるなって」

「大人しくしてれば可愛がってやるからよぉ」

「い、嫌、放してっ！」

　男達に腕を摑つかまれた少女が、必死に身をよじって抵抗している。

　まさか誘拐事件の現場っ!?　歓かん楽らく街がいでも思ったけど、やっぱり都会は怖いな……って、あれは酒場の店員さんに撃退されてた、あの三人組じゃないかっ!?

「色々あってムカついてんだ。あんまり言う事を聞かねえと、可愛い顔に傷がつくぜ？」

「ひっ……！」

　リーダー格らしき男が握にぎり拳こぶしを見せて、少女を脅おどしているのだが、その手に包帯が巻かれているところから見ても間違いない。

　昨日、痛い目に遭あったばかりだというのに、また悪い事を繰り返しているなんて……。

　許せない。田舎いなか者ものの評判が落ちたらどうしてくれるんだっ！

「待て」

　僕は怒りに駆られて、路地裏に足を踏み入れる。

「その手を放せ」

「あぁ？　舐なめた事を言ってんじゃ──ひっ、あ、悪魔っ!?」

　振り返った男達が、僕の漆黒鎧を見て恐怖に顔を引きつらせた。

　まさか、一部の人達から妙に怖がられていたのが、こんな所で役に立つとは……。

　僕は複雑な気持ちになりつつ、背中の大剣に手を掛ける。

「去れ」

　そう一言だけ呟き、全身から黒い霊気を意図的に放つ。

　暑い夏の日に、蚊あぶや蜂はちを追い払うのに便利なんだけど、人間にもちゃんと効果はあったらしい。

　男達はガタガタと震ふるえながら少女の腕を放し、背を向けて逃げ出した。

「ち、畜ちく生しよう、覚えてやがれ！」

　二日連続でこの捨て台詞ぜりふを聞く日が来ようとは、夢にも思わなかった。

　とりあえず、今の一件は衛兵さんに報告した方がいいのだろうか？　けど、ついさっき騎士さんに怒られた僕が話しても、信じて貰えるかどうか……。

　そう悩んでいると、少女が僕の胸に勢いよく飛び込んできた。

「ありがとうございます、暗黒騎士様。貴方あなたが通りかからなかったら、私……」

　涙目で震えながらすがりつかれ、僕は照てれ臭くさくなって身をよじる。

　いや、こっちこそ出しゃばった真ま似ねをした上に、同じ田舎者が迷惑をかけて申し訳ない。

　僕は謝罪の意味も込めて、彼女が泣き止むまで背中を撫なでてから、そっと体を離した。

「では」

「お待ち下さい！」

　去ろうとした僕の腕を、少女が慌てて摑み止めてくる。

　驚いて振り返ると、彼女は潤うるんだ瞳ひとみで訴うつたえてきた。

「暗黒騎士様、どうか私達の仲間になってください！」

　……とても聞き覚えのある台詞だ。流は行やっているのだろうか？

　埒らち外がいな事を考えながら、戸惑って首を傾かしげる僕を見て、少女は恐きよう縮しゆくした様子で手を放す。

「あっ、すみません。でも、どうかお話を聞いてください」

　ウルウルと潤んだ瞳まで、あの時のルーファと被る。

　何な故ぜだろう。微妙に嫌な予感がするんだけど、困っている女性を無む下げにはできないし……。

「分かった」

「本当ですかっ!?　ありがとうございます！」

　僕が頷くと少女は大喜びして、手を摑んで歩き出す。

　そのまま裏通りにある、ボロくて安そうな宿屋に連れて行かれる。

　部屋の中にはさらに二人の少女がいて、僕の姿を見て驚いたが、事情を聞くとすぐに納得して頷うなずいた。

「まずは自己紹介をさせてください。私がリーダーで猟りよう兵へいのエクレアです」

「私は神官をしているジャムです」

「そして私が槍そう兵へいのクラッカーよ」

　みんなお菓子みたいな名前とは変わっている。出身地がお菓子の名産地なのだろうか？

　また埒もない事を考える僕を余よ所そに、ここに連れてきた猟兵のエクレアさんが、代表として話し始めた。

「私達、日ひ照でりで畑が壊滅した村を救うために、冒険者になろうと帝都に出てきたんです」

　へー、それは立派だ。

「何とか頑張って、ギリギリですけど訓練所を卒業する事ができました」

　訓練所に行っていない僕には、ちょっと耳が痛い。

「けど、私達のような田舎者の落ちこぼれと、一緒にパーティーを組んでくれる人が見つからなくて……」

　やめて、その言葉は僕にも効きく！

「三人で頑張ってきたけれど、迷宮の探索がなかなか進まず、お金も上手く貯たまらなくて、このままでは……」

　村の惨さん状じようを思い出したのか、エクレアさん達は揃って目め尻じりを濡ぬらした。

「だからお願いです暗黒騎士様、私達の仲間になって助けてください！」

「もし、仲間になってくださるなら……」

　彼女達はそう言って、揃って胸元のボタンを外したり、スカートを捲めくって太ふと股ももを見せたりした。都会ではエルフ以外でも裸族が流行っているのだろうか？

　とりあえず、脱ぬぐなら男性のいない所でした方がいいと思い、僕は服を脱ごうとするエクレアさんの手を摑んで止めながら、頷く以外になかった。

「分かった」




「──という事がありまして、暗黒騎士様と仲間になったんです」

　エクレアさんはそう告げて、僕の腕にくっついてくる。

　口下手な僕に代わって、ルーファ達に事情を説明してくれたのは助かるのだが、あまりベタベタされると照れ臭くて困る。

「そういうわけなので、よろしくお願いします！」

「…………」

　エクレアさんが笑顔で改めて挨あい拶さつをするが、対するルーファは凍こおりついた無表情のまま何も言わない。

　やっぱり、勝手に仲間にした事を怒っているのだろうか？

　でも、田舎出身の出で稼かせぎ組ぐみという同じ境遇として、放ってもおけなかったし、いずれ終焉の魔神と戦ってくれる仲間になってくれたら、心強いと思ったんだけど……。

　僕が申し訳なくて縮ちぢこまっていると、凍りついたルーファの代わりとばかりに、ガーネットが口を開いた。

「確認させて貰うが、こっちのエルフが何者か分かっておるのか？」

「はい、第七皇女様ですよね」

「その皇女様と同行するのじゃ。帝国から何をされるか分からぬぞ？」

「暗黒騎士様がいれば何も怖くありません」

「ワシらの目的は迷宮の最下層に辿り着く事なのじゃが、それについては？」

「危ない所を助けて頂き、さらに村を救う手助けをして頂くのです。地獄の底にだってお供ともします」

　矢や継つぎ早な質問に、エクレアさんは迷わず答える。

「という事じゃが、どうするのじゃ？」

　ガーネットが渋い顔で見上げると、ずっと凍りついていたルーファは、急に笑顔を浮かべた。

「事情はよく分かりました。皆様の故郷を救うために、私も微び力りよくながらお手伝いさせて頂きます」

　そう言って、エクレアさん達と握あく手しゆを交かわす。

　よかった。優しいルーファの事だから、断るとは思っていなかったけれど、気を悪くした様子がなくて安心した。

　安堵して胸を撫で下ろす僕に、ルーファは変わらぬ笑顔で告げる。

「では暗黒騎士様、そろそろ迷宮に参りましょうか」

　あれ？　呼び方が最初の頃みたく余所余所しくなっていたような……。

　不思議に思ってガーネットの方を見ると、過去最大級の呆あきれ顔を浮かべていた。

「お主ぬしは魂たましいの底からドアホじゃのう」

　魂レベルで罵ば倒とうされたっ!?

「お人ひと好よしも過ぎれば毒じゃな……まぁ、同じ穴の狢むじなであるワシらには、責める権利などないがのう」

　そう言うと僕の横を通り過ぎて、ルーファと共に先へ行ってしまう。

　狢がどうのは分からなかったが、やはり怒らせてしまったのだろうか……。

「暗黒騎士様、私達も行きましょう」

　悩む間もなくエクレアさん達に手を引かれて、僕も迷宮に向かって歩き出した。
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「今日は地下一階の守護者『怠たい惰だの白角熊スロウス』を倒しに行きます」

　早朝の人ひと気けがない迷宮に入るなり、ルーファはそう宣言して一枚の羊よう皮ひ紙しを取り出す。

　そこには地下一階の地図が描かれており、彼女は出入り口からほぼまっすぐ行った所にある、大きな部屋を指さした。

「白角熊がいるのはここです。一度部屋の中に入ると、守護者を倒すかこちらが全滅しない限り、中からも外からも出入りが不可能なのでご注意ください」

　途中で邪魔が入る事はないが、逃げる事もできないのか。これは気を引ひき締しめてかからないと。

「暗黒騎士様、私、怖い……」

　エクレアさんが震えながら抱きついてきたので、僕は肩を叩いて励はげます。

　グシャッ！

「では、参りましょうか」

　ルーファが地図を握にぎり潰つぶすように丸めて歩き出す。

　うっ、やっぱり怒ってるな。どうやって謝ろう。

　確か幼馴染みと喧けん嘩かをした時、爺ちゃんに助けを求めたら「女が怒っている時は、反論せずに黙だまって話を聞くしかない」と言っていたな。よし！

　僕はルーファの隣に並んで、黙って話を聞く事にした。

「…………」

「…………」

　これ、相手が話してくれないと無意味じゃないかっ!?

　くっ、こうなったら最後の手段だ……ガーネット～、助けて～っ！

　──だから何でもワシに頼るでないわっ！

　という目で睨にらみ返かえされてしまった。もう駄目だ、お終しまいだ……。

　絶望して肩を落としていると、エクレアさん達が心配そうな顔で寄ってくる。

「暗黒騎士様、どうかしたんですか？」

「気分が優すぐれないのでしたら、私の胸を揉もみますか？」

「私のお尻しりでもいいですよ？」

　それで気分が優れるのはうちの爺ちゃんくらいだろう。

「……ぺっ」

　何か今、ルーファが唾つばを吐き捨てたような気がするけれど、怖くて確認できない。

　そうして、気まずい空気が漂ただようなか、通路を真っ直ぐ進んでいき──

「危ない！」

　三つ目の十字路に差しかかった所で、僕は慌てて駆け出して、前を歩いていたルーファとガーネットを抱きかかえて跳とんだ。

「アルバ様っ!?」

「何じゃっ!?」

　驚く彼女達が一瞬前までいた場所に、上から半透明のブヨブヨした物体が落ちてくる。

「不定形生物スライムっ!?」

　ルーファがギョッと悲鳴を上げる。僕も驚いた、地下一階の魔物ってゴブリンやトロールみたいな人型ばかりだと思っていたから。

　警けい報ほう猟りようの時に現れなかったのは、スライムに音を聞き取る器官がなかったからか、もしくは足が遅くて辿り着けなかったのだろう。

　やはり、迷宮は油断がならない所だ。僕は気を引き締め直しながらルーファ達を床に下ろして、背中の大剣を引き抜く。

　そして、こちらに飛び跳ねてこようとしていたスライムに、上段からの幹から竹たけ割わりを見舞う。

　──サービスシーンのチャンスがぁ！

　とでも言いたそうに震えてから、真まっ二ぷたつになったスライムは魔力の光となって四散した。

　魔石は……落ちていないか、残念。

「アルバ様、その、ありが──」

「きゃーっ、暗黒騎士様っ！」

　ルーファが何かを言おうとした瞬間、エクレアさん達が黄色い声を上げながら僕に抱きついてくる。

「スライムの攻撃を見切って、しかも一撃で倒すなんて流石さすがです！」

「素敵です、痺しびれちゃいますっ！」

　褒めてくれる気持ちは嬉しいけれど、そこまで大した事じゃないと思うんだけど……。

　僕は逆に申し訳ない気持ちになりながら、やんわりとエクレアさん達を引きはがす。

　そして、言いかけていた言葉の続きを聞こうと、ルーファに視線を戻したのだが──

「……暗黒騎士様、助けて頂きありがとうございます。では、先に進みましょう」

　他人行儀なお礼だけを口にして、さっさと歩き出してしまった。

　うぅ、さっきは普段通り呼んでくれていたのに……。

　そう落ち込んでいると、前を歩くガーネットがハンドサインを送ってきた。

　──先程は助かった、礼を言う。

　仲間なんだから気にしなくていいよ。

　──……このアホ姫も、お主くらい素直だと楽なんじゃがな。

　どういう事？

　──とにかく、ルーファはワシが宥なだめておくから、あまり気に病やむでない。

　ありがとう、お母さんっ！

　──死・ね！

　ちょっと言い間違っただけなのに、そこまで怒らなくても……。

　しょぼくれる僕を余所に、ガーネットはルーファの横に並んで話しかけ始める。

　何を言っているのかは分からないが、これで少しは機嫌を直してくれるといいのだけれど。

　そう願っている間に、守護者がいるという部屋の前に辿り着いた。

「この奥に怠惰の白角熊が……」

　金属製の無ぶ骨こつな両扉を前にして、エクレアさん達がゴクリと唾を飲み込む。

　ルーファも少し緊張した面おも持もちで、皆の顔を見回した。

「作戦を確認致しましょう。ガーネットと槍兵のクラッカーさんが前に出て、白角熊の注意を引きつけてください。二人が怪我をしたら神官のジャムさんが回復し、私と猟兵のエクレアさんで遠距離攻撃を仕掛けて、白角熊の意識を逸そらします」

　そう告げてから、ルーファは僕の目を真っ直ぐに見つめた。

「私達が注意を引きつけている隙すきを突ついて、アルバ様の手で倒してください」

「あぁ！」

　僕は勢いよく頷く。名前で呼んでくれたという事は、機嫌が直ったみたいだ。

　不快にさせてしまったお詫わびも込めて、守護者は黒くろ陰かげ流りゆう剣術の奥義を以もつて、一撃で倒してみせよう！

「張り切りすぎて迷宮を壊すでないぞ」

　苦笑しながら腰を叩いてくるガーネットにも、僕は力強く頷き返した。

　そして、守護者が待つ部屋の扉に手をかけたところで、エクレアさんが叫んだ。

「暗黒騎士様、ちょっと待ってください。大剣の刃が欠かけてますよ！」

　えっ、噓うそでしょっ!?

　僕は慌てて大剣──『悪魔[image: ]いデーモン・イーター』の真っ赤な刃に目を向けた。

　これは大気中に漂う魔力を食らい、自ら再生する生き物みたいな剣なので、少しくらい欠けても問題ないのだけど、スライムを斬った時に溶けたのだろうか？

「ちょっと貸してください」

　不安になって細部まで確認していると、エクレアさんが柄つかに手を伸ばしてくる。

　僕が手渡すと、彼女は右手一本で軽々と大剣を掲かかげてみせた。

「えっ!?」

　僕の横でルーファが急に大声を上げる。そんなに驚く事だろうか？　エクレアさんの実力なら──

　ドンッ！

「……えっ？」

　今度は僕が驚いて声を漏らす。

　エクレアさんが僕の胸に向かって、肩から体当たりをかましてきたのだ。

　急な事で踏ん張れず、僕は蹌よ踉ろけて扉にぶつか──らないで、部屋の中に入っていた。

「……えっ？」

　また驚いて声が漏れる。槍兵のクラッカーさんと神官のジャムさんが、いつの間にか鉄てつ扉ぴを開けていたのだ。

　そして、今までの親しげな笑みとはまるで違う、肉食獣のような表情を浮かべて、バタンッと扉を閉めてしまう。

「……えっ？」

　天丼は二回まで──というお約束を破って申し訳ないが、僕はまたまた驚いて声を漏らす。

　いや、本当に、まるで、全く意味が分からない。これどういう事っ!?

　僕は慌てて鉄扉に駆け寄り、開けようと力を込めてみるが、『時間停止タイム・ストツプ』の魔術でもかかっているのかピクリともしなかった。そして──

「グゴォォォ───ッ！」

　全身を震わせる獣けものの咆ほう吼こうが、背後から鳴り響いてきた。
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「ちょっ、これはどういう──」

「動くな」

　アルバ一人が守護者の部屋に閉じ込められ、狼ろう狽ばいして叫ぼうとしたルーファの眼前に、エクレアが真っ赤な大剣を突きつける。

「貴様っ！」

「おっと、貴方も動かないでね」

　慌ててメイスを構えようとしたガーネットにも、槍兵と神官が各おの々おのの得え物ものを向けて牽けん制せいしてきた。

　それを横目で確認し、ルーファは冷たい汗を浮かべながら舌打ちする。

「ちっ、寄生虫ではなく強盗の方でしたか」

「流石は天才のエルフ姫様だ、こんな時でも理解が早くて助かる」

　先程までの媚こび媚びな猫ねこ撫なで声とはまるで違う、粗そ野やな声で応えながら、エクレアは口の端を吊り上げて笑った。

「だが残念、暗黒騎士の装備はボーナスでな、本命はあんたなんだよ、お姫様」

「何ですってっ!?」

　まさか、他国のスパイが帝国を脅す材料にするため、第七皇女を誘拐しに来たのか。

　ルーファがそう考えたのを見抜いたのだろう。エクレアはまたニヤニヤと笑いながらも、首を左右に振って否定した。

「面白い発想だ、だが残念。私らは他国のスパイどころか、それを狩る側なんだよね」

「そんな者が──いるに決まっていますわね」

　ルーファは言葉の途中で撤てつ回かいする。第七皇女といっても、政治には全く関わっていなかった彼女が知らないだけで、ゴルドー帝国ほどの巨大な国であれば、対スパイの防ぼう諜ちよう組織くらいはあって当然だろう。

　そして、帝国はその成り立ちから、冒険者は出自や種族を問わず受け入れるという、根本的な弱点を抱えている。

「冒険者として潜り込んできたスパイを密ひそかに始し末まつする、暗殺部隊といったところですか」

「大正解！　流石は皇帝陛下の娘だ」

「ちっ」

　笑いながら大剣の切っ先を下ろすエクレアに、ルーファは盛大な舌打ちを返す。

「クソ親父の命令で家出娘を連れ戻しに来るなんて、暗殺部隊もよっぽど暇ひまですのね？」

　精一杯の皮肉を返すと、エクレアは渋い顔を浮かべた。

「残念だが、半分正解で半分外れだ。私らは下したっ端ぱなんでね、陛下から直じき々じきにご命令なんて頂けないし、姫様を連れ戻す事だけが目的でもない」

「どういう意味です？」

「まぁ、詳しくは依頼人に聞くといいさ」

　エクレアはそう言って、先程通ってきた通路を指さす。

　どこか横道に隠れて、この状況を見守っていたのだろう。白銀の全ぜん身しん鎧よろいを装着した厳つい中年騎士が、ゆっくりとルーファの前に姿を現した。

「サー・オックス、これは貴方が仕組んだ事ですかっ！」

「全ては御おん身みのためです」

　怒りを込めて睨み返すルーファに、騎士オックスは恭うやうやしく言い返す。

「迷宮の最下層に至り、終焉の魔神を倒すなんて無む益えきな事は止めて、大人しく帝城にお戻りください」

「それを分からせるためだけに、アルバ様を罠にかけたというのですかっ！」

　ルーファは声を荒げて、固く閉ざされた金属扉を指さす。

　その中ではアルバがたった一人で、守護者と戦っているのだろう。

　いくら六階級の実力を持つ彼とて、武器を奪われた上で単体殺しに特化した白角熊スロウスを相手にしては、生きて帰れるはずもない。

「皇帝の面メン子ツのためか何か知りませんが、私だけを狙えばいいでしょう！」

　叫ぶルーファの目尻には、怒りと後悔のあまり涙が浮かんでいた。

「ガーネットはともかく、アルバ様には何の非もないというのに！」

「待て、ワシにも非はないぞっ!?」

「第七皇女の脱だつ走そう幇ほう助じよ」

「くっ、非がありまくりじゃった……」

　ルーファ本人から指摘されて、ガーネットは歯は嚙がみしながらも罪を認める。

　そんな二人の漫まん才ざいを前にしても、オックスは険しい表情を毛の先ほども崩さなかった。

「姫様は勘違いなされているようだが、我らの目的にはあの暗黒騎士を始末する事も含まれているのですよ」

「なっ、帝位を狙うアルバ様の野心がもうバレていたとっ!?」

「ほう、そこまで危険な人物とは知りませんでした」

　ルーファの言葉を耳にして、オックスの顔に初めて驚きが浮かぶ。

「余計なデマをばらまくでないわっ！」

「貴方は少し黙ってなさい」

　思わず怒鳴るガーネットだが、喉元に槍兵と神官から武器を突きつけられて、苦々しい顔で黙り込む。

　それを横目に見ながら、ルーファは疑問を浮かべていた。

「帝位簒さん奪だつの件は知らなかった？　なら、どうしてアルバ様を殺す必要があるのです」

　全冒険者の宿敵といえる地下六階の守護者・暗黒騎士と、全く同じ鎧や剣を持っていたからといって、それが何の罪になるというのか。

「アルバ様はまだ誰も殺していないし、帝位を奪う野心があったとしても、それを実行には移していませんでした」

　このままでは、アルバが簒奪者だと確定されてしまうのじゃ──と嘆なげくガーネットを余所に、ルーファはさらに言いつのる。

「何より、アルバ様は帝国を救うために、終焉の魔神を倒すと誓ってくれたのですよ。これほど気高く優しい方を罠にかけて殺そうなど、恥を知りなさいっ！」

　まだ二は十た歳ちにもならぬ少女とは思えない、威い厳げんに満ちあふれた叫び声は、並の者であれば竦すくみ上あがった事だろう。

　だが、オックスは微動だにせず、低く重い声で言い返した。

「姫様、それこそが罪なのですよ」

「何っ？」

「深き迷宮の最下層に封印されし終焉の魔神。それを倒されては困るのです」

　静かな確信のこもった台詞を耳にして、ルーファの顔に驚きよう愕がくが走る。

「貴方、まさか魔神の事をっ!?」

「信じていますよ。私だけでなく皇帝陛下も、姫様が言い出すずっと以前から」

「何で……」

　自分が何度必死に訴えても、噓だ妄言だと取り合ってくれなかったのに、最初から知っていたし信じてもいた。

　訳が分からず混乱するルーファに、オックスは気の毒そうな表情を浮かべて答えた。

「姫様が知らないのも無理はありません。魔神について書かれたあの禁書は、そもそも初代皇帝陛下が残された物なのですよ」

「初代様がっ!?」

「そして、魔物が無む尽じん蔵ぞうに湧わく事や、迷宮の不可解な構造に関しても、魔神の魔力が原因だとする説は、何百年も前から幾いく人にんもの賢者達が考こう察さつ済みです」

「なっ……」

「そもそも、百年前から行われてきた魔物の数の調査。あれとて魔神の事を信じていたからこそ、わざわざ人と時間を割さいて調べたのです」

「…………」

　ルーファはもはや言葉も出ない。自分の考察は全て先人の手て垢あかまみれだったのだ。

　いや、それは構わない。千年もの時間があったのだから、自分ごときが考えつく事は、歴代の天才達が思いついていて当然であろう。

　だが、だからこそ解げせない。

「世界を滅ぼす終焉の魔神ですよ？　最低でも帝都が崩壊するような危機ですよ？　その危険性を信じていながら、それと戦うと約束してくれたアルバ様を殺すなど、矛む盾じゆんしているではないですか！」

　魔神と戦えそうな貴重な戦力を、卑ひ劣れつな罠にかけて殺すなど無益でしかない。

　ルーファを城に連れ帰るのに邪魔だったとしても、その前に交渉や説得の余よ地ちがあっただろう。

　そんな当然の疑問に対して、オックスは疲れたように首を振った。

「姫様は根こん本ぽんから勘違いをなされている。そもそも、魔神を倒されては困るのです」

「はぁ？」

　ルーファの口から間抜けな声が漏れる。

「寝言は寝てから言ってくれません？　世界を滅ぼす魔神を、人類──いや全ての生命にとっての敵を倒されては困る？　貴方は魔神の眷けん属ぞくか何かですか？」

　彼女の罵声通りであれば、世の中は簡単だったであろう。

　だが、騎士オックスも猟兵エクレア達も、彼らを従える皇帝も、間違いなく人間の側であった。

「姫様、魔神が倒されたらこの迷宮はどうなるとお思いですか？」

「魔物が消えて平和になるに決まっているでしょう」

　オックスの重々しい質問に、ルーファは軽々と答える。

　それを聞いてガーネットの方が先に気がついた。

「そうか、そういう事じゃったか……」

「ちょっと、一人で納得しないでください。これでは私だけが馬鹿みたいじゃないですかっ!?」

「そうじゃ、お主は馬鹿がつくほどお人好しなのじゃ」

　慌てるルーファに向かって、ガーネットは痛いたましげな視線を送る。

　第七皇女でありながらエルフとして生まれ、姉や貴族達から度重なる嫌がらせを受けて、人間を憎んでも仕方がない環境で育ちながらも、帝都二十万人の民を救うために行動し、自ら冒険者とまでなった。

　いくら悪あく辣らつぶったところで、ルーファはアルバと同じくらいお人好しなのだ。

　だから、人が抱える愚おろかしいまでの欲望に気がつかない。

「よく考えぬか。魔物が消えるという事は、魔石も二度と採とれなくなるという事じゃぞ」

「はぁ？」

「それだけではない。冒険者が──魔物を倒して霊気を鍛え上げた、化け物のごとき戦力がいなくなるという事じゃ」

　ガーネットは一気にまくしたてて、オックスを睨み上げる。

　すると、騎士は感心した様子で頷いた。

「流石は皇帝陛下との親睦も深いレッドベリル様の娘。見た目と違って頭は大人だ」

「一言多いわっ！」

　ガーネットの怒声には耳を貸さず、オックスは唖あ然ぜんとした顔のルーファに視線を戻す。

「姫様も仰おつしやったはずですよ、このゴルドー帝国は冒険者によって栄えてきた国だと。だからこそ、魔物が消えて迷宮が死んだ時、冒険者も消えて帝国も死ぬのです」

「そんな……」

　ルーファもようやく理解する。ゴルドー帝国が大陸の覇権国家になり得たのは、全て魔物と魔石を無尽蔵に生み出す深き迷宮のお陰だった。

　魔石から生み出される『火炎球フアイア・ボール』などの魔札は、全ての帝国兵に魔術師のごとき火力を与えて、他国の兵を蹂じゆう躙りんしてきた。

　そして、冒険者という霊気を鍛えた一騎当千の猛も者さ。

　殴られた方ではなく、殴った方が大怪我を負うほど、一般人と冒険者の間には絶対的な力の差がある。

　地下一階で挫ざ折せつした底辺の冒険者ですら、一般兵を五十人は相手にできた。

　六階級ともなれば数人で小国を滅ぼす事すら可能であり、数多あまたの国が冒険者の力に屈くつして、帝国に膝ひざを折ってきたのである。

　そんな帝国の力を生み出していた深き迷宮が、終焉の魔神を倒した事で死ねばどうなるか。

　冒険者達の寿命が残っている十数年は保もつかもしれないが、その後に待っているのは積つもり積もった恨うらみの噴火。

　反帝国の元に集つどった者達が、冒険者という剣を失った帝都に雪な崩だれ込こみ、年輪城壁リングス・ウオールの盾さえも打ち壊して、千年帝国の長い歴史に幕を下ろすだろう。

「分かりましたか？　終焉の魔神を倒されて、帝国を滅ぼされては困るのです」

「しかし、一年後に魔神が復活しては同じ事ではないですかっ!?」

　終焉の魔神と魔物の軍勢か、各国の反乱か、一年後か数十年後かという違いでしかない。

　ただ、後者はまだ手の打ちようがある。現在の戦争による拡大政策を止めて、各国との講こう和わを結び、占領支配してきた国の税を軽くし、場合によっては自治独立を許すなど、友好という水で反乱の種火を消しておくのだ。

　それにより、ゴルドー帝国の覇権は陰かげるだろうが、戦乱によって大勢の民が苦しむのは回避できる。

　何より、魔神が復活して帝都二十万人どころか、世界中の人々が虐殺されるよりは遙かにマシだ。

「帝国の覇権と全人類の命、どちらの秤はかりが重いのかなど、考えるまでもないでしょうっ！」

　子供でも分かる理屈だとルーファは叫ぶ。

　だがそれに、オックスは大人的な態度で問いかける。

「姫様、一年後に魔神が復活するという証拠はあるのですか？」

「はぁ？　ですからあの禁書に──」

「書いてあった、それだけではないですか」

「貴方……」

　意図を悟さとって愕がく然ぜんとするルーファに、オックスは初めて笑みを浮かべた。

「深き迷宮の不可思議な構造からして、終焉の魔神は存在するのでしょう。魔物の数が年々増えている事からして、魔神の封印が弱まっているのも事実でしょう。しかし、あと一年で魔神が復活するなどという、確かな証拠はどこにもないのですよ」

　初代皇帝の書いた禁書には千年目とあった。だが、それを裏付けるものはない。

「けれど、復活しないという証拠もないでしょうっ!?」

「魔物の増加数と迷宮の広さを考えれば、あと千年経たっても魔物が溢あふれ出だしてくるとは思えないのですが？」

「くっ……」

　オックスの推測も間違いとは言い切れないため、ルーファは悔しそうに口を閉ざす。

　最初から議論は平行線なのだ。一年後に災厄が起きるか、起きないか。安全のために覇権を捨てるか、危険を呑んでさらなる覇権を望むか。

　皇帝とそれに仕つかえるオックス達と、ルーファの意見が交まじわる事はない。

　話し合いによる解決が不可能な場合、どちらの意見が通るかは、古来より変わらない単純で明解な方法によって決まる。

　即すなわち、強くて勝った方が正義。

「というわけだお姫様。私らの飯の種を潰されても困るんでな、魔神の討伐なんて馬鹿な真似を止めさせるためにも、あんたは城に連れ帰って軟なん禁きんさせて貰う」

　抵抗は無意味だと分からせるために、エクレアは隠していた霊気を全力で放つ。

　その力は間違っても一階級の初心者などではない。最低でも三階級はあるだろう。

　他の二人とオックスも同等の力を持っており、ルーファとガーネットの二人きりで敵かなう相手ではなかった。

　その事実を認めたからこそ、ルーファは力を振り絞って言い返す。

「私の事はどうしようと構いません。ですからアルバ様を──」

「駄目だね」

　最後まで言わせず、エクレアは冷れい酷こくに斬きり捨すてる。

　そして、アルバから奪った真っ赤な大剣を掲げてみせた。

「私はこれでも、あいつを高く評価してるんだぜ？　臭い猿さる芝しば居いに引っかかったスケベ野郎だとしてもな」

　丁度見かけたゴロツキ達を金で雇やとい、相手が一人きりになったところを見み計はからって仕掛けた、狂きよう言げんからのハニートラップ。

　どれほど強かろうと、私の色香に勝てる男はいないと、エクレアは得意げにせせら笑う。

　無論、真実は異ことなるのだが、アルバが彼女達に騙だまされたという事実には変わりない。

「あの暗黒騎士モドキなら本物の暗黒騎士を倒して、魔神の元に辿り着けるかもしれない」

　千年のタイムリミットを目前に控ひかえて、神々が運命に手を加えたのか、神速のチドリなど他にも優秀な六階級冒険者が揃ってきている。

　彼らが手を結べば、不可能も可能になるかもしれない。

「だからこそ、今ここで殺す」

　これ以上、力と味方を増やす前に不ふ穏おんな芽めを摘つむ。それが彼女達『迷宮保安部隊』に与えられた仕事であった。

「安心しな。お姫様に免めんじて、死体は回収した上で氷漬づけにしといてやるからよ」

　意地悪く笑うエクレアに、同情や親切心などあるわけもない。

　アルバの死体を体ていのいい人質にするつもりなのだ。いつでも蘇生魔法をかけられる状態で保存する事で、ルーファが不穏な動きを見せれば消滅させると脅すために。

「くっ……」

　抗あらがう術すべが何一つ見つからず、ルーファの瞳に悔し涙が浮かぶ。

「ひひひっ、そう泣きなさんな。そっちのドワーフ娘も一緒に軟禁してやるから寂さびしくはないさ」

「……まぁ、ワシも無罪放免とは思っておらんかったがのう」

　喉を鳴らして笑うエクレアを睨みながらも、ガーネットは重い溜息を吐く。

　名工レッドベリルの娘でなければ、彼女もアルバと同じ運命を辿っていたのだろう。

　二人の顔に諦めが浮かんだのを見て取って、オックスは一歩詰め寄った。
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「では姫様、帝城にお戻り頂きましょう」

　騎士の大きな手に腕を摑まれて、ルーファの頰ほおに涙が伝う。

「アルバ様、ごめんなさい……」
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「グゴォォォ───ッ！」

　とても広い半球形の部屋に、獣の咆吼が響き渡る。

　怠惰の白角熊という名前の通り、頭から何本もの鋭するどい角つのが生えた、人の四倍はあろうかという巨大な熊。

　それは部屋の中に一人だけ入ってしまい、混乱する僕の事情など知らぬとばかりに、こちらに向かって突撃してきた。

「うわっ！」

　怠惰の名に似合わない速い突進を、僕は慌てて横に跳んで避さける。

　白角熊はそのまま壁に激突すると、痛がる素そ振ぶりもなく振り返った。

　今の衝撃で扉が開かないか期待していたのだけど、残念ながら無理らしい。

　こうなったら目の前の敵を倒すしかない──のだけど、大剣をエクレアさんに貸したままなので武器がない。

「どうしよう」

　僕は困り果てるが、白角熊はやはりこちらの事情など汲くんでくれず、また雄お叫たけびを上げて襲いかかってくる。

「よっと」

　馬車ほどもある巨大な右手の薙ぎ払いを、僕は後ろに跳んで避ける。

　確かに巨体のわりには速い。ただ、大きいから予備動作が見え見えだし、重いから動きの出だしが鈍にぶい。避け続けるだけなら難しくはなさそうだ。

　しかし、逃げているだけでは勝てない。さてどうしよう？

　考え事をしながらも避け続けていた僕に焦じれたのだろうか。白角熊は急に動きを止めて空気を──そこに含まれる魔力を吸い込んだ。

　あっ、マズい！

「ＲＯＡＡＡＡＡ─────ッ！」

　形容しがたい咆吼と共に、魔力の波が大気を揺ゆらす。

　その瞬間、周囲の空気が急に重くまとわりついてきた。

　何だこれっ!?　まるで海の中みたいに動きが鈍る。

「グゴォォォ───ッ！」

　雄叫びを上げて突進してくる白角熊から、僕は必死に逃れようとするが、水のように重くなった大気が邪魔をして避けきれない。

　そのまま巨体にはね飛ばされて、僕の体は天井近くまで舞い上がった。

　あっ、このまま落ちたら死ぬな。

　妙に冷静な頭でそう考えながら、僕は身を捻ひねって足を床に向ける。

　そしてつま先からお尻、背中へと丸まって転がる事で、どうにか落下の衝撃を分散した。

「よし、成功」

　骨が折れた様子もなく、僕は無事に立ち上がるものの、白角熊に轢ひかれた衝撃で全身が痛い。

　爺ちゃんがくれたこの漆黒鎧──『摂理の守護者プロビデンス・ガード』がなければ、痛いでは済まされなかっただろう。

「しかし、面倒だな」

　僕を見失ってキョロキョロと辺りを見回していた白角熊が、ようやくこちらに気づく。

　そしてまた大気中の魔力を吸い込み、咆吼と共に吐きだした。

「ＲＯＡＡＡＡＡ─────ッ！」

　僕は大きく右に跳んで避けようとするが、跳んだ先まで空気が重く変わっていた。

　効果が速い上に範囲も広い。これを避けきるのは困難だ。

　冷静に分析する僕に向かって、白角熊がまた突進してくる。

　僕は重い空気に抗って跳躍する事で、衝しよう突とつのダメージを少しでも減らす。

　そしてまた轢かれて宙を舞い、丸まりながら着地して衝撃を逃がすと、最初に咆吼攻撃を食らった場所に走った。

「普通だな」

　白角熊の咆吼──おそらく魔術によって、海のように重くなっていた空気は元に戻っていた。

　あの咆吼攻撃、効果の速度も範囲も厄やつ介かいだが、持続時間は数秒と短いらしい。

　叫んでいる最中は隙だらけだし、誰かがあえて咆吼を受けて、その間に背後から他の人達で袋叩きにすれば、意外とすんなり倒せるのではないだろうか？

　逆に言うと、一人だとかなり厳しい。

　音の速度で迫る咆吼を避けられず、延えん々えんと突進攻撃でお手玉にされてしまう。

　せめて大剣があれば、咆吼攻撃を使う余裕もないほどの接近戦で、一気に仕し留とめられるのだけれど……。

「仕方がない」

　僕は腹をくくって、こちらを捉とらえた白角熊を睨み返す。

　そして、兜を脱ぎ捨てながら合い言葉を呟いた。

「『出現エマージ』」

　漆黒鎧の止め金具が独りでに外れて、僕の体から剝はがれ落おちる。

　これを初めて見た幼馴染みに「『出現』と言うより、半裸の『変態』じゃない！」と大笑いされたのを思い出して、ちょっと憂ゆう鬱うつな気分になりながら、全身の霊気を背中に集中させた。

「グアッ!?」

　いままで殺意しか見せなかった白角熊が、驚愕したように動きを止めたのがちょっと面白い。

　とはいえ、彼が驚くのも仕方がないのだろう。

　今、僕の背中には黒い霊気によるカラスアゲハのような羽──妖精の羽が生えていたのだから。

「人に見せては駄目だと、キツく言われていたんだが」

　婆ちゃん──妖精女王ティターニアは言っていた、「貴方のように二種族の特徴が表に出た交雑種ハイブリツドは珍しいから、バレたら見み世せ物ものにされてしまいますよ」と。

　僕以外の交雑種と出会った事がないので、どれくらい珍しいのかは分からない。

　ただ、爺ちゃん──妖精王オベロンと、その浮気相手である人間の婆ちゃんから生まれた僕の母さんは、普通に人間だったらしい。

　なのに、母さんと人間の父さんから生まれた僕は、人間の体たい軀くで妖精の羽が生えるという、四分の一妖精クオーター・フエアリーとでも言うべき姿で生まれてきた。

　この姿では人里で静かに暮らせないだろうと危き惧ぐした母さんの頼みで、爺ちゃん達妖精が住む至福の島イ・ラプセルに預けられたのだけど……まぁ、僕の生おい立たちはどうでもいい。

「人でもないし、口を塞いでしまえば関係ない」

「グゥ……ＲＯＡＡＡＡＡ─────ッ！」

　僕が笑いながら告げると、白角熊は一瞬怯ひるんだように唸ってから、三度目の咆吼攻撃を放ってきた。

　しかし、水のように重くなった空気のどこにも、既に僕の姿はない。

　妖精の羽によって咆吼よりも速く、天井すれすれまで飛び上がっていたからだ。

「僕と君では、妖精と人間くらい大きさが違う」

　呟きながら急降下して、こちらを見失っていた白角熊の頭頂に踵かかと落おとしを見み舞まう。

「グワッ！」

　白角熊が呻うめきながら巨大な腕を振り回すが、僕はヒラヒラと花はな片びらのように宙を舞ってそれを避ける。

「大きく重い方が強いのは間違いない。だが、小さく軽い者が弱いとは限らない」
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　妖精は小さい。千歳を超える爺ちゃんと婆ちゃんは例外的に大きいけれど、幼馴染みなど普通の妖精は僕の四分の一ほどしかなかった。

　そのため、世間から妖精は弱い種族だと思われているらしい。

　人里から遠く離れた孤島に隠れ住んでいるのも、その誤解を招まねいている一いち因いんだろう。

　だが、実際は全く異なる。妖精は他種族よりも圧倒的に小さいからこそ、巨人殺しジヤイアント・キラーの技を磨みがいてきたのだ。

　巨大な敵の攻撃を受ければどうせ一撃で死ぬ。だから防具などいらない。

　妖精の手で持てる物など限られるし動きが鈍る。だから武器などいらない。

　鍛え上げた霊気で己の体を矢に変えて、死を恐れず飛び込む事で、空からの手で生せいを摑み取る。

　それこそが、妖精王オベロンが生み出した妖精空手の極ごく意い。

「行くぞ！」

　僕は一度天井に触れるほど高く舞い上がると、眼下の白角熊に向かって右足を突き出しながら、背中の霊気を爆発させた。

　矢よりも速く落下してくる僕に向かって、白角熊は四度目の咆吼を上げる。

「ＲＯＡＡＡＡＡ─────ッ！」

　大気を重くして攻撃を防ごうと考えたのだろうがもう遅い。

　音の速度さえ超えた僕の体は、足の先から発生する衝撃波で大気を切り裂き、大きく開かれた白角熊の口から後頭部を蹴けり貫ぬいた。

　妖精空手奥義・流りゆう星せい蹴げり

　巨大な敵の口内という、死中に飛び込んでこそ活かつを得える、まさに小柄な妖精族にしか繰り出せない決死の必殺技だ。

　見た目も格好良くて好きなのだが、人間サイズの僕だと使えるほど巨大な敵とまず出会わないのが、唯ゆい一いつにして最大の欠点だろう。

「…………」

　僕はズザーッと床を滑りながら着地して、無言で背後を振り返った。

　頭を貫かれ、生物なら即死の怪我を負いながらも、白角熊はゆっくりとこちらに向き直る。

　そして、まるで僕の健けん闘とうを称たたえるかのように笑って、光となって砕け散った。

「ありがとうございました」

　敵ながら見事な最期に、僕は手を合わせて深々とお辞じ儀ぎをする。

　そして背中の羽を消すと、白角熊が立っていた場所に歩み寄る。

　残念ながら魔石は落ちていない。ただ、白い一枚のメダルが転がっていた。

　拾い上げると、そこには角の生えた熊の模様と共に『怠惰スロウス』の文字が刻まれている。

　これこそが、地下一階の守護者を倒した証であり、地下二階に行ける鍵に違いなかった。

「よし！」

　体の痛みも吹き飛ぶくらい深い達成感に包まれて、僕は歓声と共に跳び上がる。

　そうだ、ルーファ達にも早くこれを見せてあげよう！

　蛇の抜け殻を見つけた時みたいにはしゃぎながら、僕は急いで部屋の扉に向かう。

　先程まであんなに固く閉ざされていた鉄扉は、触れただけであっさりと開く。

　そして、僕が通路に飛び出るのと同時に、ルーファの沈しずんだ声が響いてきた。

「アルバ様、ごめんなさい……」

「何が？」

　急に謝られたので驚いて問い返す。

　すると、ルーファ達まで驚いた顔をしてこちらを見てきた。

「アルバ様、まさかご無事──えっ？」

　ルーファの顔が驚愕から喜び、そして戸と惑まどいへと変化する。

　何で蛾がかと思ったら蝶ちようだったような顔をしているのだろう？　というか、昨日の騎士さんが増えているんだけど、僕が白角熊と戦っている間に、いったい何があったのだろうか？

　説明を求めてガーネットの方を見ると、彼女までポカーンと口を開けて呆ほうけていた。

　さては……お腹なかが空すいたのかな？

「人を腹ぺこ扱いするでないわっ！」

　あっ、いつものガーネットに戻った。それで、何でみんな驚いているの？

　僕が視線で問いかけると、ガーネットは最下層の魔神にまで届きそうな溜息を吐いた。

「黒い悪魔の中から白銀の王子様が出てきたら、誰だって顎あごが外れるに決まっておろう」

　そう言って僕の頭を指さしてくる。

　白銀って髪の事か。確かに珍しい色だけど、王子様なんて大げさな。妖精王じいちゃんの孫だからって別に王位を継ぐわけじゃ……ってしまった、鎧を着るの忘れたっ!?

　僕は慌てて守護者の部屋に戻って扉を閉める。大丈夫、羽は消していたから妖精との交雑種とはバレていないはず！

　そう自分に言い聞かせながら、脱ぎ捨てていた漆黒鎧を急いで装着する。これ、一瞬で脱げる魔術はかかっているけど、装着は人力なのが地味に面倒くさい。

　兜を深く被り、鎧の留め金をチェックしてから、僕は再び扉に手をかける。

　入り直したらもう一戦という事もなく、鉄扉は問題なく開いて、僕は再び通路に戻ってきた。

「本当に、アルバ様なのですね……」

「あぁ」

　何故か頰を真っ赤に染めて呆けているルーファに、僕は深く頷き返す。よし、交雑種の事はバレていない！

　そう心の中でガッツポーズをする僕を見て、エクレアさんが震える声で呟く。

「馬鹿な、たとえ六階級でも、武器もなく一人で白角熊を倒すなんて……」

　うん、確かに強敵だった。空手を学んでいなければ勝てなかっただろう。

　だから君も空手を学ぼう──とセールストークを始めようとして気がついた。

　そうだ、エクレアさんに大事な大剣を貸したままだった。

「返して貰おう」

「ひっ……！」

　僕が歩み寄ると、エクレアさんは怯おびえたように大剣を取り落とした。

　重かったのかな？　でも彼女、地下一階は楽勝なくらい強いと思うから、腕力も相当あると思うけど……。

　昨夜、あの三人組に絡まれていた時だって、僕が出しゃばる必要はなかっただろうし。

　そんな彼女達の稼ぎでも足りないくらい、困こん窮きゆうした村を救うためには、金貨何百万枚が必要なのかは分からないけれど、僕は最後まで手伝うから安心して欲しい。

　そんな強い思いを込めてエクレアさん達を見つめると、彼女達はまた怯えたような顔をして後ずさってしまう。

　おかしい、さっきまであんなにフレンドリーだったのに……。

　僕は内心傷つきながら、何故か増えていた騎士さんの方を窺うかがう。

　大丈夫です、もう警報猟とかやってませんから！

　そう力を込めて見つめると、騎士さんまで怯えた顔をして後ずさってしまった。

「まさかここまでとは……今日の所は大人しく退ひきましょう。だが姫様、魔神の討伐なんて馬鹿な真似を続ければ、いずれ皇帝陛下がお怒りになると覚悟なさい！」

　騎士さんはそう叫ぶと、何故かエクレアさん達と共に、迷宮の出入り口に向かって走り去ってしまう。

　……いや、本当に何があったの？

　全く訳が分からず、僕はルーファの方を見る。

　すると、彼女はボンッと頭から煙が出そうなほど赤くなってから、急に深呼吸を繰り返し、そして僕の手を握りしめてきた。

「アルバ様、本当にありがとうございます」

　そう呟いて、一筋の涙を零こぼす。

　白角熊を倒してメダルを取ってきたからって、そこまで感謝しなくてもいいと思うけど。

　困惑してガーネットの方を窺うと、呆れと微笑が交じったような顔でハンドサインを送ってきた。

　えっ、それ本当にやるの？　一国のお姫様にそんな事をして、打ち首にされない？

　──いいから、や・れ！

　無言で怒られて、僕は内心怯えながらもルーファの涙を指で拭ぬぐう。

「アルバ様？」

　そして、驚いて顔を上げた彼女の細い体を、鎧で傷つけないように優しく抱きしめた。

「大丈夫だ」

　何でルーファが泣き出したのかは知らないけれど。

「終焉の魔神は、この手で必ず倒す」

　これで彼女が泣き止んでくれるのなら、不ふ敬けい罪ざいで打ち首にされてもまぁいいか。

　そう思って、ガーネットの言う通りにしたのだけれど──

「アルバ様……っ！」

　ルーファは感極まった様子でさらに号泣してしまった。ガーネットの噓うそ吐つきっ！

「お主は本当にドアホじゃのう」

　罵声とは裏腹に優しげな笑みを浮かべるガーネットに、僕は無言で抗議の視線を送りつつ、ルーファが泣き止むまで背中をさすってあげるのだった。
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「何、だと……っ!?」

　迷宮の出入り口に向かって歩きながら、ルーファ達から事の次第を聞いて、僕は驚きの声を上げる。

　まさかエクレアさん達が、僕を殺すために近づいてきた暗殺者だったなんて。

「ですから、彼女達がアルバ様にベタベタしていたのは、全て油断させるための演技で、本当は好意なんて欠片かけらもなかったのです！」

　ルーファの妙みように強い断言を聞いて、僕は深く落ち込んでしまう。

　実を言うと「ひょっとして、エクレアさん達は僕に気があるのかな？」と少し考えていたのだ。

　爺じいちゃんが「女の方から触さわってきたらＯＫサイン」とか言ってたし、あれだけ積極的に抱きつかれれば、幼おさな馴な染じみから常つね々づね「鈍にぶい」と馬鹿にされている僕だって気がつく。

　けれど、それが全て演技を勘違いしていたなんて……穴があったら入りたい。

「迷あ宮なになら既に入っておるがのう」

　上手い！　けど今は勘かん弁べんして……。

　ガーネットの冗談に笑い返す事もできず、ガックリと肩を落とす僕の背中を、ルーファが優しく撫なでてくれる。

「アルバ様、そう気を落とさずに。次からは色目を使われても無視するように、気をつければいいのですわ」

「あぁ」

　身に染しみる助言に、僕は深く頷き返す。

　そうだよね、僕みたいなダサい田舎いなか者ものを、都会のイケてる女の子が好きになるはずがない。

　こんな恥ずかしい勘違いは二度としないよう、肝きもに銘めいじておこう。都会の女の子が僕に惚ほれるなんて絶対にありえない！

「ルーファよ、お邪魔虫を牽けん制せいするつもりが、盛せい大だいに墓ぼ穴けつを掘ほっておるぞ」

「な、何の事やら分かりませんね」

　急に憐れん憫びんの表情を浮かべるガーネットから、ルーファは不自然に目を逸そらす。

　何の話かよく分からないけれど、僕が騙だまされた件は続けても辛つらいだけなので、そろそろ話題を変えよう。

「邪魔は？」

　既き得とく権けん益えきを守るために、魔神討伐の阻そ止しを目論もくろんでいる者達。

　ルーファの父親である皇帝を筆頭に、帝国の将兵が僕達を邪魔しに来るのだろう。

　その中にはエクレアさん達のような、迷宮で鍛きたえた冒険者達もいるに違いない。

　どうするのか問いかける僕に、ルーファは迷わず答えた。

「全て退しりぞけます。己おのれの地位や財産のために帝都二十万人、ひいては世界中の何千万という命を危険に晒さらすなど、決して許される事ではありません」

　大勢の民を救うためならば、実の父親と戦う事も辞じさないと断言するその姿は、それこそ皇帝に相応ふさわしい威厳に満ちていた。

　思わず見み惚とれてしまう僕を、ルーファは真まっ直すぐ見上げてくる。

「アルバ様、帝国の民を救うために帝国を敵に回すなんて、あまりにも馬鹿げた話です。それでも共に戦って頂けますか？」

「あぁ」

　僕は間かん髪はつ入いれずに頷き返す。終焉の魔神を倒すと約束したのだ。何があろうとも反ほ故ごにするつもりはない。

　そう伝える僕を見て、ルーファはまた目尻に涙を浮かべた。

「アルバ様、本当にありがとうございます」

　潤うるんだ瞳ひとみで微笑ほほえみ、僕の両手を摑みながら礼を告げてくるその姿はまるで……はっ、いけない、また勘違いするところだった。

「やはり勘違いしおったか」

　何を言ってるんだガーネット。今さっきあれだけ注意されたのに「ルーファは僕に気があるのかな？」なんて恥はずかしい勘違いをするわけないだろ！

　いくら僕が阿呆鳥アルバトロスのアルバだからって、三歩進んだ程度で忘れたりはしない。

　それを示すためにも、僕はルーファの手を放す。

「あっ……」

　ルーファがちょっと残念そうな顔をしたように見えたのも、やはり僕の見間違いなのだろう。

　しかし、帝国を敵に回しても魔神を倒すと、威い勢せい良く啖たん呵かを切ったはいいものの、実際問題として大丈夫なのだろうか？

　適当に罪を捏ねつ造ぞうされて、衛兵が総出で捕らえに来たりしたらお終しまいだ。

　追っ手を撒まいて帝都から逃げ出すのは簡単だけど、深き迷宮に潜もぐれなくなってしまえば、終焉の魔神を倒せないのだから。

　そんな不安を浮かべる僕の腰を、ガーネットが軽く叩いてくる。

「あまり案ずるでない。皇帝が敵に回ったとはいえ、帝国の全てが敵になったというわけでもあるまい」

　どういう事だろう？　首を傾かしげる僕に、ルーファが説明してくれる。

「魔神の件を知っているのは、あくまで皇帝を中心とした極一部であり、帝国の貴族や軍人といえども、大半は事情を知らされていないのでしょう」

　確かに、初代皇帝の本を禁書庫に隠したり、ルーファが指摘しても知らんぷりをしていたくらいだから、基本的には秘密にしているのだろう。

「その一番の理由は混乱を避さけるためでしょうが、真実を知れば魔神を倒すべきだと騒さわぎ出だす、皇帝一派にとっては厄やつ介かいな良識人が出てくるからでしょう」

　なるほど。帝国の貴族や軍人だからって、皆が揃って既得権益を守るために、迷宮の存続を望むわけもないか。

「死ねばそれで終わりじゃからのう。迷宮から得られる富や力は惜おしいが、命には代えられんとする慎重派も多かろう」

「あまり考えたくはないのですが、帝国の瓦が解かいを望む他国の間かん者じや等も、魔神を倒して迷宮が廃すたれるのを望むでしょう。また、これをスキャンダルとして現皇帝を失しつ脚きやくさせ、次の帝位を狙う皇族もいるかもしれません」

　明るく告げるガーネットに、ルーファが少し苦い顔で続く。

　難しい政治の話はよく分からないが、ともあれ味方はゼロじゃないのか。

「ですから、魔神の事を隠しておくために、皇帝一派もあまり表だっては動けないのでしょう。アルバ様を亡き者にしようと、初手から卑劣な手段を用いてきた事からもそれは明らかです」

　確かに、第七皇女への不敬罪とかで僕を捕まえれば済む話なのに、人の目がない迷宮で守護者に殺させようなんて、面倒な真似をしてきたくらいだ。

　皇帝にだって周りの目を憚はばかって、できない事があるのだろう。

「そして何より、冒険者は自由を尊とうとぶものです。特に『深き迷宮の最奥に辿り着く』という目標を遮さえぎる事は、たとえ皇帝といえども許されはしないでしょう」

　それはよく分かる。終焉の魔神とか帝国の都合とか関係なく、ただそこに迷宮があるから底まで潜る。それが冒険者のロマンってものだ。

　爺ちゃんも「穴があったら入るのが男の本能」と言っていたし。

「それはただの下ネタじゃろ」

　えっ、そうなの？　どういう意味？

「ワシに何を言わせるつもりじゃっ！」

　純粋な知的好奇心から尋ねたのに、ガーネットは顔を真っ赤にして怒ど鳴なってくる。酷ひどい。

「ガーネットが耳みみ年どし増まなのは横に置きまして」

「お主ぬしにだけは言われたくないわっ！」

「皇帝一派の妨害はそこまで厳しくはならないでしょう。むしろ、こんなにも早くアルバ様を直接排はい除じよしに来た事が意外です」

　ガーネットの訴えはスルーして、ルーファは怪け訝げんな表情を浮かべる。

　よくよく考えるとその通りだ。魔神の事を知って行動を始めたとはいえ、まだ地下一階にいる初心者を殺しに来るなんて、ちょっと反応が過か剰じようすぎる。

　地下五階くらいに到達してからでも遅くないだろうに……。

「力をつける前に先手を打った、と考えるのが妥だ当とうじゃろうが、存外愛まな娘むすめに男が近づいたのを知った皇帝が、嫉しつ妬としたのかもしれぬのう」

「やめてください、あのクソ親父にそんな人並みの情があるわけないでしょう！」

　ガーネットの冗談に、ルーファは本気で嫌そうな顔をする。

　そんな事を話しているうちに、僕達は迷宮の出入り口に辿り着く。

　長い階段を上って地上に戻ると、初日に出会った中年と新人の番兵さんが立っていた。

「ひっ、暗あん黒こく騎き士し!?」

「どうも、お疲れ様です」

　こっちを見て怯おびえる中年番兵さんを余よ所そに、新人さんは気さくに挨あい拶さつをしてくる。

　僕は軽く会え釈しやくを返し、彼らの前を通り過ぎた。

『お前、よくあれに声をかけられるな……』

『別に悪い人じゃないと思いますよ？』

　番兵さん達が何やら話しているのを背に、宿屋街に向かって歩き出すと、丁度そちらから六人組の冒険者達がやってきた。

　あれ？　あの人達は確か──

「アルバ様、どうかなさいましたか？」

　足を止めた僕を見て、ルーファが怪訝そうな顔をする。

「……いや」

　僕は何でもないと首を横に振り、再び歩き出す。

　そして、前から来た六人と何事もなくすれ違おうとしたのだが、リーダーらしき男剣士さんの方から、僕の前に駆け寄ってきた。

「あの、暗黒騎士さん、この前は助けて頂きありがとうございました！」

「「「ありがとうございました！」」」

　他の五人も駆け寄ってきて、一いつ斉せいに頭を下げてくる。

「これはどういう事じゃ？」

　ガーネット達は訳が分からず戸と惑まどっている。

　無理もない。彼女達に会う前、この帝都に来た初日、トロールに襲われている所を助けたあの六人組なのだ。

　しかし、姿を隠して助けたはずがバレバレだったとは……恥ずかしくて迷あ宮なに帰りたい。

　思わず背後にダッシュしたくなった僕だが、それを止めるように男剣士さんは告げる。

「てっきり魔物だと誤解して、あの時は礼も言わず逃げてしまってすみません」

　えっ、そんな勘違いをされてたのっ!?

「あの後、暗黒騎士の格好をした冒険者が現れたって聞いて、助けてくれたあの人がそうだったんだと知って、礼を言いたいと思ってたんです」

　誤解が晴れたのはいいけど、僕が女タラシのスケベ野郎って噂は信じてないよね？

「ただあの後、俺はもう冒険者を辞やめようと思い詰めていて、仲間達とも口論になって……」

　男剣士さんはそう言って、恥ずかしそうに五人の仲間達と見つめ合う。

　そこで何があったのかは分からない。ただ、今こうして再び迷宮に向かっているという事が答えなのだろう。

「色々あって礼を言うのが遅くなってしまいましたが、本当にありがとうございました」

　あの時、僕が助けに入らず全滅していたら、二度と剣を手に取る事はなかった。

　そんな思いが込められたお辞じ儀ぎをされて、僕は照てれ臭くさくて兜の頰ほおを掻かく。

　気持ちは嬉しいけれど、そこまで感謝しなくても……あっ、そうだ。バレてたのならこれを渡しておこう。

　僕は思い出して腰のポーチを探り、奥に仕し舞まい込こんでいたエンドウ豆くらいの魔石を取り出すと、それを男剣士さんの手に渡した。

「これは、ひょっとして……」

　うん、君達が倒したトロールの魔石。

　拾ひろうのを忘れて帰ってしまったから、勿もつ体たいなくて僕が回収しておいたんだけど、やっぱり人の獲え物ものを横取りするのは悪い事だから、換かん金きんもできず取っておいたのだ。

　肩の荷が下りたと安あん堵どする僕の前で、男剣士さんは暫しばらくジッと魔石を見つめた後で、とても大事そうに胸元に仕舞った。

「これは未熟な自分への戒いましめとして、大切に取っておきます」

　えっ、お金に換えないのっ!?

　何な故ぜそんな結論に至ったのか分からず、困こん惑わくする僕を余所に、男剣士さん達はもう一度頭を下げると、揃って迷宮に潜っていった。

「えーと、何があったのでしょうか？」

　ルーファが首を傾げて尋ねてくるが、僕にも分からないので答えようがない。

　ただ、ガーネットは何となく察したようで、嬉しそうに僕の腰を叩いてきた。

「良かったのう」

　うん。理由は不明だけど、彼らがまた冒険者として頑張る決心がついたのは良い事だと思う。

「いや、そちらではない」

　えっ、それ以外の何があるの？

　思い当たらず首を傾げると、ガーネットは優しく笑って告げた。

「お主の外面に騙されず、内面を分かってくれる者が現れて良かったのう」

「えっ!?」

　思わず驚愕の声が漏れる。

　まさか男剣士さん達は、この超クールな漆黒鎧の中身が、イモ臭い田舎者だと気づいてしまったのっ!?

「……やっぱり、お主は底なしのドアホじゃのう」

　僕が本気で戦せん慄りつしているのに、ガーネットは呆れの最果てといった顔で溜息を吐く。

　酷い、ルーファも何か言ってやって！

「わ、分かってましたし！　私だってアルバ様が恐ろしい鎧姿とは似ても似つかない、気高く優しい方だと分かってましたしっ！」

　ルーファは疾やましそうに目を逸そらしながら、悔くやしそうに歯嚙みするという、とても器用な表情を浮かべていた。

　褒ほめてくれるのは嬉しいけれど、フォローが欲しいのはそこじゃない。

「まぁ、お主らがアホなのは今さらじゃし、ツッコむだけ野や暮ぼじゃのう」

　ガーネットはそう言って、僕達を置いて先に行ってしまう。

　今、サラッとルーファまでアホ扱あつかいしてたよね？　まったく、口が悪いのはドワーフ族の特徴なんだろうか。

　ともあれ、僕はガーネットに置いていかれないように、まだ何やら呟いていたルーファの手を取って歩き出す。

「あ……あの、アルバ様」

　呼ばれて振り返ると、ルーファは酷く緊張しているのか、長い耳の先まで真っ赤にしながら、僕を真っ直ぐ見上げて告げた。

「一国一城の夢、必ず叶えてくださいね」

　魔神の話じゃなくてそっちの話？

　僕はちょっと戸惑いながらも頷き返す。

「あぁ」

「約束ですよ？　一年以内に魔神を倒し、国と城と姫をどうか手にお入れください」

「あぁ」

　何か余よ計けいな物まで付属していた気がするが、僕はよく考えずに頷いてしまう。

　すると、ルーファは大輪の花が咲さき誇ほこるように微笑んだ。

「その時を楽しみに待っておりますね」

　まるで王子様と婚約を交わしたお姫様のような、愛おしさに満ちた美しい笑顔。

　それを直視しているとまた勘違いしそうだったので、僕はもったいなく思いながらも前に視線を戻し、でもルーファの手は摑んだまま、先を行くガーネットを追いかけるのだった。
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　ファミ通文庫読者の皆様こんにちは。ウィ○ードリィでは何な故ぜか一度も侍を使った事がないけれど、世○樹の迷宮やセブンスド○ゴンの女侍は大好きな笹ささ木きさくまです。

　まずは本作を手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　前作がド○クエのような『死んでも蘇よみがえってくる勇者』がいる世界を描いたのに対して、本作はウィ○ードリィを代表とした『魔物を倒して経験値とアイテムを稼げるダンジョン』が存在する世界を描かせて頂きました。

　この手のハックアンドスラッシュ、略してハクスラＲＰＧをプレイしていると、世界を救うといった目的なんぞ忘れて、ひたすらレベル上げとレアアイテム掘りに熱中するものです。

　かくいう私も『アイテムをコンプリートしないと死んじゃう病』の罹り患かん者しやなので、侍がいないから使えないのにムラマサを掘り続けるといった、無駄で楽しい行為に何百時間と注そそぎ込こんできました。

（最近はそれが災わざわいして腰が重くなり、新しいゲームを始められないのは、本当にもう病気としか……）

　そんな私の症状はさておき、気がつくとラスボスさえ瞬殺できるほど強くなっていたキャラクター達を見て、誰もが一度は考えた事があるのではないでしょうか。

「こいつらなら世界征服できるんじゃないか？」と。

　そんな最強キャラ達がラスボスを放置して、国家を築いて大陸の支配に乗り出したのが、本作の舞台であるゴルドー帝国になります。

　その後も色々あって、ラスボスが倒される事なく約千年もの時が経けい過かし、「いい加減にクリアしろや！」という天の怒りによってか、迷宮を踏とう破はするために現れたのが、最初からレベルも装備も最強のバグキャラこと、本作の主人公・アルバなのです。

　ハクスラ的な世界のくせに、レベル上げもアイテム掘りも必要ない主人公というのは、何とも本末転倒な気がしなくもありません。

　ただその分、世界観や勘違いギャグを楽しんで貰もらえればと思い、本作を書かせて頂いたのですが、如何いかがだったでしょうか。

　楽しんで頂けたなら幸いですし、本作を読んで再びハクスラＲＰＧを手に取って頂けたなら、より嬉しいです。

（余よ談だんですが、ハクスラなら『ディア○ロ』とか『ゴッ○イーター』とかのアクション系も大好きです）




　何かゲームの話ばかりになってしまいましたが、ここらで恒こう例れいの謝しや辞じを。

　格好良い鎧も可愛い女の子も見事に描き上げてくださった、イラストレーターの乾いぬい和わ音おん様。

　本作でも引き続きお世話になってる担当編集の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様。

　校正や印刷、流通から販売等々、本作に関わってくださった大勢の関係者様。

　そして、前作から引き続き、または新たに著作を手に取ってくださった、読者の皆様に改めてお礼を述べて、締しめの言葉に代かえさせて頂きたいと思います。





二○一八年十二月某日　笹木さくま　
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暗あん黒こく騎き士し様さまといっしょ！




～勘かん違ちがいから始はじまる迷めい宮きゆう攻こう略りやく～
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